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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森井しづき




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







Phase1：過去との邂逅


Phase2：仮面の裏


Phase3：受け継がれる意志


Epilogue





　あとがき





Phase1　過去との邂逅




　曇どん天てんから、糸の雨が降り注いでいた。


　灰色の空と軽い雨音が沈ちん鬱うつな空気を醸かもし出す。ろくに緑もない荒こう野やでは雨を歓かん迎げいする植物も少ない。黒々とした世界の中、浮うかび上がるのはうち捨てられた古城のみ。


　その寒々しい風景の中を、少年がひとり駆かける。


　地味な少年だ──と平時なら思うだろう。


　年の頃ころは十六歳さい。中肉中背、目立つほど瘦やせてもおらず、体格に恵めぐまれてもいない。伸のばした前まえ髪がみは雨で顔に貼はり付き、その左ひだり眼めを隠かくしている。残った右眼からかすかに感じられる曇くもった光も、わずかに猫ねこ背ぜ気味なその姿勢も、大人しいというよりは暗いというイメージを与あたえる。……だがしかし、今の少年を見てそんな印象を受けるものはいまい。


　少年の左ひだり腕うでが、あまりにも異質だからだ。


　黒一色のアンダーウェアにジャケットを羽織ったスタイル。そこから生えている左腕は、人間のものではなかった。


　体積は少年の体格から考えられる腕の倍以上。表皮は白い鱗うろこに覆おおわれ、肘ひじや肩かたからは硬こう質しつの突とつ起き物が生えている。拳こぶしにあたる部分には巨きよ大だいなかぎ爪づめが据すえられ、凶きよう悪あくさを主張している。白く、鈍にぶく輝かがやき蠕ぜん動どうするその腕は無数の牙きばを寄せ集めたようだ。


　生物ではあり得ぬほどに肥大化した攻こう撃げき性。獲え物ものを引ひき裂さき、握にぎりつぶすことしか考えていない、不自然きわまりない腕が少年の肩から生えていた。


　少年の名前は一いちノの瀬せ玖く郎ろう。東京近きん郊こうの都市、風かざ峰みね市に住むオーヴァードである。





　──オーヴァード。


　それはレネゲイドと名付けられたウィルスによって超ちよう能のう力りよくを得た人間たち。


　力の代だい償しようは彼らの心。能力を使えば使うほどレネゲイドはオーヴァードの心を侵しん蝕しよくし、ついにはヒトではないモノへと変へん貌ぼうさせる。


　人間を超ちよう越えつしたが故ゆえに、重い業ごうを背負ったものたち。





　その中でも玖郎は特別な存在に当たる。


　彼は最悪と呼ばれたオーヴァード、〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟なる存在の力を受うけ継つぎ、なおかつ理性を保っている唯ゆい一いつの存在だ。


〝輪廻アルマ〟の力を得たものは、同じ〝輪廻〟によってしか倒たおせない。


　必然的に彼は世界中に点在する〝輪廻〟の子と戦う役目を与えられていた。


　そして──。





「……はぁ、はぁ」


　玖郎は息を荒あららげ、ぬかるんだ地面を駆ける。


　ここはイングランド、ウェールズの一角。うち捨てられた古城の前だ。街から数キロ離はなれたこの城には近寄るものもおらず、荒あれ放ほう題だいになっていた。


「く──っ！」


　走る玖郎の顔に緊きん張ちようが走る。少年はやおら異い形ぎようの腕で地面を叩たたいた。水と泥どろを飛び散らせながら、玖郎の体が反動で宙に飛ぶ。


　半はん瞬しゆん遅おくれて、玖郎のつけた爪つめ痕あとをさらに巨大な腕がたたきつぶした。


　空中で体をひねり、玖郎は膝ひざ立だちで着地する。少年は油断なく顔を上げ、自分を襲おそったモノを睨にらみ付ける。数メートル先に、ソレはいた。


　ソレは──人とも獣けものともつかぬ化け物だ。


　全体のシルエットはかろうじて人間。だが全身を毒々しい汚よごれた青の鱗で覆い、金属質のたてがみを蓄たくわえ、肥大化した手足をぶら下げたその姿は化け物と呼ぶにふさわしい。


　なによりも不気味なのは、その顔がのっぺりとした仮面に覆われていることだった。髑どく髏ろを思わせる白に血が滴したたるような紅くれないの隈くま取どりが入った面。その向こうで殺気に狂くるった瞳ひとみが玖郎に向けられている。


　この化け物こそ、玖郎がわざわざ地球の裏側までやってきた理由だ。〝輪廻アルマ〟のひとつを取り込み、理性を失った人間のなれの果て。これを発見したＵＧＮ──全世界的にオーヴァードの存在を隠いん蔽ぺいし、パニックを防いでいる組織──は玖郎の派は遣けんを決め、周囲への被ひ害がいが出ないこの場所にターゲットを誘さそい込んだのだ。


「っ！」


　無言の気合と共に玖郎が距きよ離りを詰つめる。獣の懐ふところに潜もぐり込んだ少年は、体当たりでもするように異形の腕を振ふり上げた。狙ねらいは青い鱗に覆われた体の中心。


（当たる──！）


　スピードとタイミングから玖郎は確信を持って腕を振り抜ぬき──。


　なんの抵てい抗こうもなく、獣の体を貫つらぬいた。


「え……？」


　玖郎は見る。獣の巨大な胴どう体たいに穿うがたれた穴を。今の一いち撃げきで空いた……わけでない。だとすればこんなに綺き麗れいなドーナツ形になるわけはない。


　驚きよう愕がくに硬こう直ちよくする玖郎をあざ笑うように獣は口を歪ゆがめ、悠ゆう々ゆうと数歩横にずれ、玖郎の腕を抜いた。動きに合わせるように胴体の穴は形を変え、ついには傷ひとつ無い肉体へと戻もどる。


「ち──！」


　苦いものを嚙かみつぶしながら、玖郎は変異した腕で裏うら拳けんを放った。続いて獣と密着し、連撃に移行する。降り注ぐ雨をすべて打ち落とすかのような、細かく、速い連打。


　しかし、懸けん命めいの攻撃も空くうを切る。獣はその肉体を、時に穴を空け、時にねじ曲げ、骨格も臓器も筋肉すらも関係なく、まさしく水のように変形させて玖郎の攻撃をかわす。


　耐たえきれなくなったのは玖郎が先だ。連打を止め、大きく後ろに跳とんで距離を取る。


「これが……〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟の由来か……」


　現地のＵＧＮで付けられたあだ名を嚙みしめる玖郎。


　決して触ふれられず、捕つかまえられない化け物についた名前としては上出来だ。とうの化け物はゆらゆらと体を揺ゆらし、飛びかかる隙すきを窺うかがっている。


「やっぱり、作戦通りやるしかないよね……」


　絡からみつくまなざしを受け止めつつ、玖郎は右手で口元の雨をぬぐった。


　呼吸を整え、左腕に力を込める。ざわざわと異形の腕がざわめき、白い鱗が牙を打ち鳴らすように蠢うごめいた。その動きに合わせるように──玖郎の顔右半分が仮面に覆われる。骨を思わせる白に赤い隈取り。目の前の化け物と同じ仮面に。


　この仮面こそ、玖郎が〝輪廻アルマ〟を受け継いだ証あかし。


「グ、ル、アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


　同種の力に反応したか、今まで余よ裕ゆうの態度を取っていた化け物が咆ほう吼こうする。


　一層の殺気を瞳にたたえ、化け物は玖郎を睨み付けると、背中まで両りよう腕うでを振りかぶった。


　──悪い冗じよう談だんのような光景が展開されたのはこの瞬間だ。


「え？」


　玖郎は思わず声を上げる。化け物が振りかぶった腕が──徐じよ々じよにふくれあがっているのに気が付いたからだ。そのさまは風船を思わせる。だが徐々に地面にめり込む重量感は、中身が空くう洞どうではないことを主張していた。


　あれよという間に腕と呼べぬほどの大きさに変じたそのふたつの肉にく塊かいを──。


「ガァッ！」


　化け物が振り上げる。


　ふくれあがった腕は小さな家ほどもあるだろうか。遠近感の狂った風景が現実感を喪そう失しつさせる。だが込められた殺気が、雨を遮さえぎる質量が、これを現実だと玖郎に教えていた。


「ア、アアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


　三度目の咆吼。雨をかき分けつつ、巨腕が動く。視界を埋うめ尽つくす青の鱗と銀のたてがみ。玖郎はその圧あつ倒とう的てきな質量を前に──、背後へと視線を滑すべらせた。


「────よし」


　何事かを確にん認しきし、玖郎はひとつうなずく。そして、あろうことか迫せまる塊かたまりに対して真っ正面からの突とつ撃げきを敢かん行こうした。


　迫る肉塊が視界を埋め尽くす。ぬかるんだ地面ではスピードが足りず、懐に滑り込むことはできない。獣はそれを悟さとり、醜しゆう悪あくに口角を歪めた。玖郎はその笑みを睨み付け──。


「アシュリー！」


　その名を叫さけぶ。


　答えの代わりに返されたのは紅。数十条にものぼる、深しん紅くに染まった鎖くさり。鎖は見る間に巨大な腕に絡みつくと、その動きを止めた。


「……拘こう束そく完かん了りようです。クロウ」


　涼すずやかな声が玖郎の耳じ朶だを打つ。肩かた越ごしに視線を送れば、いつの間に現れたのかひとりの少女の姿。彼女の腕からは紅い鎖が伸び、獣を縛しばり上げている。


　それは人形を思わせる少女だ。肌はだは雪よりも白く、肩かた口ぐちで整えられた髪かみは輝きを伴ともなったアッシュグレー。揺れ動く灰色の下に見える血のような紅い右眼には、感情の色がない。


　ゆったりと少女の体を包むのは濃のう紺こんのワンピースにエプロンドレス。カチューシャこそ無いが、いわゆるメイド服だ。ただしスカートの裾すそが足首を隠すような本格的なもの。


　触れれば壊こわれる危あやうい美しさ。それを片目を覆う無骨な眼帯が崩くずしている。


　アシュリー。玖郎と共にイギリスへと派遣された、三人のうちのひとり。


　彼女の正体は人間ではない。〝従者〟という、オーヴァードが作り出す疑ぎ似じ生命体だ。元は玖郎を狙っていたが、玖郎がその主導権を奪うばってからは彼を主としている。


「拘束時間は二・五秒です」


　アシュリーが鎖を引きながら機械のような声でそう伝える。


「わかった！」


　軋きしみをあげる肉塊を頭上に見あげ、再び玖郎は左腕で地面を叩いた。わずかに宙を飛びつつ、玖郎は左腕を構え直す。その先に見み据すえるのは肥大した腕を支える化け物の肩口。


　──異形のかぎ爪が一いつ閃せんした。


「グ、ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


　化け物の両腕から勢いよく血がしぶき、青い鱗を汚していく。直後に震しん動どう、そして轟ごう音おん。体から分かたれた巨大な双そう腕わんは落下し、風船がしぼむように元の大きさへと戻ってゆく。


　苦痛の声を上げる化け物の前で、玖郎は体を回転させる。化け物が異変を察し、体を変形させるが、痛みのせいか反応が鈍い。


「ふっ！」


　呼気と共に繰り出した右みぎ脚あしが、遠心力の助けを得て獣の脇わき腹ばらに食い込む。打撃の反はん衝しよう撃げきと、化け物の重量が右脚にかかる。その、瞬間に──。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　玖郎は歯を食いしばり、全身から力を引き出す。レネゲイドによって強化された筋肉が宿主の意志をかなえるべく、その右脚を強化する。


「────!?」


　驚愕に目を開く化け物の姿が目の前から消え、曇どん天てんの空へと投げ出された。


「陽はる菜な、今だ！」


　そして玖郎は三人目の名を呼ぶ。


「まかせろ！」


　即そく座ざに答え、古城の上に現れたのはもうひとりの少女だ。


　赤みがかった茶色の髪を背中まで垂らし、耳の横だけわずかにまとめている。かすかな光の当たった髪はどこか透すき通とおって見え、光そのものが流れているようだ。玖郎と同じ戦せん闘とう服越ごしに見える肉体は十六歳という年ねん齢れいにふさわしい生命力に満ちあふれ、瑞みず々みずしさを誇ほこっている。


　汐しお見み陽菜。四か月前にオーヴァードとなり、暴走した玖郎を救った少女。玖郎にレネゲイドという世界の真実を教えた張本人でもある。


　目を引くのは彼女が握る武器だ。


　刃はをそなえた穂ほ先さきを、細い柄えが支えている。逆側の先せん端たんに石いし突づきを備えたそれは、一見すれば槍やりに見える。だが、ところどころで光るＬＥＤが、締しめられたビスが、聞こえる駆く動どう音が、それが普ふ通つうの槍であることを否定している。


　機き械かい槍そう〝デウス・エクス・マキナ〟。内部に〝輪廻アルマ〟と同種の力を備え、〝輪廻〟を倒たおすことを可能としたＵＧＮの切り札である。


「グ……ガ……！」


　空中で身をよじる化け物。だが蹴けり上げられた勢いを消せず、放物線を乱すことはできない。陽菜は化け物を見据えたまま、手元で槍の柄を操作する。


　ガシャリ、と音を立てて穂先の一部が展開する。現れたのは白地に赤の隈取りがなされた仮面──化け物や玖郎と同じ、〝輪廻〟の仮面だ。


　そして陽菜が跳ぶ。大上段に振りかぶった槍が仮面から発される光を纏まとい、赤く輝かがやいた。


　──〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を前に、玖郎たちが立てた作戦はこうだ。


　簡単には捕とらえられない相手であることは、事前の情報から知っていた。だから白兵戦に強く、耐たい久きゆう力のある玖郎が敵をおびき寄せ、アシュリーが潜ひそむ場所まで連れて行く。アシュリーの能力は鎖だ。奇き襲しゆうが成功すれば、相手の動きをわずかながら止められる。そこに玖郎がダメージを与あたえ、とどめを陽菜が担当する。


　陽菜の能力は〝傷付けた対象の肉体を石化させること〟。いかに変へん幻げん自じ在ざいの肉体であっても、決まれば大きなダメージは避さけられない。


（よしっ！）


　玖郎は内心で勝ちを確信した。作戦通りだ。敵は空中で見苦しく体を変形させてはいるが、動きは鈍にぶい。あの程度を逃のがす陽菜ではない。


　だが、しかし──。


「う……っ!?」


　空中にいる陽菜の顔色が変わった。両手に握にぎりしめた槍がぶれ、少女の体勢が大きく崩れる。化け物と交差するはずだった軌き道どうがみるみるうちに逸それてゆく。


「こ、のっ！」


　陽菜は上体をひねり、なんとか槍を振り下ろす。だがしかし、まったく勢いの無いその一撃は、あえなく化け物の数十センチ横を通り過ぎ、ぬかるんだ地面へと突つき刺ささった。


　同時に走る赤い衝撃。槍を中心に地面が赤い結けつ晶しようへと凍こおり付いてゆく。次の瞬間、水すい晶しようはあちこちで崩ほう壊かいし、大地そのものに亀き裂れつを走らせた。そこに飛び込む、青い影かげ。


「しまっ──！」


「あっ！」


　玖郎と陽菜が同時に不覚の声を上げるがすでに遅おそい。陽菜の一撃を逃れた〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟は、体全体をスライムのように変化させ、亀裂の中へと消えていった。


「追つい跡せきします」


　アシュリーがひとり冷静に、両手から繰り出した鎖を亀裂に投げ込む。しかし、わずかの沈ちん黙もくの後にメイド姿の少女は首を横に振ふった。


「──ダメです。相手の潜せん行こう速度が速く、捕らえきれません」


「そっか……。ありがとう、アシュリー」


「役に立てず、申し訳ありません」


「すまない、私のミスだ」


　苦い顔で頭を下げる陽菜に、玖郎は首を振って返す。


「いや、過ぎたことはしょうがないよ。それよりも──何かさっき、変じゃなかった？」


「うむ……」


　陽菜は手元の槍に視線を落とす。


「槍の反応が過か剰じようだった」


「過剰？」


「力を増ぞう幅ふくしすぎていた、とでも言えばよいのか……。あまりの強さにもてあましてしまったのだ。空中にいたせいもあって、制せい御ぎよが利きかなかった」


「増幅の、しすぎ……」


「確かに、この有様は異常です」


　そう言うアシュリーの目は玖郎たちの背後に向けられている。つられて振り向いた玖郎は──その光景に言葉を失った。


　崩れかけた古城は、今やその身の半分を紅くれないに染めていた。結晶化現象は大地を伝い、小さいとは言え城の半ばを覆おおっていたのだ。


「通常のハルナの出力からは考えられない被ひ害がいです」


「……そう、だね」


　淡たん々たんとしたアシュリーの解説に、玖郎は呆ぼう然ぜんとうなずく。


　しばしの沈黙が降りた。雨の音と冷たさが思考を阻そ害がいし、断続的な空白を生み出す。


「これから、どうしますか？」


　問うたのはアシュリーだ。いつも冷静な彼女は、やはり眉まゆひとつ動かさない。


「……撤てつ退たい、するべきだろうな」


　陽菜が苦々しく答える。


「このままでは私は戦力にならん。相手は十分に強力だ。戦力減をおして作戦を続行しても、危険度が増すばかりだ」


「そう、だね。……こっちのＵＧＮには迷めい惑わくをかけちゃうことになるけど」


「賛成です」


「くっ、わざわざ十時間も飛行機を乗のり継ついで結果がコレか。情けない」


　拳こぶしを打ち合わせ、悔くやしがる陽菜。玖郎は再び首を振った。


「事故だよ、これは」


「そうは言うがな。致ち命めい的てきなところでミスをしてしまったことには変わらない」


「──だとすると、根本的な解決が必要なのではないですか？」


「え……？」


　玖郎と陽菜の視線を受けて、アシュリーがうなずく。白い指が槍を指した。


「槍の不調が原因であるならば、それを解決しなければなりません。二度同じことが起きないとも限らないのですから。……今回の症しよう状じようはよくあることなのですか？」


「いや、初めてだ」


　陽菜は手元の槍を操作しながら答える。展開したままの穂先が元に戻もどり、仮面が隠かくれる。


「アシュリーの言うとおりだな。これは、一度きちんとチェックする必要がある」


「ＵＧＮに持っていくの？」


「いや、ＵＧＮではない。この槍の設計者のところに持っていく」


「設計者？」


「うむ」


　尋たずねる玖郎に、陽菜はひとつうなずいて答えた。





「私の──先生だ」
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　ざくざくと下草を踏ふみつぶす音が耳に心地ここちよい。森と土のにおいが体に染みこみ、自然と一体になってゆくのがわかる。


　玖郎は周囲に視線を巡めぐらせた。青い空の下に広がるのはどこまでも山、どこまでも森。稜りよう線せんの向こう側に見える景色の中に人工物は一いつ切さい無い。徹てつ底てい的てきに人間社会より離はなれた場所を玖郎たちは歩いていた。


　イギリスでの戦いの後、飛行機を何機か乗り継ぎ、陽菜が案内したのはこの深山だ。どうやら中国の一角らしいが、ヘリコプターから降り立って以来、まったく人工物を見ていないので判別がつかない。


　降下地点より二時間ほど、玖郎たちは陽菜のＧＰＳを頼たよりに山を登り続けている。


「ねえ、陽菜」


「む、なんだ？」


「こんなところに、槍の設計者がいるの？」


　今いま更さらながらに玖郎は問う。陽菜は歩く速度をゆるめずにうなずいた。


「うむ。元々はＵＧＮのエージェントだったのだが、引退してここに移り住んだ」


「引退って言っても……」


　玖郎はもう一度この獣けもの道みちすら見つからぬ山を見み渡わたす。


「これじゃ山ごもりだよ」


「その意見にはワタシも賛成です。……どのような人なのですか？」


　アシュリーが重ねて問うた。滅めつ多たなことで表情を変えぬ人形の少女は、この山中でもメイド姿だった。汚よごれはしているものの、傷はひとつもつけていないのがすさまじい。


　陽菜は肩かた越ごしに振り返って答える。


「機械槍〝デウス・エクス・マキナ〟の設計者であり、私の前にこの槍を使っていた人物だ。名を立たて科しな一いつ誠せい」


　わずかにその声が弾はずんでいるように思えるのは、玖郎の気のせいだろうか。


「気さくな人だ。気を遣つかう必要はないぞ」


「機械槍を使っていたということは、その方も〝輪廻アルマ〟と戦っていたのですか？」


「ああ、そうだ」


　陽菜がうなずく。


「以前、ＵＧＮには対〝輪廻〟のチームがあった。一誠はその最後のひとりだ」


「最後の……？」


「チームは一誠を残して全ぜん滅めつしたらしい。……無理もない。〝輪廻〟についての情報がほとんど無い状態で戦っていたんだ」


「それは……」


　玖郎は眉を寄せた。〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟はその特性を理解せねば戦せん闘とう自体が無意味になりかねない。その情報が無いころの戦いが悲ひ惨さんなものであったことは、容易に想像がつく。


「ともあれ、一誠は〝輪廻〟を研究してこの槍を作った。そして私に使い方を授け、その後に引退したんだ」


「引退って？」


「度たび重かさなる戦いの蓄ちく積せきから、レネゲイドが安定しなくなってな。〝輪廻〟を相手取るには一いつ瞬しゆんの隙すきが致命的になる。みずから引退を申し出たそうだ」


「そうなんだ……」


「とはいえ、私など足元にも及およばぬ実力の持ち主なのだがな。……む、あれか？」


　声を上げた陽菜につられ、玖郎もそちらを見る。


　木々を斬きり倒たおしたのだろうか。ぽっかりと空いた土地に小さな丸太小屋が建っていた。その側そばには小さな畑。軒のき先さきには取れた野菜が吊つるされ、その奥には燻くん製せい小屋らしきものが見えた。自給自足という言葉が玖郎の脳のう裏りを掠かすめる。


「さて、いればよいのだが……」


　そうつぶやき、陽菜が歩き始めたその時。何かが玖郎の視界の端はしで動いた。


　玖郎は反射的にそちらに目を向け──。


「ひゃうっ！」


　上がった素すっ頓とん狂きような声に慌あわてて目を戻した。見れば陽菜が後ろから何者かに抱だきすくめられている。たった今まで誰だれもいなかったはずなのに。


　そんな玖郎の緊きん張ちようなどつゆ知らず、男は陽菜を抱かかえ上げ、言った。


「はっはっは、こんなところをうろうろしていたら、悪いやつに食べられちまうぞ」


「い、一誠!?」


「ええええええっ！」


　驚おどろきの声を上げる玖郎。わずかに目を見開くアシュリー。


　まじまじと玖郎は陽菜を抱え上げる男性を見つめる。日に焼けた肌はだ、しわの刻まれた顔は六十を超こえた年ねん齢れいにふさわしい。だがその体たい軀くは老人というにははばかられる。一八〇センチを優に超える長身に鍛きたえ抜ぬかれた筋肉。腕うでなど服の上からでもわかるほどに太い。


　髪かみと髭ひげは自分で切っているのか、不ふ揃ぞろいでバラバラ。手作りらしき服はさんざんに汚れており、まるで現代人とは思えなかった。


　一誠は陽菜をおろし、目を細める。……どこか陽菜の浮うかべる笑えみに似ていた。


「久しぶりだな、陽菜。大きくなった」


「前に出会ってからもう数年。私も十六歳だ。大きくもなる」


「出るところは出て、締しまるところは締まって。美人になってオレもうれしい」


「なにを言っているのだ。わざとらしい」


　呆あきれたように笑う陽菜。一誠は肩かたをすくめて返す。


「まあ──挨あい拶さつはいいとして、だ」


　声のトーンが少し落ちる。


「基本、ここにはこないように言っていたはずだが。何しに来た？　しかも──」


　一誠の視線が玖郎たちへと向いた。敵意はない。だが警けい戒かいしている色がある。


「ずいぶんと人を連れて」


「ここへは機き械かい槍そうの不調を見てもらいに来た。彼らを連れてきたのは、一誠に紹しよう介かいしたかったからだ」


「紹介？」


「彼らは私の仲間だ。……共に〝輪廻アルマ〟と戦う」


「なに!?」


　胸を張って言う陽菜に、一誠は目を丸くする。そして──。


「……は、ははははははは！　そうか！　仲間ができたか！　そりゃあめでたい！」


　一誠は大笑いを始めた。何度もうなずきながら、めでたいを繰くり返す。


「すまん、すまん！　変な目で見てしまったな！　さあ入ってくれ。寒かっただろう！」


　そう言って、一誠は玖郎とアシュリーの背中を押す。呆然となりゆきを見守るのみだったふたりはあれよあれよという間に山小屋へと連れ込まれてしまった。


「まったく、強ごう引いんな」


　陽菜が最後にひとつ苦笑いを浮かべ、小屋へと入っていった。
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　当然と言うべきか、予想通りと言うべきか。小屋の中には電化製品はひとつもなかった。手作りのろうそくで明かりを取り、暖だん炉ろに火をともし、かまどで湯を沸わかす。


「暖まるまで時間がかかるから、これをかけておくといい」


　草を編んだ座布団の上に腰こし掛かけた玖郎たちに、一誠が勧すすめたのは手作りの膝ひざ掛かけだ。さらにその前に湯飲みが出される。綺き麗れいな緑色のお茶が湯気を立てていた。


「なにぶんいつもはひとりなんでね。客が来る備えがないんだ」


「いえ、お構いなく」


　玖郎がお茶を一口含ふくむと、強い草木の香かおりが鼻に抜けた。不意打ちに目を白黒させる。


「はは、ちと強すぎたかな。そこらで取れるハーブを適当に乾かん燥そうさせただけだから」


　そう言いながら一誠はどっかと腰こしを下ろし、頭をさげた。


「では改めて。立科一誠という。陽菜の……まあ親代わりみたいなものだ」


「親代わり……？　先代の槍の使い手、と聞いていましたが？」


「それも間ま違ちがいじゃない。その上で陽菜を育てたのもオレだってことだ。なにせ生まれた時から面めん倒どうを見てたからな」


　にっかりと笑う一誠。人ひと懐なつこく、安心できる。やはり陽菜の笑みとよく似ていた。


「ちょっと無理がたたって、今はこんなところで隠いん居きよ生活だが。……しかし長生きはするもんだ。まさか陽菜の仲間をこの目で見られるとは」


　芝しば居いがかった様子で、一誠は胸をぎゅっと握にぎりしめる。だが陽菜はすげなく首を振ふった。


「こんなことを言っているが、一誠はまだ六十過ぎだ。別段大きな病を患わずらっているわけでもない。同情する必要はないぞ」


「……陽菜ぁ、人がせっかくいい話を作ろうとしてるのに邪じや魔まするなよ」


「人の仲間を騙だますようないい話など、願い下げだ」


「ちぇっ、娘むすめの仲間にイイ顔くらいさせてくれてもいいじゃねえの。……なあ？」


「は、はあ」


　どう反応していいかわからない玖郎は半笑い。


「──そろそろ、自己紹介をさせていただいていいでしょうか」


「お、そうだな。頼たのむ頼む」


　居住まいを正す一誠。アシュリーはきちんとした正座のまま、深々と頭を下げた。


「アシュリーと申します。この姿ではありますが、こちらにいるクロウの従者です」


「従者ぁ!?　馬ば鹿かな！　嬢じようちゃんが!?」


　一誠が目を剝むいた。立ち上がらんばかりに身を乗り出し、語調を強める。


「おい、どう見ても人間にしか見えないぞ！　オレを騙しているわけじゃないよな!?」


「事実だ」


　口を挟はさんだのは陽菜だ。


「だが体組織もほぼ人間と同じ。自我もあるし、自律行動もする。……人間だという認にん識しきで問題は無い」


「はあ……、確かにそんな従者がいるって噂うわさを聞いたことはあるが……」


　まじまじと一誠はアシュリーを見る。


「人間と見分けがつかないな。おっと、変な目で見て申し訳ない」


「いえ、気にしていません」


「で、こっちの少年がアシュリーちゃんのマスターか？　お前さん、すごいな」


「あ、いや、その、彼女は僕が作ったわけじゃなくて……。その主導権をもらったというか、奪うばったというか……」


「奪った？」


　眉まゆをひそめる一誠に、陽菜が胸を張って付け加えた。


「聞いて驚くといい。玖郎は〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟をその身に宿し、なおかつ理性を保っているオーヴァードなのだ」


「な──!?」


　一誠が言葉を失う。


「本当、か？」


「ああ、本当だとも」


「そう、か……」


　ぞくり、と玖郎の背筋に不ふ吉きつな冷たさが走る。──一誠の視線だ。こちらを見る老人の瞳ひとみは先程までの柔やわらかなものから一転して、射い貫ぬくようなものに変わっている。


　途と端たん、張はり詰つめた雰ふん囲い気きに包まれる山小屋。陽菜だけが気が付かず、誇ほこらしげに玖郎のエピソードを語っていた。


「ちなみに噓うそでも冗じよう談だんでもないぞ。玖郎はあらゆるオーヴァードの能力を止め、またそれを喰くうこともできる。アシュリーも元は違ちがうオーヴァードに作られたのだがな。彼女を助けるために玖郎がその能力を〝喰い取った〟のだ。知っての通り、従者はマスターが倒れれば消しよう滅めつする。アシュリーを虐ぎやく待たいするマスターから彼女を助けることができたのは、〝輪廻〟の力を持つ玖郎だけだっただろう──」


「玖郎くん、でいいのかな？」


　陽菜の話をバックに、一誠は口を開く。


「あ、はい。一ノ瀬……玖郎です」


「本当に、〝輪廻〟の力を？」


「は、はい。その……ＵＧＮの人が言うには、僕にはその力が宿っている、と」


　奇き妙みようなプレッシャーを感じながら、玖郎が答える。


　数呼吸ほど、一誠は玖郎に視線を定めたまま動かなかった。そして──。


「陽菜」


　なおも話していた陽菜を、一言で差し止める。


「順を追って話してくれ。できれば、玖郎くんと出会ったところから」


「ふむ。ではまず、私が風峰市に来たところから──」
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「──と、ここまでが私と玖郎、そしてアシュリーが出会ったいきさつだ」


　長い話を語り終え、陽菜は手元のお茶をすする。


「なるほど。そりゃあ大変だったな……」


　目を伏ふせていた一誠は、大きな息と共にその一言を吐はき出す。


「玖郎くん、ひとつ質問をしたい。……この半年、お前さんはどうだった？」


「え？」


「世界の秘密を知り、呪のろわしい異物を体内に入れ、怪かい物ぶつと戦う運命を押しつけられて。お前さんにとってこの半年はどうだった？」


　芝居がかった調子で一誠は言う。軽々しい口ぶりではあるが、その瞳は玖郎をまっすぐに射貫いている。少年の奥底を見つめるように。


「僕、は」


　動かない口を茶で湿しめらせる。乱暴なほどの草の香りが鼻まで突つき抜けた。


「僕にとって、この半年は必要な体験だった……と、思ってます」


「ほう？」


「僕は、その、半年前まで、まともに生きていませんでしたから」


　玖郎は過去の自分をそう表する。


　父を失った傷を癒いやす術すべを持たず、自分をないがしろにしつづけてきた。周囲を傷付けるだけだと半ばわかっていながら。その傷は──まだくっきりと玖郎の中に残っている。今でも目をつぶれば、父を亡くした光景を幻げん視しするほどに。


　だが玖郎は拳こぶしを握る。もうその傷から逃にげるのは止やめたのだ。まだ不完全でも。だから少年はあえてこう答える。


「失ったモノもありますが、得たモノの方が多い半年です」


「…………」


　数呼吸の間、玖郎と一誠は互たがいの瞳をのぞき込む。陽菜の師であり、数々の戦いを経へてきたであろう老エージェントの瞳からは、ほぼ感情が読み取れない。だがしかし、その中に浮うかぶわずかな光は──。


（悲しんでる……？）


　そう訴うつたえている気がした。だが玖郎がそれを口にするより早く、一誠が笑えみを浮かべる。


「真ま面じ目めな男だな、お前さんは」


　からからと笑う彼の瞳には、もうかすかに感じた悲ひ哀あいも、先程までの緊きん張ちよう感かんも無い。


「よし！　今日は三人ともここに泊とまっていけ」


「えぇっ!?」


　珍めずらしく声を上げたのは陽菜だ。


「いいのだろうか。その……泊まっても」


「やっちゃダメなことを口にはしねえよ。だいたいこの辺は日が暮れるとまったく明かりが無いからな。ヘリも降りてこられない。徒歩で街まで戻もどってたらオーヴァードだって一晩以上かかるぜ」


「泊まるのが効率的、ということですね」


「そういうことだ。だいたい槍やりの調子を見るにも時間がかかる。今から日暮れまでに終わらせるのは無理ってもんだ」


「しかし……」


「どうしたの？　何か渋しぶっているようだけど」


　なぜか眉をハの字に曲げ、口をもごもごと動かす陽菜に玖郎が問う。明快さがウリの彼女にしては珍しい。


「『極力ここには来るな』って言ってあるからな。そいつを気にしてるんだろう」


「──え？」


　答えは一誠から飛んできた。


「陽菜に限った話じゃなくて、ＵＧＮ全員に通知してあるんだがなあ。そうじゃないとすぐに現場まで引っ張り出されちまう。こっちは隠居生活を送りたいっていうのに」


　肩かたをすくめて一誠はそう言い、陽菜へと目を向けた。


「今日は特別だ。だから遠えん慮りよすんな」


「…………わかった」


　陽菜のうなずきで、方針は決まった。
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　ふと、玖郎は目を覚ました。


　虫の声もしない、しんとした山中の夜。月だけが皓こう々こうとあたりを照らしている。


「…………疲つかれすぎたかな」


　それで眠ねむりが浅かったのだろうか。往復で飛行機を二十時間以上乗り、途と中ちゆうで戦せん闘とうを挟んだ。体力を考えれば泥どろのように眠っていてもおかしくはないのだが。一誠の手作りだ、という羽毛布ぶ団とんは多少ごわつくものの、寝ね心地ごこちは悪くない。


　布団の中で寝ね返がえりをうつ。


「あれ？」


　隣となりの布団に寝ているはずの陽菜がいない。確か「子供は雑ざ魚こ寝ねだ」と、玖郎たち三人は一いつ緒しよの部屋に押し込まれたはずなのだが。


「──クロウ」


　と、もうひとつ向こうの布団から声が掛かけられる。アシュリーだ。


「あ、ごめん。起こすつもり──」


「ハルナなら、あちらです」


　ささやき声だがはっきりと聞こえる声でアシュリーは言う。その細い指は部屋の入り口を指していた。つられて玖郎がそちらに首を巡めぐらせると──。


「あ……」


　ドアの隙すき間まから陽菜が見えた。少女はアンダーウェアにジャケットを羽織った姿で、暖だん炉ろの上に置いてある何かを撫なでている。懐なつかしそうに、いとおしそうに。


　目を細めて、静かに微笑ほほえむ姿は玖郎には覚えがない。


「……まだ起きてたのか？」


　少女に声が掛けられる。見えないが一誠だろう。陽菜は振ふり向むき、肩をすくめた。


「寝るのがもったいなくてな」


「きっちり寝て体力を取り戻すのも役目だぞ？」


「明日あしたの出しゆつ撃げきはない。それに──こうも懐かしいものに囲まれては、寝るに寝られん」


　そう言って陽菜は暖炉の上に置いてあったものを手に取った。それは手作りのメダルだ。粘ねん土どで形作ったものだろう。形はぼこぼこ、色は剝はげており、乾かん燥そうでヒビが入っている。煉れん瓦が造りの暖炉に置かれれば、その一部かと思ってしまうほどにガラクタじみていた。


「覚えてたか、そのメダル」


「もちろん。……一誠もよくとっておいたものだ」


「そりゃあ記念だったからな。オレにとっても思い出深い」


　そう言ってふたりはクスクスと笑う。


「しかし……、陽菜に仲間か」


　シュボッと火を点つける音。一誠がタバコに火を点けたのだろうか。かすかに酩めい酊てい感のある香かおりが漂ただよってくる。


「ずっとひとりで戦ってたお前さんがね。……変わるもんだな」


「驚おどろいたか？」


「十分に。何せそのひとりは〝輪廻アルマ〟持ちだ。驚くなっていう方が無理だろう」


「そうだな。私たちにとって、〝輪廻〟は倒たおすべき敵であり、狩かる対象だったからな」


　ふと言葉を切り、一誠は紫し煙えんを吐き出す。わずかに部屋の空気が変わった。


「うまく、やれてるのか？」


「…………なにがだ？」
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「〝輪廻〟とお前さんが一緒にいられるのか、って話だ」


　ギクリ、と玖郎の心臓が跳はねる。


「〝輪廻〟じゃない。玖郎だ」


　一言釘くぎを刺さし、陽菜はだが首を振った。


「うまくやれているか、と言えば……あまり自信はないな」


「──どういう意味だ？」


「私はこの通り、まっとうな人間ではない。そして玖郎もまた……色んなモノをこぼしてしまった人間だ。理解するべき点を理解できず、衝しよう突とつもたくさんした。そして──」


　過ちを語る陽菜。しかしその声に暗い感情はない。


「その分得るものはあった。知らなかったことをたくさん学ぶことができた。私も、彼も欠けていたからこそ、互いに必要な答えを手に入れられたのだと思う。……そういった意味では、〝輪廻〟を取り込んだのが彼であってよかった。不ふ謹きん慎しんなもの言いだがな」


「…………お前さんにそこまで言わせるか」


　聞いているオレの顔が赤くなる、と一誠はつぶやいた。


「オレが引退してから、お前さんの隣には誰だれもいなくなったな」


「……仕方がない。〝輪廻〟にとどめを刺せるのは機き械かい槍そうだけなのだから」


「だが槍は一本。残りの人間はすべて槍の持ち主のために犠ぎ牲せいになる」


「『味方の屍しかばねは敵を討うつ礎いしずえに変えろ。それに抵てい抗こう感を持つな』。……一誠の教えだな」


「これ以上の被ひ害がいを防ぐために敵を討つことを最優先に考える。味方の被害をあえて無視し、何が起きても受け入れる。仲間が作れる戦い方じゃない。だがそのお前に──」


「共に戦える存在が現れた」


「……陽菜、玖郎くんは背中を任せるに足る男か？」


　陽菜はひとつうなずき、微笑んだ。


「ああ、もちろんだ」


「──そうか」


　ふっ、と笑う一誠。陽菜もまた小さな笑みを返した。


「よかったな、陽菜。お前さんに仲間ができて、オレもうれしい」


「ありがとう、一誠」


「それじゃ、そろそろ寝ろ。オレはもう少しだけ槍のチェックをする」


「お願いする。……おやすみなさい」


「ああ、おやすみ」


　そうしてふたりの会話は終わった。陽菜がこちらへと近づいてくるのを察し、玖郎は慌あわてて布団をひっかぶる。少女は特に気づくことなく、寝ね息いきを立て始めた。


　規則正しい呼吸を聞きながら、玖郎もまた闇やみの中へと落ちていく。先程のふたりの会話に、なぜか不安を覚えながら──
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「おーい、玖郎くんや。そろそろ起きる時間だぞ」


　ペシペシと顔が叩たたかれる。のろのろと目を覚ませば、こちらをのぞき込む一誠の笑え顔がお。


「あ……、おはよう、ございます」


「おはよう。よっく寝てたなあ。こんな場所じゃあ熟じゆく睡すいなんぞできないだろうに」


　からからと一誠は笑う。


　なぜかその笑み、その態度に──玖郎は違い和わ感かんを覚えた。ほんの小さな小さなズレ。


「他のふたりはもう起きてるぞ。朝はアシュリーちゃんが用意してくれている。もうそろそろできるらしいから、早めに準備しろよ。布団はたたんで部屋の隅すみに重ねてくれ。洗面台はあっちだ。あー、水が冷たいからびっくりするなよ」


　てきぱきと説明し、一誠は部屋を出て行った。玖郎は半身を起こし、しばし首をひねる。


「…………優やさしくなった？」


　違和感の元を無む理り矢や理り言葉にしてみても、実感はわかない。昨日からこんな感じだったと言えばこんな感じだった気もする。


「ま、いいか」


　答えの出ないことにこだわってもしょうがない。玖郎は布団から出て支し度たくをはじめた。
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「ところで一誠、槍の不調は修正できたのだろうか」


　陽菜がそう言ったのは朝食をとっている最中だ。丸太机の上には麦むぎ粥がゆと燻くん製せい肉入りのサラダが載のっている。


「原因はおそらくリミッターの誤作動だな。部品交こう換かんすれば機能は回復する。ただ……」


「ただ？」


「あちこちの劣れつ化かが激しい。一回オーバーホールしないと、今度は別の場所が壊こわれるぜ」


「む……、最近厳しい戦闘が多かったせいか」


「それもあるが、整備に手を抜ぬいている感もあるな。中ちゆう途と半はん端ぱな仕事してやがる」


　バリバリとレタスをかじりつつ、一誠は吐はき捨すてるように言った。


「オーバーホールとなると……どれぐらいかかるのだろう」


「二週間だろうな」


「むう、それは……」


　陽菜が難色を示す。当然と言えば当然だ。槍やり無くして〝輪廻アルマ〟と戦うことはできない。つまり二週間の間、あの〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を放っておくことになるのだ。


「焦あせるな焦るな。二週間ってのは、普ふ通つうにやった場合だ」


　燻製肉をバリンと嚙かみ砕くだき、一誠が言う。


「オレがついていけば、四日で終わらせてやる」


「一誠！　だが……」


「隠いん居きよ生活より、そっちの方が大事だ。こういうときくらい世話焼かせろよ」


「…………む」


「それに、お前の仲間のこともよく知っておきたいしな。……特に玖郎くんは」


　にまり、と玖郎に笑いかける一誠。発せられるプレッシャーに、玖郎はこわばった笑みを浮うかべるのが精せい一いつ杯ぱい。


「う……」


「はっはっは、そう固くなるなよ。かわいい弟子が仲良くしている男の子がいるんだ。気にならない方が無理、ってものだろう？」


　そう言うと一誠は食器を持って立ち上がり、背を向けた。


「さーて、十年振ぶりの人里だ。準備準備っと」


　一誠への違和感は深まるばかり。思わず玖郎はこっそりとふたりの少女に問いかけた。


「僕、何かしたのかな？」


「む？　私には思い当たらないが……」


「親心、というものではないでしょうか。ワタシにはハルナが心配なだけに見えますが」


「そう、かなあ……」


「どちらにしても、断るわけにはいかないでしょう」


　そう言ってアシュリーは立ち上がった。そのまま水場へと食器の片付けに向かう。


「さて、我々も用意をしましょう。まずは家に帰らねば」


　玖郎と陽菜は顔を見合わせ、首をかしげるとアシュリーの後を追った。
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　月曜日最後の授業、その終わりを告げるチャイムが鳴る。


「あー、やっと終わったー」


「あとホームルームだっけ？　もう早く帰りてーな」


「サボると智ち雪ゆきちゃん怖こわいよ。どうせ五分もかからないじゃん」


　周囲から上がるさまざまな声に身を任せつつ、玖郎は腕うでを伸のばし、大きな息をついた。


　──予想以上に疲ひ労ろうしている。


　昨日一誠を連れて風峰市に帰き還かんした後、玖郎はすぐに解放された。ＵＧＮへの報告は陽菜が担当し、一誠は槍のメンテナンス作業にとりかかるのだという。言葉に甘え、半日は家で休養を取っていたのだが、どうにも回復しきっていない。


「よくないな、こういうの」


「何がだ？」


　答えの無いはずのつぶやきに返して来たのはクラスメイトの倉くら田ただ。倉田は玖郎がこの高校に入り、はじめて作った友人でもある。


「いや、今日はどうにも疲つかれちゃってて」


「月曜日からそんなか。つーか最近お前、週明けになると疲れて学校来ないか？」


「そう、かな？」


「ああ、ぼーっとしていることが多い。……で、今回はどうしたんだ？」


「ちょっと遠出をしてきてね……」


　曖あい昧まいな笑みを浮かべ、玖郎はそう答える。レネゲイドの、そしてオーヴァードの存在は一いつ般ぱん人じんには明かされていない。関係のない倉田にすべてを話すわけにはいかないのだ。


　もっとも、週末にイギリスにまで命がけの戦いに行ってきたなどと、信じてもらえるはずもないだろうが。


「移動時間が長かったから、その疲れかなあ」


「おいおい、ウチの爺じいさんみたいなこと言うなよ。高校一年のくせに」


　呆あきれた笑いを浮かべつつ、倉田は言う。


「そうだぞ、玖郎。あれしきの移動で音を上げるとは情けない」


　倉田の言葉を継ついだのは、隣となりに座る陽菜だ。真ま面じ目めそのものの顔で指を突つきつける。


　まずい、と玖郎が思うのと同時に──。


「おい、玖郎。……もしかしてお前、また汐見と出かけたのか？」


　倉田の浮かべる笑みが一変する。


「え、と、その……」


「あー、そうか、そうかよ。はいはい、ごちそうさま」


　心配して損した、と肩かたをすくめ、倉田はその場を離はなれていく。


「む……、倉田はどうしたのだ？　急に態度を変えて」


「えーと、それもちょっと説明しにくい、かな」


「しかし気になるではないか。キミがわかるならば教えて欲しいものだが」


「あー、まあ、その、ね……」


　ＵＧＮがらみで玖郎と陽菜が共にいる時間が多いせいで、勘かん違ちがいされているのだ──とは教室で話すわけにはいかない。ついでに言えば、陽菜は〝高校生の人間関係〟には疎うといために、理解させられる自信がない。


　困った玖郎がうなり声を上げていると──。


「はーい、ホームルーム始めるよー！　玖郎、陽菜ちゃん、話なら後でしてねー！」


　高い声が教室内に響ひびいた。


　入ってきたのは小こ柄がらな女性教師だ。大きな目と丸い顔、一直線に切ってしまった前まえ髪がみが幼さを強調し、ともすれば中学生に見える。教師らしい、落ち着いた私服を着ているのでかろうじて生徒に紛まぎれることはないが。


　彼女の名は一いちノの瀬せ智雪。玖郎の実の姉であり、担任教師でもある。


「だいたい玖郎は最近陽菜ちゃんに構い過ぎなのよう。もうちょっとお姉ちゃんの相手もしてほしいのに」


　わざとらしく体をくねらせる智雪。ドッと教室に笑いの華はなが咲さく。


　苦笑いを浮かべつつ、玖郎はあえて黙だまっていた。玖郎ネタでウケを取り、自分の話を聞かせる態勢にするのは智雪の常じよう套とう手しゆ段だんだ。


　思った通り、笑いが収まるのを見計らって智雪は手を叩いた。


「はーい。じゃあお話の邪じや魔まをしないために、ホームルームはちゃっちゃと終わらせるよ。えーと伝達事じ項こうがひとつ──」


　と、智雪が事務口調になったその時。音を立てて教室前の扉とびらが開かれる。


　教室全員の視線を集めたそこにいたのは──ひとりの、紳しん士しだった。


　チャコールグレーのシングルスーツに赤いシャツ、ベージュのネクタイには金糸で歯車の意い匠しようが刻まれていた。コートを手に持ち、目深にかぶった帽ぼう子しで表情は見えない。


　口元に浮かべた笑みだけが印象的だ。


「……あ、あなたは？」


　全員の気持ちを代表して、智雪が疑問を発する。


「おっと、これは失礼」


　紳士は肩をすくめると、ゆっくりと帽子を取る。その下から現れた顔を見て──。


「い、一誠さん!?」


　玖郎は思わず驚おどろきの声を上げる。


　それは確かに立科一誠その人だ。だがその様相は山小屋にいたときとは一変していた。服装だけではない。髪かみは後ろになでつけられ、髭ひげはきちんと形を整えてある。愛あい嬌きようのある笑みを浮かべるその立ち姿は、まるでベテラン俳優のようだ。


　しかし陽菜はきょとんと玖郎に問うた。


「む、玖郎は気が付いていなかったのか？」


「いや、だって全然違ちがうから……」


「え、玖郎と陽菜ちゃんの知り合い？」


　ふたりの会話を聞き、智雪が問う。


「玖郎くんとは、昨日会いましてね」


　一誠はそう答え、智雪に優ゆう雅がな一礼をする。


「自己紹しよう介かいが遅おくれました。このクラスの汐見陽菜の保護者である、立科一誠と申します」


「え!?　は、陽菜ちゃんの!?」


「ええ、親代わりみたいなものです。お世話になっている先生には一度ご挨あい拶さつをせねばと思いまして。……しかし先生がこんなにチャーミングな方だったとは」


「い、今、なんて!?」


「チャーミングだと。そうと知っていればもっと早く来たものを。この半年間、惜おしいことをしました」


「──!!」


　花が咲いた。玖郎はそう思った。


　智雪の目が輝かがやき、ほころぶように笑顔が生まれ、頰ほおが紅潮する。


「ね、ね、玖郎！　すごい！　あたし今褒ほめられた！」


「褒めますとも。むしろ何も言わぬ方が罪だと思いますがね」


「うわ！　そんなことまで！　照れちゃう、照れちゃいますよ！」


　うれしいオーラをさんざんに発生させつつ受け答えする智雪。さらに調子よく言葉を重ねる一誠。ふたりのやりとりは終わることなく続く。


「……なあ、玖郎。アレは何なんだ？」


　後ろの席からやってきた倉田がこっそりと玖郎に問う。視線の先では相変わらず一誠が智雪を褒めちぎっている。玖郎は苦笑いで答えた。


「あー、実は姉ちゃん。ああいう褒められた方したこと、ほとんど無いんだ」


「え？」


「あの外見だから。一応コンプレックスあるんだよ。今みたいに真っ正面から言われたこと、ないんじゃないかなあ」


「ひょっとして……、浮かれてるのか、アレ」


「そうだね。それが一番的確な言葉だと思う」


　やれやれと呆れた笑えみを浮かべつつ、玖郎はつぶやいた。


「でも、なんで一誠さんが来たんだろう？」


「私が話したから、だろうな。多分」


　答えは隣の陽菜から返ってきた。


「どういうこと？」


「昨日、クラスの担任が玖郎の姉上だと話したら大層興味を持ったらしくてな。是ぜ非ひ話を聞きたいと」


「……え？」


　玖郎の脳裏に山小屋の一言がよぎる。そしてそれを繰くり返かえすかのように倉田が言った。


「つまり汐見の親父おやじさんは、娘むすめに接近中の男の正体を知るために来たってことか」


「え、それは──」


　変な焦しよう燥そう感かんにかられつつ、玖郎は智雪と一誠のやりとりに目を戻もどす。すると──。


「どうでしょう？　今まで来られなかった分、いろいろお話を聞いてみたいと思っているのですが。なんでも陽菜は先生の弟さんと仲良くさせてもらっているとか」


「そうなんですよ！　あたしが家で放っておかれっぱなしになるくらい！」


「おお、そこのところもお聞かせ願えますか？……おっと失礼。まだホームルーム中でしたか。焦あせるあまり早く来すぎてしまったようです」


「あ、いいんです！　どうせ大したことやらないんで。じゃあ応接室取りますから──」


　とんとん拍びよう子しで話が進んでいた。


「ちょ、ちょっと姉ちゃん、ホームルームは……？」


「あ、みんな気をつけて帰ってね。ホームルームこれで終わりにするから。挨拶はいらないよ。はぁい、じゃあ立科さん行きましょうかぁ？」


「一誠と呼んでください。……では学生諸君、お邪魔したね。陽菜をよろしく頼たのむよ」


　そう言って一誠は帽子をあげると、智雪とふたり連れだって外へと出て行く。


　生徒たちはあっけにとられ、誰だれひとりとして言葉を発しない。廊ろう下かからは一誠たちの談笑が聞こえてくる。……やがて、玖郎の隣に立ち尽つくしていた倉田が口を開いた。


「こう、いろいろと言いたいことはあるんだけどさ」


「うん……」


「なんであの人、わざわざ教室まで来たんだ？」


「僕に、わかるわけないよ……」
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　チリひとつ落ちていない畳たたみが敷しき詰つめられ、障子で区切られた和室。


　日本人ならば誰もが落ち着ける空間の中、玖郎は座布団の上でひとり苦い顔をしていた。


「はっはっは、それはまたあの人らしい」


　玖郎の正面に座っているのは、単ひとえの着物を着こなしている和装の青年。二十代半ばのはずだが、瘦やせすぎているために老人のようにも見える。だがその眼鏡めがねの奥に光る鋭するどい眼光は、彼がただ者ではないことを示していた。


　青年の名は朱しゆ弦げん院いん景かげ国くに。玖郎たちが所属するＵＧＮ風峰市支部の支部長であり、彼らを統とう括かつする責任者である。まだオーヴァードとして覚かく醒せいしてから間もない玖郎は、放課後になるとこの支部を訪おとずれ、訓練や学習にいそしむのが日課となっていた。


　今は陽菜と共に、先程の一誠の奇き行こうを報告したところだ。


「支部長は一誠さんのことを知っているんですか？」


「知っていますよ。一誠さんはある意味で有名人ですからね」


「有名人？」


　同じ単語を繰り返す玖郎に、景国は笑いをおさめて答える。


「もう十数年前になりますか。ＵＧＮにはひとつのチームがあったのです。特とく殊しゆなジャームを狩かることを目的としたチーム……、今で言う対〝輪廻アルマ〟チームですね」


「今で言うって、どういう意味ですか？」


「〝輪廻〟と名付けられる前からチームは存在していたのですよ。〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟という名前が付いたのも、一誠さんたちがヤツらを解かい析せきした結果です」


「そうだったんですか……」


　感心する玖郎。景国は両手で茶ちや碗わんを持ち、続ける。


「その対〝輪廻〟チーム──〝マキナ〟の時代からよく言われていました。一誠さんは目立ちたがり屋なのだと」


「え……？」


「おそらく、陽菜くんの周囲の人間に自分をアピールしたかったのでしょう。そのためにわざわざ身なりまで整えて。まったく、あの人らしい」


　くつくつと笑う景国。玖郎の隣となりで黙って腕うでを組んでいた陽菜が大きくうなずいた。


「なるほど。共感はできないが、理解はできる。確かに一誠は人を驚かしたり笑わせたりするのが好きだった」


「ひ、人ひと騒さわがせな……」


　渋しぶい顔でうめく玖郎。景国はしばらく静かに笑った後、改めて言った。


「ちなみに一誠さんは、大きな功績のある人物なのですよ」


「そう、なんですか？」


「ええ。〝輪廻アルマ〟との戦せん闘とう回数は数知れず。〝輪廻〟の不死性を解き明かし、またその対処方法を見付けたのも一誠さんです。ＵＧＮの持つ〝輪廻〟の情報はほぼあの人が集めたと言っても過言ではないでしょう」


　お茶を両手に持ち、景国は続ける。


「極めつけは機き械かい槍そう〝デウス・エクス・マキナ〟の開発です。これにより、ＵＧＮはようやく〝輪廻〟に対たい抗こうする力を得たのですから。……槍の名前に壊かい滅めつしたチームの名前をつけたのは、一誠さんの思いが込められているのでしょうね」


「壊滅……」


「〝マキナ〟は一誠さんを残して全ぜん滅めつしたのです。何も知らぬまま〝輪廻〟と戦い続けた代だい償しようとも言えます」


　陽菜と同じことを説明し、景国は一口茶を含ふくむ。


「ともあれ、そんな人ですから引退すると決まった時には多くの人が引き留めました。当時の日本支部長も、『前線に出なくてもよいので、残ってくれないか』と言ったそうです。しかし一誠さんはそのすべてを拒きよ否ひし、誰もいない場所で暮らすことを望みました」


「あの、なんで一誠さんは引退を……？」


「肉体に蓄ちく積せきされたダメージが、限界を超こしてしまったのです。〝輪廻〟と戦い、切り札を開発し、そして後こう継けい者しやを育てる。走り続けてきたツケが回ってきてしまったのですね。一誠さんの肉体は《リザレクト》でも回復しきらないほどに疲ひ労ろうしているのです」


「そこまで……」


　玖郎は息を[image: ]のんだ。


　オーヴァードの体内に巣くうレネゲイドは、母体であるオーヴァードをそう簡単には殺さない。そのひとつが《リザレクト》、オーヴァード全員が持つ超ちよう再生能力だ。これが効果を発揮すれば致ち命めい傷しようと思われる傷からも、数秒で立ち直ることができる。ただしレネゲイドの状態によっては発動しない可能性があるのだが。


「レネゲイドの侵しん蝕しよくも、危険域になっていたはずだ」


　景国の話を継ついだのは陽菜だった。


「侵蝕率が高いまま連戦をこなし、なかなか下がらないようになったと言っていた。あのまま戦い続けていたら、あと数戦で一誠は暴走し、理性を失っていたとも聞いた」


　オーヴァードの力は無制限に使用できるモノではない。使えば使うほどレネゲイドは活性化し、オーヴァードの理性を奪うばってゆく。そしてオーヴァードが耐たえきれなくなった時、彼の理性は消え失うせ、そこに残るのはヒトとは違う理り屈くつで動く化け物だ。


　それをＵＧＮではジャームと呼ぶ。イギリスで戦った〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟もまたジャームの一体である。彼もまた、〝輪廻〟に取とり憑つかれる前は人間であったのだ。


「だから──」


　話を頭の中で嚙かみ砕くだきながら、玖郎は言う。


「陽菜は一誠さんを引っ張り出すのに抵てい抗こうしていたの？」


「その通りだ。今の状態を知っているわけではないのでな」


「今は──少し落ち着いているようですよ」


　景国は静かに微笑ほほえんでそう答える。


「昨晩簡単な検査をしました。今すぐどうにかなる体ではありません」


「それは…………よかった」


　心底ほっとしたという様子で陽菜はひとつ息をつく。景国は笑みを返し、さらに続けた。


「手際の良さも健在です。昨日の内に機械槍のオーバーホールに関して、ほぼすべての工程表を作っていきました。ウチの整備班がずいぶんこづかれていましたよ。ぬるい仕事をするな、とね」


「一誠らしい話だな。槍はどうなる？」


「一誠さんの言葉通り、残り三日で機械槍の整備は終わらせましょう。風峰市を預かる支部長として、それはお約束します」


「了りよう解かいだ。……それまでイギリスのＵＧＮには負担を強しいるな」


「それなのですが」


　景国の言葉のトーンがぐっと下がる。優しげな笑みが消え、声に真しん剣けんさが宿った。


「状じよう況きようが変わりました。イギリスに行く必要はなさそうです」


「……どういうことですか？」


「今日早朝の情報です。〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟は──日本に上陸したと」


「──っ！」


　驚おどろきに硬こう直ちよくする玖郎と陽菜に、景国は淡たん々たんと続ける。


「発見したのは空港付近。おそらくイギリスからの飛行機に紛まぎれていたのでしょう。話に聞く擬ぎ態たい能力であれば、それは容易たやすい」


「ど、どうして日本に!?」


「…………目的は玖郎か……！」


「おそらくは」


　和装の青年はひとつため息をつく。


「〝輪廻アルマ〟と〝輪廻〟は食い合う運命にあると言います。〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟はイギリスでの戦いで玖郎くんの存在を知った。今度は逆に、向こうがこちらを食いに来たというわけです。予想よりもずっと感知能力に長たけていたようですね」


「そんな……」


「とは言え、ＵＧＮも全力で〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を追っています。空港からここまで、すんなりと移動させはしません」


　そうして景国は改めて玖郎と視線を合わせる。


「報告は随ずい時じします。油断の無いよう、注意してください」


「わ、わかりました」


「陽菜くん、玖郎くんをよろしく頼みます」


「了解した」





　　　　＊　　＊　　＊




　寒風吹ふきすさぶ中、ふたつの足音が響ひびく。


　景国の自宅──ＵＧＮの支部を出たら、すでに夜のとばりが空を覆おおっていた。玖郎と陽菜は白い息を吐はき出しつつ、自宅への近道である公園を歩く。


　ふたりには緊きん張ちようの色が見て取れる。先程景国から聞かされた話が脳裏を渦うず巻まいていた。


「まさか、日本まで追ってくるなんて……」


「予想外だったな」


　玖郎のつぶやきに陽菜がうなずく。少女は難しい顔になりつつ首を振ふった。


「機械槍はまだ修理中だ。事実上、私の戦力は半分以下ということになる」


「よりによって、こんなタイミングで来るなんて」


「こうなると、返す返すもあの時とどめを刺さし損そこねたことが悔くやまれる」


「でも、より悪いタイミングで槍がトラブルを起こすよりはマシだよ」


「うむ……。どちらにしても私の力不足だな。使い手である以上、槍の状態は常に把は握あくしなければならぬ。今度からは整備についても勉強しなければな」


「え……、陽菜が……、勉強……？」


　思わず玖郎はうめき声をあげた。この半年、学校で陽菜の成績は見てきたが……。


「何か言いたいことがある、という顔だな。玖郎」


「──あ！　いや！　な、なんでもないよ。ははは……」


　慌あわてて取り繕つくろう。


　幼少期からＵＧＮで育てられてきた陽菜は、まともに学校に行ったことがない。腰こしを据すえて学業を修めたこともないはずだ。そんな彼女の成績は惨さん憺たんたるモノだ。


「まあ、でも、陽菜なら──」


　やる気になればなんとかなるのかもしれない、と玖郎は思う。この少女の意志力は本物だ。こうと決めたら必ずそれを達成する。それを玖郎は何度も見てきた。


　気き恥はずかしさが先に立ち、口にするのははばかられたが。


「ともあれ、今は目の前のことだ。なに、〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟がいかに厄やつ介かいなジャームであったとしても、そう簡単にこの街までは来られまい。それに──」


　そう言って陽菜はにっ、と笑う。


「今は我々が常時キミを守れる態勢だからな」


「……そうだね。今はお隣となりさん、だもんね」


　少しの笑えみを返し、玖郎は目の前のマンションを見つめる。玖郎と──そして陽菜、アシュリーが住むマンションを。


　数か月前の戦いの後、風峰市支部長朱弦院景国はひとつの命令を下した。それが玖郎の住むマンションの隣部屋を借り、そこに陽菜とアシュリーを住まわせることだ。


　理由は三つある。ひとつはどんな時間帯でも最速で玖郎の元に駆かけつけられる態勢を作ること。玖郎を狙ねらって他の〝輪廻アルマ〟持ちがやってくる可能性が高まったためだ。


　もうひとつは──玖郎そのものの監かん視しである。前の事件の最後、玖郎は景国の命令に背いて行動した。結果としてその行動はアシュリーの命を助けることにつながったわけだが、命令無視は命令無視。〝輪廻〟持ちである玖郎がそういった行動に出たことは、問題視され、監視を強化することとなったのだ。なお、マンションの上下階もＵＧＮが押さえていると景国は玖郎に話していた。


　最後の理由は、アシュリーの処しよ遇ぐうであった。玖郎の従者たるアシュリーは、玖郎の側そばでなくてはその存在を保てない。具体的には十日に一回ほどのサイクルで玖郎の血液を摂せつ取しゆする必要があるのだ。とはいえ、玖郎と共に住むわけにはいかない。玖郎の姉、智雪はオーヴァードのことを何も知らず、アシュリーのことを説明できないからだ。


　以上の理由から、陽菜とアシュリーは二か月前から玖郎の隣部屋に移り住んでいる。


「さて、アシュリーに事情を説明しておかないとな」


「うん、そうだね。必ず協力が必要になるし」


　そう言って玄げん関かんホールをくぐり、ふたりそろってエレベーターに乗る。三階のボタンを押して数秒。鉄の箱は目的地へとたどり着く。一歩を踏ふみ出したところで玖郎は言った。


「あ、そういえば今日は夕飯どうする？」


「む……」


「こんな時間になっちゃったし、そろそろ姉ちゃんも帰ってくるから。できればアシュリーの手を借りたいんだけど、どうかな」


　これもまた、二か月前からできた習慣だ。


　玖郎がアシュリーの手を借りて、四人分の食事を作る。主にＵＧＮの事情で忙いそがしく、食事の用意に手が回らない時にとる手段だ。食事は分量を多く作るよりも品数を増やす方に手間がかかる。ならば二人がかりで同じメニュー四人分を作ってしまった方が手っ取り早い、というわけだ。


　なお、陽菜はまったく家事ができないのでこの作戦には参加できないわけだが。


「うむ、正直世話になりすぎとは思うのだが……。しかし先週はイギリス行きなどもあって機会もなかったしな。その、玖郎さえよければ是ぜ非ひにお願いしたいところだが……」


　奥歯に物を挟はさみながらも、賛成の意を表明する陽菜。玖郎はくすりと笑って答える。


「こっちも助かってるから。一いつ緒しよに作るよ」


「そうか！　それはなによりだ！　キミの料理は、なんというか安心するのだ」


　うんうんと、陽菜は何度も笑顔でうなずく。これだけストレートに喜んでもらえると、こちらとしてもうれしくなる。


「じゃあまず食材を確かく認にんするから、そうしたらアシュリーと──」


「ああ、わかって──」


　ふたりは同時に口にしかけた言葉を止め、足を止めた。さらに同じ動きで首を動かす。


　視線が向けられたのは部屋の扉とびら。陽菜とアシュリーの住む部屋の扉だ。


　別段、扉に何か異変はない。だが──。


「はっはっは、やりますな！　しかしこちらのコレクションもまだ尽つきてませんぞ！」


「うーっふっふっふ。そちらこそさすがですねえ。しかしあたしも負けませんよお」


　扉の向こうからかすかに聞こえてくるのは、ふたりがよく知る声だった。


「姉ちゃんと──」


「一誠の声だな」


　玖郎の言葉に陽菜が同意する。確かに廊ろう下かまで漏もれ出ている話し声は、智雪と一誠のものだ。教室を去ったあの時と同じ……いや、それ以上のテンションで会話を続けている。


「な、なんで、陽菜たちの部屋から？」


「いや私にも想像がつかない」


　顔を見合わせるふたり。と、再び扉の向こうから声が漏れ出る。


「では、第四回戦と参りますか」


「次はあたしが先せん攻こうでいいですね？」


「ええ。……ギブアップと言わせたら勝ちです」


「ここまですべて引き分け。今度こそ、一誠さんの口から降こう伏ふくの言葉を絞しぼり出しますよ」


「同じセリフをお返ししよう。次の一手で貴女を必ず屈くつ服ぷくさせる」


　妙みように気き迫はくのこもったセリフをやりとりするふたり。玖郎と陽菜は互たがいに顔を見合わせた。


「……何か、様子が変じゃない？」


「踏み込むぞ。いいな、玖郎」


「う、うん」


　言うが早いか、陽菜が鍵かぎを取り出し、錠じようを外す。玖郎と目をあわせ、タイミングを確認すると、勢いよく扉を開け放った。すかさず室内へと侵しん入にゆうし、リビングへと踏み込む。


「そこまでだ！　一体何を──」


　している、と言いかけて陽菜が硬直した。


　二秒遅おくれて玖郎が追いつき、少女の肩かた越ごしにリビング内へと目を向ければ──。


「な、なにこれっ！」


　玖郎は思わず叫さけんだ。


　それは──宴うたげの風景だった。


　テーブルの上に載っているのは酒とグラス、それからいくつかの小皿料理。どれも酒に合いそうなものだ。もうすでに空のボトルが転がっている。


　席に着いているのは一誠と智雪。ほんのりと顔に赤みが差している。その横にはアシュリーが控ひかえていた。考えるまでもなく、小皿料理は彼女の手によるものだろう。


　しかし、玖郎の目を奪うばったのはそれらではない。問題は、テーブルの中心に積まれた写真の数々。古び、色あせたそれらに写りこんでいるのは子供だ。満面の笑みを浮うかべながらザリガニを掲かかげているそれは──。


「僕の写真じゃないか！」


　そう、幼いころの玖郎だ。


「私のも混ざっている……」


　陽菜も呆ぼう然ぜんとうめく。見れば確かに玖郎ではない子供を写した写真も多数見受けられた。


「あ、おかえりー」


「おう陽菜。邪じや魔ましてるぞ」


　そして平然と出で迎むかえる大人ふたり。玖郎はいぶかしげに問うた。


「一体、ここで何を……？」


「いやー、学校の面談室で一誠さんと話してたんだけど、盛り上がっちゃってねー」


「互いに、このまま帰るのはもったいないという話になったわけだ」


「盛り上がったって……」


「だって！」


　叫ぶと共に、智雪が一誠を指さす。


「一誠さん、玖郎よりも陽菜ちゃんの方がかわいいって聞かないんだもの！」


「当然。あの子の歴史を知っていれば、誰だれでもそう思う」


「いいや、ウチの玖郎だって……！」


「え──？」


　玖郎の視界がくらむ。


「あの、もしかして、それでわざわざここに……？」


「そう。これは雌し雄ゆうを決せねばと思ってな。ふたりで話してルールを決めたのだ」




[image: ]


「交こう互ごに写真を見せ合って、相手からかわいいと言わせたら勝ち！」


「付ふ随ずいするエピソードは簡単な説明のみ。正々堂々の勝負なのだ」


　胸を張って宣言する智雪と一誠。今度こそ、本当に玖郎の視界がくらむ。その横では陽菜がたたらを踏んでいた。だが、盛り上がっている大人ふたりは気にしない。


「というわけで、本人が帰ってきたところで決戦ですよ！」


「受けて立とう。存分に披ひ露ろうするがいい」


「では次の一枚！　迷子の玖郎！」


「くっ、これは……！」


　智雪は新しい写真を懐ふところから取り出し、テーブルに叩たたきつける。写真の向こうでは浴衣ゆかたの玖郎がべそをかき、上うわ目め遣づかいにこちらを見あげていた。片手は隣の誰かの裾すそをしっかと握にぎっている。背景に写り込んでいるのは屋台の光だろうか。


「なんという写真だ……。玖郎くんを中心としつつ、祭りであるという前提を忘れていない。適切に他の人間を入れ込むことで、〝集団の中で孤こ立りつしている子供〟を強調している。さらに秀しゆう逸いつなのは、おそらく母親であろうこの人物の顔を写さなかったこと！　この人物の表情が見えないことで、玖郎くんとの関係性が想像できない。それによって玖郎くんが保護されたかどうかの確証が取れず、ただ誰かにすがっている事実だけを突つきつけられる。


肝かん心じんの表情も秀逸。男の子らしい強がりと、素直な不安が同時に現れている。これは──心配せざるを得ない！」


「ふふ、一目でそこまで見破るとは……さすがですね」


「泣き顔の子供を、構図ひとつでここまで際きわ立だたせるとは……」


「玖郎がいい顔をするからですよ。ちなみに同じ表情を見たくて、次の年はわざとこの子を迷子にさせました」


「むう……、罪深いが納なつ得とくの理由だ」


　思わずそうつぶやいたのは──陽菜だった。


「ちょ、陽菜！　納得しないでよ！　というか姉ちゃん！　あの時急に姿を消したのはそんな理由だったの!?」


「ゴメンね♪」


「笑ってごまかさないでよ！」


「ま、今はそれはいいから」


「いいの!?」


「というわけで、一誠さん！　どう!?」


　期待に満ちた視線で一誠を見やる智雪。一誠は中ちゆう腰ごしのままぶるぶると震ふるえていたが──おもむろにテーブルに手を突き、顔を上げる。その口元にはやりきった男の笑み。


「ま、まさか！　耐たえたというのっ!?」


「ふ、はは、後半歩、後半歩だったな。次の写真が頭に無ければ耐えられなかった……」


　どうやら一誠がすれすれのところで耐えしのいだらしい。……ふたり以外にはどういう勝負なのかもさっぱりわからないが。


「ではこちらの番だ！　くらえ！　〝初めての訓練〟！」


「こ、これは──！」


　智雪が目を見張る。玖郎も同じく息を[image: ]のんだ。


　そこには──太陽があった。


　ファインダー越ごしに満面の笑えみを浮かべるのは五、六歳さい時の陽菜。子供らしい、一点の曇くもりもない、純じゆん粋すいな笑顔だ。メダルを両手に持ち、誇ほこらしげにこちらへと向けているところがさらにほほえましい。


　誰でもつられて微笑ほほえんでしまう。胸に温かいものが広がる。そういう写真だった。


「シンプルイズベスト。子供の魅み力りよくはやはり笑顔。……でしょう、智雪さん」


「うぐ……！」


　勝ち誇った様子で一誠は智雪を見つめる。


「これは、一体何の……」


「懐なつかしい。初めて訓練の結果で褒ほめてもらった時のものだな」


　苦くるし紛まぎれのつぶやきに答えたのは陽菜だった。


「何度やっても失敗した訓練にようやく成功してな。その時に一誠が手作りのメダルをくれたのだ。昨日山小屋で発見して、懐かしさに浸ひたってしまった」


「そういうことです。くく、さあ言うがいい。その言葉を！」


「う、うう……」


　悪役同然の口調で智雪に迫せまる一誠。しかし智雪が敢かん然ぜんと首を横に振ふる。


「い、言わないわ。あたしの負けは玖郎の負けだもの！」


「……いや、姉ちゃん。そんなこと無いから。僕は全然気にしないから」


　玖郎の冷静なツッコミも、テンションの上がった今の姉には通用しない。


　智雪は戦意のこもったいい笑顔で一誠を睨にらみ付ける。


「ふう、これで五回戦も引き分けのようですね」


「そのようで。ふふ、互いの力量は互ご角かく。勝負はここからでしょうな」


「こうなれば切り札、〝恥はずかしい写真〟シリーズを使うしかない……！」


「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　名前だけでもうイヤな予感しかしないんだけど！」


　慌あわてて玖郎が止めに入る。だが智雪は真しん剣けんそのものの表情でこう答えた。


「お姉ちゃんのためよ。玖郎、犠ぎ牲せいになって」


「なれないよ！……陽菜！　陽菜も止めて！」


　玖郎は助けを求めて陽菜へと叫ぶ。だが──。


「一誠、玖郎はああ言っているのだが」


「陽菜。オレは昔『やりかけたことは最後までやれ』って言ったな？　今がその時だ」


「しかし、玖郎は止やめて欲しそうだぞ」


「だが陽菜。お前も玖郎くんの昔の姿を見たくはないか？　オレは見たいぞ」


「む……、それは……」


「ま、立ちっぱなしもなんだ。とりあえず座れ。食事してないだろう？　料理は余ってるから遠えん慮りよするな。ほら、これも飲め」


「むう……」


　陽菜は首をひねりつつも席につき、勧すすめられるまま寿す司しに手を伸のばす。横に置かれたグラスを一息に飲み干し──そのまま糸が切れた人形のように倒たおれ込んだ。


　一誠が柔やわらかくその体を受け止める。


「は、陽菜っ!?」


「おおっと、これはしまった。間ま違ちがって酒をついでしまった。この子が弱いことは知っているというのに」


　棒読みでセリフを述べつつ、額を叩く一誠。顔にはしてやったりの笑みを浮かべている。推測するまでもなく、わざとだ。


「悪い人ですねー。ダメですよー。立場上注意しなきゃいけないんですから」


「いやいや、これは失敬。以後気をつけますわい」


　たしなめる智雪にも、一誠と同種の笑みが貼はり付いていた。


「こ、このふたりは……！」


　手際のよさに驚おどろきつつ、玖郎は次なる味方を探して背後を向く。視線の先には静かにたたずむメイド姿の少女。


「アシュリー！　キミもあのふたりを止めてよ！」


「残念ですがクロウ、その命令はきけません」


「な、なんで!?」


　あっさりと返ってきた否定の言葉に玖郎がたじろぐ。アシュリーは淡たん々たんと理由を述べた。


「ワタシも続きが見たいからです」


「え……？」


「こんな情報はいつ手に入るか分かりません。彼らの提供する情報は貴重です」


「アシュリー……」


　眉まゆひとつ動かさずにそう言ってのけるアシュリーに、玖郎がたじろぐ。眼帯の少女はあしからず、とばかりに小さな会え釈しやくをすると再び口を閉ざした。


　再び背後から姉の声がかかる。


「ほーら玖郎！　そんなところで突っ立ってないで、あんたも座りなさい！」


「そうだ、玖郎くんも食事をしていないのだろう？」


「く……、いや、それは……」


　先程の陽菜の件がある。座ってしまえば否いやが応でもあのふたりのペースに巻きこまれるだろう。……理り屈くつと言うより直感で、玖郎は抵てい抗こう感を示す。


　だがしかし。少年にとどめを刺さしたのは意外な一いち撃げきだった。


「くろう……？　くろう！」


　玖郎の名前を聞き、バネ仕じ掛かけのように陽菜が飛び起きる。


「は、陽菜？」


「おやおや……」


「これは……」


　一誠と智雪も驚きの目で見る中、陽菜はすっくと立ち上がる。目がすわり、鼻息が荒あらく、顔の赤みが引いてない。少女はおぼつかない足取りで玖郎の目の前まで行くと、ビシリと鼻先に指を突きつけた。


「くろう！　キミにはぁ、いいたいことがある！」


　微び妙みようにろれつが回っていない。


「い、言いたいことって……？」


「キミは、いろいろかんがえすぎなのだ！　いろいろいろいろ！　いろりろ！」


「そう、言われても……」


　もぞもぞと答える玖郎に、陽菜の眉が寄る。


「むぅ、ずがたかいな……」


「えぇっ!?」


「どうもこうもない！　ちょっとそこにすわるのだ！　ほら、せいざ！」


　床ゆかを指さし、正座正座と繰くり返かえす陽菜。仕方なく玖郎は言われたとおりに腰こしを下ろす。


「ほら、座ったよ」


「ん、よし、では……」


　すると、陽菜はすとんと座り込み、玖郎に向かって倒れ込んだ。小さな頭が玖郎の膝ひざの上にちょうど乗っかり、陽の光を透すかしたような茶色の髪かみが広がる。


「うわっ、は、陽菜！」


「こら！　うごくな！」


　慌てて立ち上がろうとする玖郎を陽菜が一言でとどめる。跳はね上がった動どう悸きを知覚しつつ、困こん惑わくの顔で玖郎が硬こう直ちよくしていると、やがて少女から規則正しい寝ね息いきが聞こえてきた。


「あの、ちょっと……、陽菜？」


「熟じゆく睡すいしてますね。そう簡単には起きないでしょう」


　頰ほおをつつき、アシュリーがそう報告する。


「──ってアシュリー、キミは何を……」


　メイド姿の少女は玖郎の真横に座り、彼の袖そでの端はしを握にぎっている。


「特に理由はありません」


「いや、でも……」


「クロウはそのままで」


「は、はい……」


　言葉に含ふくまれた謎なぞの圧力に逆らえない玖郎。


「おー、玖郎愛されてるねー」


「うむうむ、甘酸っぱい甘酸っぱい」


　ふたりの大人は玖郎たち三人に目を細め、うなずき合う。


「しかしまさか陽菜がここまで懐くとは。正直驚いた」


「ふふふ、妬やけます？」


「そりゃあ、親代わりとしては当然。しかし事実は事実として受け入れねば」


「おおー。一誠さん、器うつわ広いですね」


「いやいや言われるほどでは無いですわい。すぐにふたりの仲を認められない自分もいますからな。まだまだチェックをさせてもらわんと」


　玖郎のことなど気にかけず、てんで勝手なことを話し合う一誠と智雪。


　ふたりは上じよう機き嫌げんで杯さかずきを打ち鳴らす。


「さあて、飲み直しますか！　今度は写真ではなく、実物を肴さかなにして！」


「じゃあ次のお題は、『陽菜ちゃんが転校してきた時の反応』ってことでどうですか！」


「おお、是ぜ非ひ。事細かにお聞かせ願いたい。一挙手一投足、すべてを」


「お任せあれー。ええと、あれはですね──」


　玖郎はあきらめの混じったため息をひとつついた。


　宴うたげは──とうてい終わりそうに無かった。




Phase2　仮面の裏




　大気に殺気が溶とけ出し、毒の刃やいばとなって全身に突つき刺さる。


　玖く郎ろうが最初に感じたのは恐おそれ。魂たましいの芯しんまで震ふるえるような恐きよう怖ふだった。


（なんだ、これ──！）


　思考が混こん濁だくする。わけもなく叫さけび出したくなる。全感覚がここから逃とう避ひしろと告げる。


（待って！）


　無む闇やみに走ろうとする自分に制止をかける。状じよう況きようがわからない。ついさっきまでは智ち雪ゆきや一いつ誠せいのバカ騒さわぎを見守っていたはずなのに──。


　玖郎は体に目を落とす。いつもの制服、いつもの体。左ひだり腕うでが変異したりもしていない。


　ついで玖郎は周囲を確認した。薄うす汚よごれたビルの壁かべには消されぬままに色あせた落書きが刻まれ、その上下をパイプが走っていた。どこかの路地裏だろうか。ビルとビルの隙すき間まに見える風景からすると風かざ峰みね市内のようだが──。


「何が、どうなって……」


　ビルに囲まれ、狭せまい夜空を仰あおいで玖郎は困惑の言葉を口にする。


（ねえ、そんな悩なやんでいる暇ひまあるの？）


　──と、どこからともなく響ひびく声。空気を震わせたのではなく、玖郎の心中に直接語りかける声だ。子供の声……だろうか。


（ほら、早くしないとさ）


「何を──」


（アレが来ちゃうよ。逃にげてるんでしょう？）


　玖郎の言葉をさえぎって、子供は言う。クスクスと笑みを漏もらしながら、面白そうに。


　同時に──全身が総毛立った。


「う……！」


　殺気の濃のう度どが跳ね上がる。万を超こえる剣けんに貫つらぬかれる自分を幻げん視しするほどに。呼吸の仕方が思い出せない。生きる力すべてが恐怖につぶされてゆく。


　コツ、コツ、コツ。


　路地の奥から足音が響く。イヤな予感を痛いほどに感じながら、玖郎は耐たえきれずそちらを振ふり向むいた。


　──それはあたかも死神であった。


　フードを目深にかぶった黒いコートは僧そう侶りよのローブを思わせる。片手に持つ大おお振ぶりのナイフは大鎌かまの代わりか。刃から滴したたる赤い血が、青い月光に浮うかび上がる。


　死神は言葉を発さず、ゆっくりと近づいてくる。だが、一歩ごとに密度を上げるその殺気が雄ゆう弁べんに語っていた。


　今から、お前を殺すのだと。


「う、あああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


　絶ぜつ叫きようして、逃げ出した。


　恥はじも外聞も、戦いのセオリーすらもない。背中を向けて全力疾しつ走そうする。戦うという選せん択たく肢しはほんのわずかにも考えなかった。


　玖郎は理解する。


　これは狩かりだ。向こうは狩人かりゆうど、こちらは獲え物もの。黙だまっていれば──待つのは死。


（ほら、急いで！　追ってくるよ！）


　子供の声が急せかす。言われるまでもない。玖郎は必死で四し肢しを動かし、その場を逃のがれる。


（あはは！　鬼おにごっこだ！　捕つかまったら首をはねられるよ！）


　声の正体を追つい及きゆうする気にもならない。今の玖郎を支配するのはただ恐怖のみ。


　……どこをどう走ったのだろう。


　気が付けば玖郎は別の路地裏で膝を押さえていた。鉛なまりのように疲ひ労ろうが全身にまとわりついている。酸素が足りず、頭に霞かすみがかかっているようだった。


「こ、ここは……」


　息を荒らげつつ、玖郎は周囲を見回す。死神の姿は無い。あの殺気も霧む散さんしている。


「よ、かった」


　玖郎が息をついた──その時。


（気を抜ぬいて、いいのかな）


　おちょくるような子供の声と──。


　頭上から風切り音が聞こえるのが同時だった。


「──！」


　とっさに横に跳とぶ玖郎。闇やみと一体化したかのようなナイフが少年のいた位置を両断した。


　玖郎の……左腕から血がしぶく。


「ぐあっ……！」


　転がりながら立ち上がり、少年は左腕を押さえる。縦に深々と入った傷から血があふれ、制服を染めていった。血と共に力が抜ける。恐怖がさらなる強さで玖郎を押おさえつける。自然と涙なみだがあふれてきた。


（あーあ、言ったのに。もう逃げられないよ）


　がっかりだなー、と子供の声が響く中、玖郎は死神と対たい峙じする。


　油断無くナイフを構え、近づく死神のフードをかすかに風が揺ゆらした。


　闇の向こうに見えたのは、骨と血を思わせる仮面──〝輪廻アルマ〟の仮面だ。


　目を見張る玖郎に、死神は矢のようにナイフを突き出し──。
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　そこで──目が、覚めた。


「え……？」


　路地裏の風景はどこにもない。見あげているのは自室の天てん井じよう、横たわっているのは自分のベッドだ。


「今、のは──」


　玖郎は身を起こし、首を巡めぐらせる。大して埋うまっていない本ほん棚だな。整理はされているがどこか味気ない机。置かれている時計は七時五分を指している。カーテンの隙間からは青空が顔を出し、ご丁てい寧ねいに小鳥の歌まで聞こえていた。ただし自分の体を包むのは寝ね間ま着きではなく制服だったが。


「夢……か？」


　呆ぼう然ぜんと玖郎はつぶやく。先程までの恐怖もすでに余よ韻いんがかすかに残るばかりだ。


「夢、か」


　同じ言葉を口にし、玖郎は思考を整理する。途と端たん、安あん堵ど感かんが胸中に広がった。


「あ～～～～～、心臓が飛び出るかと思った」


　盛大にため息をつき、首を振る。冷ひや汗あせがどっと噴ふき出て、Ｔシャツに染しみこんでいく。


　すると、ノックの後に扉とびらが開いた。


「クロウ、起きましたか？」


　顔をのぞかせたのはアシュリー。メイド姿の少女は玖郎の顔を見ると眉まゆをひそめた。


「何かありましたか？」


「……え？」


「顔色が優すぐれないようでしたので」


「あ、ああ、その……」


　玖郎は疲つかれた顔に笑えみを浮かべる。


「ちょっと夢見がひどくて。大だい丈じよう夫ぶ、なんでもないから」


「それならばいいのですが。──では」


　かすかな憂ゆう慮りよを残しつつ、一礼してアシュリーは扉を閉めようとする。


　それを──玖郎が止めた。


「あ、ちょっと待って」


「なんでしょう？」


「あのさ、変なことを聞くけど……、僕はどうやってこの部屋に戻もどってきたんだろう？」


　思い返しても記き憶おくが無い。あの身動き取れない状況で、一誠や智雪にいじられ、アシュリーの手を借りて食事は済ませた。……までは覚えているのだが、その後が判然としない。


「経けい緯いは置いておきますが、最終的にはクロウも酩めい酊てい状態になりまして」


「あ、ああ、そうなんだ……」


　悪い笑顔の一誠と智雪が脳のう裏りに浮かぶ。おそらくは昨日の記憶なのだろう。


「深夜二時を回った段階で、ほぼ意識が無い状態でした。というより、意識があったのはワタシとかろうじてイッセイのみ。チユキとクロウはワタシが肩かたを貸してこちらまで運びました。クロウは部屋の前で、『ここまででよい』とのことでしたので、後のことはわかりません」


「そ、そうだったんだ……。それでそのまま寝ちゃったのかな、僕」


「おそらくは」


　制服姿の自分を見下ろしてそう言う玖郎に、アシュリーが同意を返す。


「その後ワタシは自室に戻り、先程チユキの登校に合わせてこちらにやってきました」


「そっか……。わざわざ来てくれてありがとう。心配かけちゃったみたいで」


「それもありますが──、ここに来た理由は伝達事じ項こうを渡わたすためです」


「伝達事項？」


　目を瞬しばたたかせる玖郎に、アシュリーは淡たん々たんと事実を述べる。


「ハルナが体調を崩くずしました。本日の登校は取りやめるそうです」


「えっ!?」


　玖郎は驚おどろきの声を上げた。この半年、陽はる菜なが体調を崩したところなど見たことが無い。彼女はチルドレンだ。戦う環かん境きようを作るための訓練を受けているはずだが──。


「風か邪ぜのようです。昨日摂せつ取しゆしたアルコールと、睡すい眠みん体勢が原因と推測されます」


「あー……」


　その一言で玖郎は納なつ得とくしてしまった。昨日の、陽菜の行動を思い出して。


「あのさ、陽菜は昨日のこと、覚えてるの？」


「……いえ、記憶には残っていないようです」


「そっか……」


　安心したような、残念なような。複雑な吐と息いきを漏らす玖郎。


「なお、事態は支部長に伝えました。彼からの指示で、本日のクロウの護衛役はワタシが担当します。学校内には入れませんが、見張りは怠おこたりませんので安心を」


「うん、ありがとう。よろしく。……って、陽菜はひとりにして大だい丈じよう夫ぶなの？」


「イッセイが付いています。典型的な風邪ですので、任せておいて問題は無いかと」


「一誠さんが……」


　玖郎がつぶやくと、アシュリーが静かに頭をさげて言った。


「クロウ、差し出がましいようですがそろそろ登校の準備を始めないと遅ち刻こくします」


「あ！」


　いつの間にか時計の針は七時三十分まで進んでいた。リミットまで三十分を切っている。


「ちょ、ちょっと待ってて！　すぐに用意するから！」


　叫さけんで玖郎はベッドから跳はね起おきる。アシュリーは黙って一礼すると、部屋の扉を静かに閉めた。
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　昼休みの到とう来らいを告げるチャイムが学校中に鳴なり響ひびいた。学級委員の号令が終わると、待ちかねた生徒たちがそれぞれの休みを満まん喫きつするべく行動を開始する。


「玖郎ー、ちょっといいー？」


　智雪がわざわざ教室まで来たのはそんな時だ。入り口で手招きをしている。


　玖郎は弁当を開ける手を止め、珍めずらしく神しん妙みような顔をしている姉の元へと向かった。


「なに？　弁当にまずいものでも入ってた」


「ううん、お弁当はもう食べちゃったからいいの。それより……これ」


　智雪は玖郎の手に封ふう筒とうを一枚握にぎらせる。


「なにこれ？」


「…………お金」


　智雪は周りに聞こえないよう、声を抑えてそう答えた。いぶかしげに玖郎の眉が寄る。


「玖郎のお小こ遣づかいじゃないわよ。これで陽菜ちゃんに何か持っていって」


「……どうしたの、突とつ然ぜん」


「んー、まあ、ちょっとね」


　なぜか言葉を濁にごす智雪。いつでも単純明快なこの姉らしくない。


「昨日、一誠さんから陽菜ちゃんの話を聞いちゃったからね。こう、何かしてあげたくなってるのよ」


「陽菜の話？」


「んー、あたしの口からはちょっと言いにくい話」


　そう言って智雪は口をぐっと結ぶ。これ以上言うつもりはない、という意思表示だ。玖郎はさっさと追つい及きゆうを諦あきらめ、別の質問を飛ばす。


「でも、なんで僕が？」


「あたしが持っていくより、玖郎が持っていく方が陽菜ちゃんが喜ぶからよ」


　当然と言わんばかりに智雪は断言する。


「それに、玖郎だって陽菜ちゃんの様子気になるでしょ？」


「そりゃあ……」


「その口実とでも思っておけばいいから」


「……わかった」


　思うところはあったが、とりあえず玖郎はうなずいた。


「向こうで食事でも作るよ。……昨日夕飯作る約束をして、すっぽかしちゃったし」


「ん、そうしなさい」
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「──で、買った食材の量がこれですか」


「いや、つい、安売りしてたから……」


　冬の短い夕暮れの下、重みと体積で膨ふくらんだビニール袋ぶくろをふたつ揺ゆらしながら、玖郎はそう言い訳した。アシュリーの声が冷えているのは、未いまだ吹きすさぶ寒風のせいだろうか。


「安売りと言っても買いすぎでは？　どう見ても三日分はあります」


「ぼ、僕と姉ちゃんが食べれば、多分食べきれるよ」


　苦くるし紛まぎれに玖郎はそう答える。自じ慢まんにもならないが、智雪の食事摂取量は並みではない。あの小さな体で最低四人前は食べるのだ。


　ふと気が付いたようにアシュリーが言った。


「そう言えばクロウは最近食事量が増えましたね」


「う……」


「さすがにチユキほどではありませんが、二か月前の倍ほどになっています。……気が付きませんでしたか？」


「いや、まあ、気が付いてはいたけど……」


　ばつが悪そうな顔で玖郎は答える。


「体を動かすことが多くなったからかな。どうも食べたりない気がするんだ。姉ちゃんがよく食べるからそんなに気にしてなかったけど、おかしいかな」


「異常な量では無いと思いますが。急に変化していたので」


「ほ、ほら、左ひだり腕うでが変異するから、それでエネルギーを使っておなかが空すく、とか」


「そういう事例も報告されています。ですが、クロウの場合時系列が合いません」


　玖郎がオーヴァードになったのは半年前、飯を食うようになったのは二か月前だ。


「う……。ま、まだ成長期だからだよ……」


　玖郎の苦しい言い訳に、アシュリーは何も答えなかった。反論が無いというよりは、反論するのを諦めたのだろう。


　ふたりは無言で歩を進める。太陽はすでに体の大部分を地平線に隠かくし、空を闇やみに受け渡しつつあった。同じように家路を急ぐ人々をぼんやり眺ながめつつ、玖郎は息を吐はき出す。


「……何も、起きなかったね」


　アシュリーの赤い隻せき眼がんが玖郎に向けられる。疑問を呈ていするかのようなその視線に、玖郎は答えを追加する。


「〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟のことだよ。特にＵＧＮから連れん絡らくはなかったなって」


「そうですね」


「まだ、さすがにこの街には来てないのかな」


「捕ほ捉そくした、という連絡も来ていません。ですが油断は禁物です」


「うん、それは、そうなんだけど……なんていうかな」


「どうしたのですか？」


「なぜか、こう、緊きん張ちよう感かんが保てないんだよね」


「そうですか？」


「よくないことだとは思ってるんだけど、なぜか安心しちゃってるんだ。……まずい状じよう況きようなのにね」


　戦せん闘とう要員としての陽菜を欠き、敵の姿を見失っている。風峰市はこちらの縄なわ張ばりではあるが、逆に護まもらねばならないものも多い。決して状況はよくないはずだ。


「……数日ぶりとは言え、日常に戻ってきたからではないですか？」


「え？」


「ここにいることがクロウにとって、もっとも安らぐからでしょう。外で戦った後なのです。ゆるんでしまうのはある程度許容してもよいかと」


「そう、かな」


「はい。もっとも、ある程度で切きり替かえてもらわねば困りますが」


「そうだね。……うん、そこは頑がん張ばるよ。ありがとうアシュリー」


「お役に立てたのなら何よりです」


　アシュリーが静かに礼をする。ふたりはそのままマンションの入り口をくぐると、エレベーターのボタンを押した。
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「ばーかもの。またお前はそういうことを」


　扉とびらを開けると同時に聞こえてきたのは、呆あきれ混じりの一誠の声だった。


　マンションの玄げん関かんで靴くつも脱ぬがず、玖郎とアシュリーは顔を見合わせる。


「今のは？」


「ハルナの部屋からです。イッセイのセリフのようですが……」


　なんとはなしに小声でやりとりするふたり。そのままそーっと部屋の前へと近づいて行く。かすかに開いているドアの隙すき間まから見えるのは、ベッドに横たわった陽菜とその側そばに座った一誠の姿だ。


　陽菜の顔はまだ赤く、熱が引いていないように見受けられた。布ふ団とんの隙間から顔をのぞかせ、ばつが悪そうに一誠を見あげている。


「…………あんな陽菜、初めて見た……」


「同感です」


　玖郎のつぶやきにアシュリーは首を縦に振ふる。玖郎の思おもい描えがく陽菜は、常に胸を張り、笑顔を浮うかべる凜りん然ぜんとした少女だ。その彼女が──弱気になっていた。


「しかし、一誠……」


「しかしもかかしもねえ」


　一誠は腕うでを組み、もごもごと反論する陽菜を切って捨てる。


「『今すぐに戦えるようにしろ』だ？　寝ね言ごとも大たい概がいにしろ」


「だが、イギリスから〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟が玖郎を追いかけて上陸したという話は一誠も聞いたはずだ。今すぐに戦えるようになっておかねば────ひゃうっ！」


「だーから、それが間ま違ちがいだって言ってんだ」


「むぅ……」


　鼻を弾はじかれた陽菜が不満そうなうめき声を上げる。


「昔、繰くり返かえし繰り返し言っただろうが。自分の一番するべきことを間違えるな。そのために最大限の努力をしろ」


「だから、私は──」


「お前の今やることは、戦うことじゃないだろ」


　なおも言いつのろうとする陽菜に、強く事実を突つきつける一誠。


「今すぐに敵が来たとして、今のお前が出て行って何ができる。槍やりもない、能力も十全に発揮できない。そんなチルドレンは足手まといだ」


　聞いている陽菜がだんだんとうつむいてゆく。それを見ながら一誠は言った。


「お前の役目は回復だ。そんだけ考えろ」


「…………それは、そうなのだが……」


「焦あせる気持ちはわかるがな。……仲間が心配なんだろ？」


　しばしの間の後、陽菜は小さくうなずく。


「だったら余計に回復に専念しとけ。ちっと回復が遅おそくてもバタバタするな」


　やれやれと一誠はため息をつき、視線を近づける。むずかる子供に親がするように。


「お前の分は他がフォローしてくれる。ＵＧＮは懸けん命めいに敵を探している。玖郎くんとアシュリーちゃんだって、そう簡単にやられるタマじゃねえだろう。それに加えて──」


　親指で自分自身を指し、一誠は笑った。


「オレがいるだろう」


「え……？」


「お前の穴あな埋うめはオレがやってやる。安心して休んでおけ」


「しかし一誠は体が……！」


「ふん、ガタが来てる体だが、一回や二回でどうなるもんでもない。雑ざ魚こ〝輪廻アルマ〟くらい、あっさりと片付けてやる」


「雑魚って……」


「知性も残っていない。攻こう撃げきも単純にして、さしたるものでもない。ちょっと防ぼう御ぎよ能力と隠おん密みつ性に秀ひいでたくらいの個体だろ」


　あっさりとそう言ってのける一誠。陽菜は啞あ然ぜんとそれを見あげ、そして笑い始めた。


「ふ、ふふふ、アレを雑魚と言うのか、一誠は」


「当然だ。オレが現げん役えきのころにはもっとひっどい連中と戦ってたもんだ。一番衝しよう撃げきだったのは右腕そのものが巨きよ大だいな剣けんになっていたヤツだな。ヤツの腕が一いつ閃せんするたびに──」


「雲が切れたのだろう？　その話はもう何度も聞いた」


「……そうだったか？」


「覚えている限り五度目だ」


　笑い合うふたり。辛しん気きくさい空気はどこへともなく消えていた。


　ポン、と一誠は陽菜の頭に手を置く。無骨で日に焼け、傷だらけの──大きな手だ。


「焦るなよ。焦ってもいいことはひとつもないぞ」


「……だが、一誠に動いてもらうのは」


「うだうだ言うな。たまにしか会えないんだ。ひとつやふたつくらい体張らせろ。これでも親のつもりなんだぜ。血は繫つながって無くてもな」


「そうか。……そうだな」


　にぃ、と力強い笑みを浮かべる一誠。陽菜はほんの一いつ瞬しゆん目を見開き──ふっと優やさしげな笑え顔がおを返す。


「────」


　その言葉の数々が。かわし合う笑顔が。音もなく、玖郎の心の隙すきに突き刺ささった。


　無言で玖郎はその場を立ち上がる。


「クロウ、どうしました？」


「ん……、そろそろ食事を用意しなきゃいけないと思って」


　なんとか笑顔を取とり繕つくろう玖郎。……ぎこちないものになってしまっていることが自分でもわかる。アシュリーが何かを言う前に背を向けて、キッチンへと歩き出す。


　胸の奥で感情が重い渦うずを巻いていた。ふつふつと沸わき立たつ衝しよう動どうが脳内で言葉になるのを必死で抑おさえつける。


　──いや。


　もう分かっている。理解も認にん識しきもしている。


　これは嫉しつ妬とだ。


　陽菜と一誠の絆きずな、父親と娘むすめの繫つながりに対する反発。自分が失い、どれだけ手を伸のばしても得ることのできないものを、チルドレンである陽菜が持っているという事実に対する憎ぞう悪お。同種の人間だと思っていたのに、裏切られたという感覚。それらがない交ぜになり、ぐらぐらと煮にえている。


　そして──なによりもふたりにそんな思いを抱いだいている自分が憎にくらしい。


（浅ましい……！）


　背を向けることで心の内を隠しつつ、玖郎はキッチンへと向かう。


「ん？　なんだ、帰ってたのかアシュリーちゃん」


「はい、少し前に。……夕飯の支し度たくをすると、玖郎も」


「お、玖郎くんも一いつ緒しよか」


「む……、玖郎が来ているのか？」


「ああ、飯を作ってくれるらしいぞ」


「ふふ、それはありがたいな」


　聞こえてくる会話を遠いものに感じつつ、玖郎は食材を並べ、包丁を取り出す。


　──作業に集中しよう。


　そう決めて、玖郎は大根に刃はを突き立てた。


　その日の料理は味がわからず、あまりよい評価は得られなかった──。
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　青い月光が赤い水たまりに降り注ぐ。


　紫むらさきに染まった路地裏は死の気配に塗ぬりつぶされている。肉片が飛び散り、血が滴したたり、骨が散乱するその場を、針のような殺気が包み込む。


「────っ！」


　玖郎はその入り口で目を覚ます。


　状況はひどくわかりやすかった。路地の奥にはバラバラに解体された肉体がひとつ。血だまりの中にうずくまるのは黒衣の死神。


　死神はゆっくりと起き上がり、こちらを振り返る。向けられるのは赤い隈くま取どりの仮面、その手には大おお振ぶりのナイフが握にぎられている。そして──放たれる、圧あつ倒とう的てきな殺気。


「っ！」


　矢やも盾たてもたまらず、玖郎は身を翻ひるがえした。入り組んだ路地を思いつくままに曲がり、死神から少しでも距きよ離りを取るべく足を動かす。


「またこの夢……！」


　胸を押さえ、臓ぞう腑ふが凍こおるような恐きよう怖ふを抑えつけながら玖郎は走る。途と端たん、脳裏に聞き覚えのある子供の声が響ひびいた。


（ふふ、鬼おにごっこの続きだね！）


「これも同じか！　なんで僕はこんな夢を……」


（夢だと思う？　それなら立ち止まってみれば？）


「それは……」


　一瞬だけ言いよどむものの、玖郎は黙だまって首を横に振った。夢であるとわかっていても、この恐怖は止められない。ここから逃にげたいという衝動に打ち勝てなかった。


（くすくすくす、それじゃあ頑張って逃げてね。万が一捕つかまっちゃったら大変だよ）


「言われなくても……！」


　謎なぞの声にそう返し、再び玖郎は汚きたない路地を駆かける。


　──そうして、どれぐらい経たっただろうか。


　玖郎は未だ路地を走り続けていた。行けども行けども壁かべは高く、外に出る気配が無い。


「なんで、こんな……」


　乱れた呼吸で玖郎はつぶやく。感覚だけで言えばもう三十分近く走っている。そろそろ外に出てもいいはずだ。──ふと、イヤな予感が頭をかすめた。


「もしかして、終わりは、無い、とか、じゃ……」


（あはは、どうだろうね。案外終わりは早いかもしれないよ？）


「何、を──」


（ほら、その突き当たりを曲がってごらんよ。そうすればわかるかも）


　玖郎は声に促うながされるまま、ふらふらと言うとおりに道を進む。言われた言葉を信じたのか、それとも一本道が故ゆえに選せん択たく肢しが無かったのか。どちらにしても、玖郎はこの時の選択を大いに後こう悔かいすることになる。


　壁に手をついて、右に曲がったその瞬しゆん間かん──銀光が薄うす暗くらがりを切きり裂さいた。


「くあっ！」


　血しぶきが路地の壁に新たなシミを作る。


　振るわれたナイフは角度の問題か、玖郎の左腕を浅く切り裂いたのみ。玖郎は反射的に傷口を押さえつつ、後ずさりする。


「そ、んな……」


　路地に立ちふさがっていたのは黒衣の死神その人だ。奇き襲しゆうに失敗した死神は仮面越ごしの冷たい目線で玖郎の状態を確認する。


「なんで、ここに……」


（あはははは！　見つかっちゃった！）


　手を叩たたかんばかりに笑う子供の声。


（ビックリしてる暇ひまは無いよ！　ほら、来る！）


「～～～～～～～っ！」


　音もなく死神が間合いを詰つめ、再びナイフを振ふるう。躍おどる刃が狙ねらうのはすべて急所。銀の閃せん光こうが玖郎の体に吸いこまれ──。


　甲かん高だかい音を立てて弾はじかれた。寸前で異い形ぎよう化した、玖郎の左腕によって。


「はぁっ！　はぁっ！　はぁっ！」


　死の緊きん張ちよう感かんから解き放たれ、玖郎は必死で酸素を取り込む。


　自分でも防御が間に合うと思わなかった。今の一瞬、首を両断された自分を幻げん視ししたほどだ。思わず右手で首筋を撫なでる。


（よかったね、まだ生きてて！）


　ただただ愉たのしそうに子供の声は言う。


（でも、どうするの？　もうここからじゃ逃げられないよ！）


　言われるまでもなく、玖郎もその事実を認識していた。前も後ろも長い一本道。背中を見せれば容よう赦しやなく切り捨てられる。活路は──前にしかない。


「う、うう……！」


　おびえの色は消しきれないものの、玖郎は左ひだり腕うでを前に突つき出だし、構えを取る。二回で呼吸を整え、一歩前へ出た。


「あああああっ！」


　沈しずみ込むようなステップインから、敵の胴どう体たい中央部を狙った一いち撃げき。砲ほう弾だんのような異形の拳こぶしは、狙い違たがわず黒衣の真ん中へと打ち込まれる──はずだった。


　ギャリン、と金属をこする耳みみ障ざわりな音。拳から、いや体全体から力が抜ぬける。異形の拳は宙を泳ぎ、狙いを大きく逸それて壁へと着ちやく弾だんする。


「今、のは──」


（すごいね！　ナイフで拳を捌さばいたんだよ！）


　そう、なのだろう。手首にそれらしき感かん触しよくが残っている。ただし、どうやったらこの巨大な腕をナイフで止められるのかは理解できなかったが。


「くっ！」


　死神がナイフを構え直そうとするのを見て、玖郎は再び前に出る。


　攻こう撃げきを捌くといってもナイフはナイフ。細かく連続で攻撃をしていけば、限界は来る。そう考えての行動だ。


　だが、それもまたこの死神には通用しない。


　玖郎の繰くり出す連撃を、あるものは捌き、あるものは避よけ、そしてあるものは攻撃自体を撃うたせず、対処していく。この、ふたりも並べぬ狭せまい路地の幅はばで。


　すさまじい膂りよ力りよくで止めているわけでもない。自然現象を操あやつっているわけでもない。人間としての動きだけで、コンクリートに穴を開ける玖郎の攻撃を封ふうじているのだ。


（いや～、この人ホントにすごいね！）


　連撃の手を止めぬ玖郎の耳に、再び子供の声が響く。


（読みだけで攻撃を止めちゃってるよ！……ほら、今なんて攻撃の前に動き出してた！　見た!?　見た!?）


　うるさい、と玖郎は内心で叫さけんだ。


　言われなくても、読まれていることは攻撃している自分自身がよくわかっていた。どれだけフェイントを入れても、どれだけ狙いを散らしても通用しない。リズムまで読まれているのだろう。防ぼう御ぎよはますます盤ばん石じやくになり、今では作業をしている雰ふん囲い気きすら感じる。


「く……、う……」


　ジリジリと少なくなる玖郎の手数。反比例して高まってくる死神の殺気。


　そしてついに玖郎の手が止まり、限界以上の稼か働どうをしつづけた膝ひざが落ちる。


（あーあ、ここまでかー。残念だったねー）


「う、うう……」


　動けなくなった少年に影かげが差した。見あげれば死神が高々とナイフを構え。


　──その胸に、銀の刃を突き立てた。
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「うわあああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


　悲鳴と共に玖郎は飛び起きる。


　とっさに胸に手を当てた。……傷は無く、血もにじんでいない。


　見慣れた部屋、見慣れたベッド、カーテンから差し込む朝の光。……すべて昨日と同じ展開だ。違うのは玖郎の格好が制服ではなく、寝ね間ま着きであったことくらいか。


「やっぱり、夢、か……」


　玖郎はあえぐように呼吸を繰り返す。腕も足も鉛なまりのように重い。喉のどが渇かわいて声がかすれる。まるで夢からそのまま持ってきたかのように疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。


「なんで、連日こんな……」


　つぶやきつつ、玖郎は時計を探す。まだ学校に遅ち刻こくする時間ではないはずだが。


　──と、視界の端はしで何かが光った。携けい帯たい電でん話わの不在着信ボタンが点てん滅めつを繰り返している。


「電話……？」


　のろのろと携帯を取り、ボタンを押す。着信履り歴れきにはずらっと同じ名前が並んでいた。すなわち──「ＵＧＮ」。


「え……？」


　霞かすみがかった思考に不安の影がよぎる。それを感知したように震ふるえ出す携帯。味も素っ気もない、初期設定の着信音が流れ出す。


　発信先は再びＵＧＮ。おそるおそる玖郎は通話ボタンを押した。


「も、もしもし？」


「玖郎くんですか？　今、どちらに？」


　電話口の向こうに現れたのは景かげ国くにだった。幾いく分ぶん焦あせりを含ふくんだ声は、彼にしては珍めずらしい。


「今、ですか？　自分の部屋です。さっき起きたところで……」


「怪け我が等はありませんか？」


「っ！」


　思わず、玖郎は胸の中心を摑つかむ。──そこに傷は無い。


「だ、大だい丈じよう夫ぶです。あの……、何か、あったんですか？」


「ええ、大きな異変がひとつ」


　ひとつ息をつき、景国は声に冷静さを戻もどしてゆく。


「本日早朝のことです。風峰市繁はん華か街がいでジャームの死体が見つかりました。……〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟です」


「え──？」


　まったく予想外の報告に玖郎が言葉を無くす。


「イギリス支部にも確認を回していますが、間ま違ちがいないでしょう。数日前に玖郎くんたちが戦った個体です」


「いつの間に、ここまで……」


「空港付近で目もく撃げきした後、我々は〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟の足取りを失っていました。道筋はわかりませんが、すでに風峰市に入っていたのでしょう。……我々の無能を露ろ呈ていするようで腹立たしいですが」


「それが──死んでいる？」


「はい。繁華街の路地裏で死んでいました。胴体部を大きくえぐられた無残な姿で。……路地は〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟の血や肉片でひどい状じよう況きようだったと」


　瞬間。


　脳のう裏りに、死神がたたずむ血だまりが映った。


「それ、は──」


「確かく認にんですが、玖郎くんは昨晩ヤツと戦せん闘とうはしていませんね？」


「は、はい」


「わかりました。……となると、ふたつ大きな問題が発生しますね」


「ふたつ、ですか」


「ええ。ひとつは〝輪廻アルマ〟所持者を倒たおすほどのオーヴァードが今、この風峰市にいる可能性が高いということです。……ヤツを倒したのはＵＧＮではありませんので」


　残念ながら、と景国は付け加えつつ続ける。


「そのオーヴァードが何を考え、なぜ〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を倒したのか。それが判明しない以上、警けい戒かいせねばならないでしょう。そしてもうひとつは〝輪廻〟の特性です。〝輪廻〟所持者は新たな〝輪廻〟を生む。……それは覚えていますか？」


「はい──」


〝輪廻〟のもっとも厄やつ介かいな特性、それは限定的な不死であるところだ。


　所持者が死ぬと、その体組織を媒ばい介かいにして別のものに〝輪廻〟を植え付ける。肉片のひとつまで触しよく媒ばいになりえるため、移植を封じることはほぼ不可能。これを防ぐには同じ〝輪廻〟が喰くうしかない。つまり──。


「新たな〝輪廻〟がこの風峰市に誕生する可能性があるということです」


　景国は冷たい事実を突きつける。


「もちろん風峰市でないところに現れる可能性はあります。なにせイギリスから渡わたってきた個体ですから。……しかし過去の事例から鑑かんがみるに、倒れされたその土地に現れる可能性は高いと判断します」


　景国の言葉に玖郎は喉を鳴らした。この土地の誰だれかが〝輪廻〟になるなど、考えたくもない悪夢だ。


「これらの情報はアシュリーくんと陽菜くんにも伝えています。玖郎くんは準備ができ次第、一いつ旦たん彼女たちと合流してください」


「わかりました。その後は……？」


「現状は待機ということになります。いつもどおりの生活を送ってください。ただし、警戒は怠おこたらずに」


「そ、それでいいんですか？」


「はい。唐とう突とつに事件が起き、情報が不足しています。打てる手がほぼ無い以上、いつも通りに過ごし、消しよう耗もうを抑おさえるのが効果的です。無論、警戒レベルは上げたうえで」


「わかりました……」


「では何かあれば連れん絡らくします。くれぐれも気をつけてください」


　景国はそう言って、慌あわただしく電話を切った。今いま頃ごろＵＧＮはてんやわんやなのだろう。


　玖郎はベッドから起き上がり、準備を始めつつ情報を整理する。


　イギリスから玖郎を追いかけ、風峰市に入り込んだ〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟。〝輪廻〟持ちの化け物が殺された。誰が、何のために──。


「…………まさかな」


　頭かぶりを振ふって玖郎は自分の思考を否定する。


　あの黒衣の死神が殺したなどと、どうして思えようか。アレが真実だとするならば、玖郎がここにいるはずはないのだから。


「シャワー浴びよ……」


　冷たい水を頭から浴びたかった。この奇き妙みような不安を消すために。


　重い体を引きずって、玖郎はのろのろと部屋を出た。
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　インターホンを鳴らすと、ほどなくしてアシュリーが現れた。用件を伝えると、メイド姿の少女は何も言わずに陽菜の部屋へと玖郎を案内する。


「……玖郎、来たか」


　ベッドで半身を起こして陽菜が言った。まだ顔色には赤みが差し、万ばん全ぜんの調子ではないことが窺うかがえる。彼女の横には一誠の姿。難しい顔で一誠は言う。


「その様子だと、景国から話は聞いたみたいだな」


「はい。……〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟が倒されたとか」


「発見は今日の早朝五時四十三分。発見者はＵＧＮ風峰市支部のエージェント。巡じゆん回かい監かん視しの最中、だそうです」


　アシュリーが情報を補足する。


「対象は腹部のほとんどをえぐられ、右みぎ腕うでを失っていたとのこと。直接の死因は腹部の傷。死亡推定時刻は四時ごろ。ＵＧＮではオーヴァード同士の戦闘と見ているようです」
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「間違いないだろう。あの〝輪廻アルマ〟の胴どうを半分消し飛ばすような攻こう撃げきを、普ふ通つうの人間が出せるはずがない」


　陽菜の言葉に玖郎がうなずく。


　軟なん体たいに、液体に、まさしく自在に変化するあの肉体は、捕とらえるのすら至難の業わざだ。


「つまり、それができるオーヴァードがこの風峰市にいる、ということです」


　アシュリーのまとめに皆みなが言葉を失う。しばしの沈ちん黙もくの後、ため息をついたのは一誠だ。


「──で、景国はどうしろって？」


「いつも通りにしろ、と……」


「ふうむ」


「あの、それでいいんでしょうか。〝輪廻〟を倒したら新しい〝輪廻〟が出てくるとも言いますし、探たん索さくをするとか──」


「いや、オレは景国の判断を支持する」


　一誠は玖郎の提案に首を横に振る。


「まず〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を倒したヤツは謎なぞだらけだ。情報がなさ過ぎて動けない。捜そう索さくをする必要があるが──お前さんが参加したところで大したことはできない」


「う……」


「そうだ。何よりも玖郎は〝輪廻〟だからな。襲しゆう撃げき者の目的が〝輪廻〟の場合、狙ねらわれる可能性は十分にある」


　陽菜が一誠の言葉に継つぎ足す。


「で、もうひとつの新しい〝輪廻〟だが……、これはしばらくは頭から抜ぬいてもいい」


「なぜですか？」


「今までのデータから、〝輪廻〟が死んでから次の〝輪廻〟が生まれるまでは最低でも十日はかかる。少なくとも昨日の今日で新しい〝輪廻〟が現れたりはしない」


「そう、なんですか……」


「というわけで、昨日までと同じように玖郎くんに護衛を付けて、いつも通りにするのがいいってわけだ」


「は、はあ……」


　幾いく分ぶん納なつ得とくのいかない様子で玖郎がうなずく。すると陽菜が言葉を加えた。


「何も分かっていない状況から、ガチガチに守りを固めてもただ精神を消耗させるだけ。そういう側面もあるのだ」


「うん。……そう言えば景国さんも同じようなこと言ってた」


「そういうことだ。よし、そうとなれば私が──」


「こーら、昨日言ったことをもう忘れたか」


「うっ……」


　身を起こそうとする陽菜を、一誠が声だけで押しとどめる。


「さっきアシュリーちゃんに熱があるって言われたばかりだろ。お前は今日も留守番だ」


「だ、だが！　いつも風か邪ぜなど一日かからず治るのだ！　多少熱があっても……！」


「ダメなもんはダメだ。病人を活用しなきゃ越こえられない状況でもないだろ。だったら早く治すことだ」


「ぐ、ぐむ……」


「は、陽菜、僕なら大丈夫だから」


　言い含められ、しょぼくれる陽菜に慌てて玖郎がフォローを入れる。あまり効果は無い気もしたが。案の定陽菜は口をとがらせる。


「キミを護まもると言っておきながら……、口くち惜おしい……」


「槍やりと同じで、疲つかれが溜たまってるんだよ。この際、きちんと立て直した方がいいよ」


「うーむ……」


　承しよう諾だくしたとは言い難いが、反論はしなくなる陽菜。一誠が苦笑いと共に肩かたをすくめた。


「まったく、強ごう情じようなヤツだ。……あー、すまんがアシュリーちゃんや。今日は一日コイツの世話をしてやってくれないか？」


　小首をかしげるアシュリーに一誠は続ける。


「この年になると、男の手だけじゃ看病しきれなくてなあ。代わりにオレが玖郎くんの護衛をしておくから」


「…………」


　アシュリーは無言で陽菜と玖郎と顔を見合わせてから、一誠に目を戻もどす。熱のない視線にさらされた一誠は屈くつ託たくのない笑みを浮うかべて言った。


「頼たのむ。さすがに十年振ぶりじゃ、勝手が違ちがうんだ」


「…………わかりました」


「ありがとうよ、アシュリーちゃん！」


　うなずいたアシュリーの肩をバンバンと叩たたく一誠。玖郎は老エージェントの顔を見る。


「えと……、いいんですか、一誠さん」


「だいじょーぶ。任せておけって。……前みたいに学校に乱入なんてしないから」


「え、いや、そういうことじゃなくて……」


「はっははは、分かってる分かってる。こう見えてもそんじょそこらの〝輪廻アルマ〟に負ける腕じゃねえよ」


「一誠……」


「護衛程度でそんな顔すんな。意外なところで心配性しようだな」


　一誠は陽菜の頭に手を置き、ポンポンと叩く。


「行ってくるから、大人しくしてろよ？」


「…………うむ」


「じゃ、玖郎くん行こうか」


　振り向いた一誠にそう言われ、玖郎は慌ただしくその場を後にした。


　わずかに不安げな陽菜と、感情のない顔を向けるアシュリーを残して──。
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　その日の授業は滞とどこおりなく終わった。


　いつもと同じ授業風景、いつもと同じ級友との会話。違うのは陽菜がいない程度。そんな半日を終えた後、玖郎はひとり門をくぐる。──と。


「おーう、こっちこっち」


　門の陰かげから声がかかる。帽ぼう子しを振っているのは一誠だ。


「一日おつとめご苦労さん」


「そんな大層なモノじゃないですよ。一誠さんこそ、お疲れさまです」


「ま、オレは喫きつ茶さ店てんでぼーっとしてただけだがな」


　にまりと笑う一誠につられて、玖郎も笑えみを浮かべる。


「じゃあ、買い物をしてから家に──」


「おっと、その前に少し時間をもらおう」


「え……？」


　意外な提案にきょとん、と玖郎が聞き返す。


「実は少し話がしたかったんだ。一対一で話す機会、なかったろ？」


「いや、でも今は……」


「そう固いこと言うな。今朝も言ったとおり、大だい丈じよう夫ぶだ」


　にまっと笑顔を作り一誠は続けた。


「それにこのためにアシュリーちゃんと役目を代わってもらったんだ。……老人の頼みだ。聞いてやってくれないか」


「そう、言われると……」


　断れないですよ、と答える玖郎。一誠は豪ごう快かいな笑みで背中を叩いた。


「お前さんは話のわかる若者だよ」


　片目をつぶり、一誠は付け加える。


「じゃあ、ちいと男同士の秘密話でもするか」
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　一誠と肩を並べ、街を歩く。いつもよりも緩ゆるい速度で、冷たい風に身を切られながら。


　話は──その実一誠による質問攻こう勢せいとなった。何が好きか、いつ料理を覚えたのか、部活などには入っていないのか、仲のよい友達はいないのか、エトセトラエトセトラ……。


　学校からは遠く離はなれた繁はん華か街がい近くまで来たあたりで、さすがの玖郎も苦笑いを浮かべた。


「なんだか、僕の話ばかりですね」


「そりゃそうだ。オレはお前さんのことが気になって仕方がないんだから。尋じん問もんのひとつやふたつするわな」


　一誠はまったく悪びれることなくそう言った。


「でも……、本当はもっと聞きたいことがあるんじゃないんですか？」


　玖郎は目線を外し、駅前広場を見つめる。寒さの増す冬の午後、こちらを気にしている人は誰だれもいない。


「なぜ、そう思う？」


「今までの話は陽菜やアシュリーの前でもできますから」


　わずかな沈黙。そうして一誠はひとつ肩をすくめる。


「話が分かるだけじゃない。お前さんは頭もいいな」


　一誠は帽子に手をかけた。その顔から──笑みが消える。


「聞きたいことは……お前さんの両親についてだ」


「──っ」


　それは半ば予想していた問いだ。だが、それでも。玖郎は胸のどこかでねじれるような痛みを感じていた。


「お前さんも、智雪さんも、ほとんど親の話をしない。家にいるわけでもない。──意図的に避さけている空気も感じ取れる」


「…………」


「失礼を承知で聞く。……何があった？」


　いつの間にか、ふたりは足を止めていた。寒空に浮かんだ雲がゆったりと形を変え、流れてゆく。


「話したくなかったら──」


「……いえ」


　沈黙を重く見た一誠が言いかけた言葉を、玖郎が押しとどめる。


「すいません、すぐに返答できませんでした。……やっぱりまだ抵てい抗こうあるんですね」


　ひとつ息を吸い、大きく吐はく。すこしばかり気持ちが落ち着いた……気がした。


「僕は、僕ら姉弟きようだいは三年前に父親を失いました。──僕が殺しました」


　努めて冷静に玖郎はそう言う。一誠が目を細めるのがわかった。


「周囲は事故だと言ってくれていますが、少なくとも僕は自分が殺したと思っています。母は……父の死が原因で、長く病に伏ふせっています」


「そう、か。…………もう少し詳くわしく聞いてもいいか？」


「はい。事の発ほつ端たんは家族旅行からでした──」


　ぽつりぽつりと、玖郎はあの事故のことを口にする。


　家族四人で国外旅行を計画したこと。スケジュールの関連で玖郎と父が先に出発し──現地で地じ震しんによる火災に遭あったこと。


　火と煙けむりに追われ、ふたりは懸けん命めいに屋上を目指した。だが階段の崩ほう落らくに巻きこまれ、父は玖郎を助け、遥はるか地上へと落下した。


　その時、父を最後まで支えられなかったことを。摑つかんだ手を放してしまったことを、今でも玖郎は夢に見る。


「──それがすべてです。その後母は体を病み、僕は……何かが壊こわれました」


　玖郎は父殺しの罪を自分で背負った。


　皆みな、父の死は事故だと言う。お前には罪はないと言う。だが、玖郎だけはそうは思わなかったのだ。父は自分が殺した。自分は許されざる存在なのだとすり込んでしまった。


　その毒は玖郎の人生を大きくねじ曲げ、未いまだ抜ぬけきってはいない。


「姉ちゃんがいなければ、今どうなっていたかわかりません。僕がこうやって高校生としていられるのは、あの人のおかげです。それから──」


　ふと、玖郎の口元に笑みが浮かぶ。


「そして陽菜と、アシュリーにも。……少し前にガツンと叱しかられました」


「ほう？　陽菜にか？」


　一誠が目を丸くする。


「はい。『キミはまだ甘い。現実を見る覚かく悟ごが足りない』と」


「ふ、陽菜がそんなことを。偉えらくなったものだ」


「心に突つき刺ささりましたよ。だから今は、ゆっくりとなら人に話せます」


　ほんのかすかな笑みをかわしあう玖郎と一誠。ふと一誠が空を見あげた。


「しかし、感かん慨がい深ぶかいっちゃ感慨深いな」


「……何がです？」


「自分を責める前に次の方策をさがせ。環かん境きように悲ひ嘆たんする前に行動しろ。……オレが陽菜によく言った台詞せりふだ」


「えっ？」


「アイツの口から似たような言葉が飛びだし、それが玖郎くんの心に響ひびいたというんなら、身になっていたんだろうな」


　目をつぶり、一誠は思いに浸ひたる。


「陽菜は生まれた時に両親を亡くしてな。親がいない。しかも槍やりの使い手という役割が与あたえられていた。常に行動できる強さが必要だった」


　その口調には懐なつかしさと悲しさが同居していた。一誠はさらに続ける。


「だからオレは強引にアイツを強くした。……アイツの言こと葉ば遣づかい、わざと固い口調にしてるの知ってるか？」


「前に聞きました」


　玖郎がうなずく。


「強がるために、あえてこの口調にしているのだとか」


「そうだ。アレもオレの教えのひとつでな。必要だったとは言え、歪ゆがめちまった罪を感じてはいたんだが……」


「いえ、彼女は立派に育ってますよ」


「そうか。そう言ってもらえるならなによりだ」


　照れくさいのか、感慨深いのか、一誠は帽子のつばを引き下げてかすかに笑った。


「玖郎くん、悪いな。辛つらいことを聞いた」


「いえ、もう陽菜もアシュリーも知っていることですから」


「そうか。それじゃあ──」


「そろそろ戻もどりましょうか。陽菜たちもおなかを空かせているでしょうし」


　空の具合を見つつ玖郎が言う。食材を買って帰ればちょうど夕飯の時間になるだろう。


「飯か。……そういえばお前さんは細身の割にずいぶんと大食漢なんだな。昨日といい、その前といい、数人前はたいらげたろ」


「……姉ちゃんには負けますよ」


「かっかっか、確かに。どこに入るんだってほど食うからな。そういう血筋なのか？」


「いや、そういうわけじゃ。僕は最近からですし」


　ピクリ、と一誠の眉まゆが動くのに──玖郎は気が付かなかった。


「うっかりするとたくさん食べちゃうんです。お金もかかるし、健康にも悪いし、注意してるんですけどね」


「成長期なんだ。そんなに考えなくてもいいと思うぜ」


「お金のこともありますからね。……じゃあ帰りましょうか」


　そう言って玖郎は帰宅を促うながす。だが老エージェントは期待とは違ちがった反応を見せた。


「あーと、ちょいともうひとつ寄り道していいか？　見せたいものがある」


「え？」


「こっちだ」


　玖郎の返事を待たず、一誠は歩き出す。慌あわてて玖郎は彼の背中を追った。


　早足で歩く一誠は、移動の間何の言葉も発しなかった。無感情の表情から読み取れるものもなく、玖郎もまた無心に追いかけるのみ。


　一誠が入り込んでいくのは繁華街の中だ。夜の営業に向けて準備する人々、家に帰る前に立ち寄った人々で賑にぎわっている。


「あれ、ここは……」


　玖郎は思い出す。〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟の死体が発見されたのは繁華街の裏手だ。現場はＵＧＮが調査をしているはずだが、そこに行くつもりなのだろうか。


「いや、そっちじゃない」


　疑問を呈ていすると一誠はあっさりとそれを否定し、現場への道を通り過ぎる。人混みをすり抜ける一誠の背中を、玖郎は見失わないように追いかけた。


　そして。


「──ここだな」


　繁華街の外れ付近、薄うす汚よごれた路地裏の入り口に一誠は躊ちゆう躇ちよ無く足を踏ふみ入れる。


「ちょ、ちょっと待ってください」


　玖郎は慌てて声をかけた。一誠が肩かた越ごしにちらりと振ふり向むく。言葉はない。


「えっと……、一体どこに行くんですか？　こんなところに何が……」


　自分の声には予想外に不安が含ふくまれていた。


　一誠が立つのは、繁華街ならどこにでもあるような路地の入り口だ。表の商店が荷物の置き場に使い、壁かべには正体不明のシミがいくつも広がっている。夕暮れの光も届かぬ薄うす闇やみが奥から漏もれ出ているが、ただそれだけ。それだけなのに──。


「怖こわいのか？」


「──っ！」


　的確に自分の状態を言い当てられ、玖郎が狼ろう狽ばいする。


　そう、なぜか玖郎は恐きよう怖ふを感じていた。この先に行くことに、この先にあるものに、漠ばく然ぜんとした霧きりのような恐怖を。


　一誠は玖郎の瞳ひとみの奥をのぞき込むように見た後、何も言わずに身を翻ひるがえした。そのまま黙だまって路地の奥へと進んでいく。


「……ああ、もう！」


　何も言わぬ一誠に、自分にも理解できぬ感情に、苛いら立だちをぶつけつつ玖郎は後を追った。





　　　　＊　　＊　　＊




「こ、ここは──！」


　路地の奥、隠かくされるように存在する曲がり角を越こえた場所で、玖郎はうめき声を上げる。


　視線の先に続くのは長い一本道の路地。ビルとビルの間に生まれた隙すき間まは光を遮さえぎり、闇を凝こらせている。薄汚れた壁に床ゆか、無節操に配置されたパイプやダクトは他と同じ。


　だが玖郎はこの場所に覚えがあった。


　ここは逃とう亡ぼうの末にたどり着いた場所。死神と戦った場所。そして玖郎が殺された場所だ。ただし──悪夢の中で。


「見覚え、あるか？」


　おののく玖郎に対し、静かに一誠が声をかける。老エージェントは壁に背中を預け、鋭するどい目で玖郎を見下ろしていた。まるで、観察するように。


「見覚えって、言っても……」


　玖郎は力無く首を振る。あれはあくまでも夢の中の出来事だ。……そのはずだ。


　しかし──。


「じゃあ、これはどうだ」


　一誠は壁から身を離はなし、今まで自分が隠していた場所を指す。


　そこに刻まれているのは四本の傷。玖郎のよく知る傷きず痕あと──彼自身の爪つめ痕あとだ。


「……っ！」


　それを目にした瞬しゆん間かん、玖郎の脳裏に情景がこだまする。あの死神との戦いの中、逸そらされた玖郎の攻こう撃げきが壁をえぐっていたことを。


「その顔は……ある程度理解したって感じだな」


「で、でも、あれは夢で……」


「今ココにいるのは夢じゃないぜ。この傷もな」


　ストレートに事実を突きつけられ、玖郎はたたらを踏んだ。体ごと壁に寄りかかり、なんとか体勢を保つ。視界が歪むほどに思考が混乱している。


　あれが夢じゃない。だとすれば──。


「昨日深夜……いや、今日未明か。お前さんはここに来た」


　表情を無くした一誠は冷静そのものの声で言う。


「〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟が死んだ現場から逃にげ、ここに行き着いたんだ。……覚えてるか？」


　その問いに玖郎は答えられない。


「そして敵と遭そう遇ぐう。戦せん闘とうの最中、この傷をつけた」


　その事実を、玖郎は受容できない。


「つまり──お前さんの見た夢は夢じゃない。実際の体験だ」


「っ！」


　目の奥がちかちかと瞬またたく。地面がうねっている気分だ。横の壁に手をつき、玖郎はなんとかへたり込むのを耐たえた。


「……な、なんで」


　震ふるえる声で、玖郎は疑問を口にする。


「なんで、そんなことを、知っているんですか？」


「…………」


「僕がここにいたことを、ここで戦っていたことを。どうして、一誠さんが知っているんですか？」


「気が付かないか？　いや、気が付きたくないのか？」


　一誠はそう言うと、懐ふところのポケットから何かを取り出した。


　白地に赤いライン。簡素ながら骨と血を思わせる、それは──。


「か、仮面……」


　玖郎の記き憶おくにその仮面はくっきりと刻まれている。〝輪廻アルマ〟と同じモチーフの──あの死神が着けていた仮面だ。


「まさか、そんな……」


「ああ、昨日お前さんと戦っていた相手はこのオレだ」


　殴なぐられたように玖郎は後ろに弾はじかれた。背中が壁に当たり、たたらを踏む。


「一誠さんが、昨日の……死神……？」


　脳のう裏りにこびりついた悪夢が今の視界を上書きする。闇の中にたたずみ、刃やいばを振りかざしていた死神と、鋭い目でこちらを窺うかがう一誠の姿が──確かにだぶる。


「本当に……？」


「ああ、本当だ」


「なんで、あんな、いやそれよりも──」


　震えながら玖郎は首を振り、そして思考の中で求められる真実を口にする。


「それじゃあ、一誠さんが〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を殺した──」


「違う。……それも覚えてねえのか」


　短く玖郎の言葉を止め、忌いま々いましげにつぶやく一誠。老エージェントは混乱する少年を見み据すえ、指を突つきつけると、固い声で言った。





「〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を殺したのは、お前さんだ」





　その言葉を、玖郎はしばし理解できなかった。


　事実よりも先に恐怖が肉体を駆かけ巡めぐる。蜘く蛛もの毒が回るように。


「──噓うそでも、冗じよう談だんでもない。これは事実だ」


　動きの止まった玖郎にとどめを刺さすのは、真実の槍やり。


「違う……。だって、あの時血だまりの中にいたのは死神で……」


　かすれた声で玖郎はうめく。見苦しくもがく獲え物もののように。
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「〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟の死体は、お前さんも見たはずだがな」


　しかし狩人かりゆうどに慈じ悲ひはない。一誠は言葉で玖郎の記憶を喚かん起きする。


　血だまりの中、黒衣の死神がうずくまっている。彼が向かうのはジャームの死体。腹部を大きくえぐられた、無残な体──。


「オレの武器ではあんな傷はつかない」


　一誠の声はあくまで冷たい。淡たん々たんと事実だけを突きつける。


「軟なん体たい化、液体化自在の肉体を一いち撃げきで半分にする。そんなパワーはオレには無い。そんなことができる代しろ物ものはお前さんの爪つめ──〝輪廻アルマ〟の爪だけだ」


　玖郎の爪は対象の能力を喰くいとるほか、その前段階として能力の無効化が可能だ。命中さえすれば、異形のかぎ爪は肉も骨も一いつ緒しよに引ひき裂さき、相手を絶命させる。たとえそれがあの〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟だとしても。


「噓、だ……」


　世界がねじ曲がる。悪夢と現実のレイヤーが重なり、灰色へと変へん換かんされてゆく。


「僕はそんなこと、覚えていない……」


「そうだろうな」


「え……？」


　一誠の意外な反応に、玖郎が顔を上げる。変わらず老エージェントは無感情に玖郎を見据え、推測を述べる。


「昨日、オレは戦闘音を聞きつけてあの場所にやってきた。そこで見たのはお前さんと〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟の戦いだ。……いや、あれは戦いではなく〝狩かり〟だったな」


「狩り……」


「一方的だった。〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟がいかに逃のがれようとも、お前さんが封ふうじ込こめる。猫ねこが獲物をいたぶるようにな。そしてヤツは土手っ腹に一撃を食らい、死んだ」


　ふう、とひとつ息をつき、そして再び一誠は矢のような視線を玖郎に突き刺す。


「お前さんはそれを見て笑っていたよ。楽しげに、愉しげにな」


「そんな……」


　記憶はない。情景の欠片かけらすら浮うかんでこない。その玖郎の思いを──。


「ああ、あれはお前さんだが……一いちノの瀬せ玖郎じゃなかった」


　一誠は肯こう定ていする。そして。


「あれは──〝輪廻〟に喰われたお前さんだ」


　一言、そう結論づけた。忌々しげに。


「どういう、意味ですか？」


「言葉の通りさ」


　再び一誠はため息をつく。


「オーヴァードは、常にその身をレネゲイドに侵しん蝕しよくされているのは知ってるだろ？　それが一定の量を超えると精神のバランスが壊こわれ、理性を失う。それが……」


「ジャーム、ですね」


「そうだ。だからオーヴァードは常にレネゲイドのもたらす衝しよう動どうと戦っている。……だが、〝輪廻アルマ〟はもう一段階厄やつ介かいだ」


　一誠の声が一段低くなる。込められたのはさらなる憎ぞう悪おと強い嫌けん悪お。


「本人の理性が残っていても、一時的にそいつの肉体を乗っ取ることができるんだよ」


「──っ！」


「侵蝕の度合いによるが……、お前さんはもうその段階に入っている」


「そんなこと、聞いたこともないですよ……」


「だが事実だ。オレは同じ症しよう状じように陥おちいったヤツを見たことがある」


「そんな、馬ば鹿かな……」


　呆ぼう然ぜんとうめく玖郎。一誠はそんな少年をちらりと見て、残念そうに付け加えた。


「……玖郎くん、お前さんは『最近食しよく欲よくが増した』と言ったな」


「え、は、はい」


「それは〝輪廻〟の侵蝕が拡大している証しよう拠こだ」


「えっ!?」


　驚おどろく玖郎に、一誠は自分の胃あたりをトントンと叩たたいて説明する。


「〝輪廻〟の衝動を知ってるか？　飢き餓が──〝輪廻〟同士で食い合い、あらゆるレネゲイドを喰うことだ。食欲の増進はその代だい償しよう行こう為いなんだよ」


「代、償……」


「お前さんにとって不幸だったのは、近くに〝輪廻〟がきちまったことだろうな。〝輪廻〟にとって、同じ〝輪廻〟を喰うことは何よりも強い衝動だ。存在を感知してしまったが故ゆえに侵蝕の段階が進むことは十分に考えられる」


　残念ながらな、と付け加える一誠。玖郎はひとつ喉のどを鳴らし、震える声で問う。


　もっとも聞きたくない、その問いを。


「僕は、どうなるんですか……？」


「最後には──レネゲイドを喰う化け物となる」


　一誠の答えは、やはり冷たかった。


「〝輪廻〟だけでは飽あきたらず、あらゆるレネゲイドを喰らい、同化するジャームになるだろう。……オーヴァードの天敵にな」


「────」


　歪ゆがんだ視界がにじむ。膝ひざが砕くだけ、腰こしが落ちる。


　突きつけられているのはただの言葉だ。何の証拠もない。偽いつわりだと突っぱねることもできる。そのはずだ。


　だが、玖郎は一誠の言葉を否定できなかった。そして──。


（あははははははははははははは！　ばれちゃった！　見つかっちゃった！）


「っ!?」


　脳裏に響ひびく子供の声。驚きに玖郎の瞳ひとみが見開かれる。


「どうした？」


「子供の、声が……」


「子供？」


　眉み間けんにしわを寄せる一誠。どうやら、声は彼には聞こえていないらしい。それをわかっているのか、いないのか。子供は一誠など無視して叫さけび続ける。


（こっそり動いていたのに！　ゆっくりご飯も食べたのに！　もう見つかっちゃった！）


「ご飯って──」


（そうだよ、あのグネグネのヤツだよ。あの蒼あおいヤツだよ！　ふらふらとやってきたから、バクンと食べちゃった！）


　けたたましい笑い声と共に、玖郎に流れ込むのは〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟と呼ばれたジャームの姿。玖郎が狩り殺した、ジャームの映像だ。


　残ざん酷こくなイメージの奔ほん流りゆうに頭を押さえながら、玖郎はうめくように言った。


「キミは、一体、何者なんだ……？」


（何って、ヒドイなあ）


　頰ほおを膨ふくらませるかのような、子供の声。


（ボクはキミだよ。なるべくしてなる、キミの姿だ）


「違ちがう、僕は……」


（違わないよ！　あはは、あはははははははははははは……！）


　残ざん響きようを残して声は消える。眠ねむりについたのか、それともどこかへ去ったのか。ともあれもうここには現れないだろうと、なぜか玖郎はそう思った。


「──声が、聞こえたのか？」


　一誠の言葉に、玖郎は茫ぼう然ぜんとうなずいた。途と端たん、老エージェントが苦い顔になる。


「そうか。もう仮想人格が形成されているのか」


「今の声は……なんなんですか？　昨日見た夢の中でも、僕は同じ声を聞きました」


「それが〝輪廻アルマ〟だ。……ヤツはなんと？」


「すべて一誠さんの言うとおりだと……」


「そうか。ヤツはすべて覚えているんだな」


　ちっ、とひとつ舌打ちをする一誠。まずいことになっている、とその顔が答えていた。


「一誠さん、聞きたいことが……あります」


「なんだ？」


「昨日、僕は一誠さんに追つい跡せきされました。そしてここで捕ほ捉そくされた」


「ああ、そうだ」


「なし崩くずしに戦せん闘とうになり、そして僕は──ナイフで心臓を突かれた」


　わずかに一誠の表情がこわばる。玖郎はもう一度重ねて聞いた。


「違い、ますか？」


「少し違う。オレは確かにお前さんを追おい詰つめ、心臓めがけて攻こう撃げきした。だが、すんでの所でかわされたんだ。お前さんの体がいびつに歪んでな」


「それは……僕が〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を喰ったから……」


　レネゲイドを喰い、能力を剝はく奪だつする。それが〝輪廻〟の特性であり、玖郎の力だ。


　一誠は黙だまってうなずき、玖郎の推測を肯定する。愕がく然ぜんと玖郎は自分の顔を手で覆おおった。


「本当に、僕は……」


　あの子供に意識を乗っ取られていたのだろうか。


　わずかながらの沈ちん黙もくが路地裏に降りる。


「オレは何もお前さんに真実を突きつけるためだけに連れ出したわけじゃない」


　改めてそう切り出す一誠。玖郎は茫ぼう洋ようとした視線を返すのみ。


「……玖郎くん」


　老エージェントの、しわが刻まれた顔に決意が宿る。一秒だけまぶたを閉じ、一誠は玖郎へと言った。





「この街を──去ってはくれないか」





　何度目かの驚きよう愕がくに、玖郎は目を見開く。


「な、ぜ……」


「オーヴァードのためだ」


　嚙かみしめるように言ってから、一誠は説明を続ける。


「このまま〝輪廻アルマ〟の侵蝕段階が上がれば、お前さんはレネゲイドを喰くう衝動に耐たえられなくなる。それはつまり──オーヴァードの天敵になるってことだ」


「天敵、に……？」


「ああ。──今の世界が保たれているのは紙一重のバランスだ。ＵＧＮがレネゲイドのことを隠いん蔽ぺいし、オーヴァードが隠かくれ住すむことによってギリギリで日常を保っていられる。新たに生まれる天敵なんてものに対応する余よ裕ゆうは無い。そして……」


　一誠は帽ぼう子しのつばを下げ、わずかに目を伏ふせる。


「お前さん自身をどうにかする手段も無い。……レネゲイド喰いの衝動は、突つき詰めればオーヴァードが全員抱かかえている衝動と同じだ。それを解決する術は、まだ存在していない。そして──お前さんの中から〝輪廻〟を剝はがせる方法も、無い」


　淡たん々たんと、粛しゆく々しゆくと。一誠は絶望的な事実をつまびらかにする。


「お前さんが何かしたわけじゃない。何の咎とがも、何の罪も、お前さんは背負っていない。だが、それでも。もうお前さんはオーヴァードの中で生きていける存在じゃない」


　一誠は首を振ふり、そして最後にこう言った。


「狼おおかみと羊が共に暮らせることはない。……ないんだ」


　血を吐はくように、ぽつりと。


　玖郎は──返す言葉を持たなかった。


　一誠に悪意はない。真しん摯しに見み据すえる彼の瞳が、感情的になるまいとする彼の声が、強く握にぎられた拳こぶしが、それを証明している。


　一誠の言葉は真実だ。だが、それを易やす々やすと受け入れることもできない。ここで首を縦に振るということは、玖郎の日常はそこで終わりを告げるのだから。


「……答えられない、か。そうだな。それは当然だ」


　数分の沈黙の後、一誠は静かにそう言った。目を伏せて大きく呼吸する。


　一回、二回、三回の深呼吸をしたところで、一誠は再度玖郎を見た。


「もうひとつだけ、事態を解決させる方法がある」


「それは……」


「お前さんは頭のいい子だ。想像はつくだろう？」


　一誠は腰の後ろに手を回す。シャリン、と軽い音を立てて引ひき抜ぬかれたのは銀光を放つ鋼はがねの牙きば。夢の中で黒衣の死神が使っていた、あのナイフだ。


「お前さんを、〝輪廻〟の持ち主を殺すことだ」


　途端──、世界の圧力が跳はね上がった。


　重力そのものが増したように、玖郎の全身がねじ曲がる。大気すべてが針となり、体の内部から玖郎を滅めつ多た刺ざしにする。


「う、あ……！」


　我知らずうめき声が漏もれる。心が恐きよう怖ふの色に塗ぬりつぶされていくのがわかった。


　三度目になる一誠の殺気。だが昨日までは〝夢の中〟だった。真に味わう漆しつ黒こくの意志とは比ひ較かくにならぬ。ただ鋭するどいだけではない。幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜け、強きよう靭じんさを兼かね備そなえたそれは刀を連想させる。


「ぐ……」


　玖郎は左手で拳を握った。意志に応じて変異が始まり、無数の牙が腕うでに宿る。


　──だが。


　路地を覆い尽つくす殺気が、あの悪夢を喚かん起きする。この場所で、この路地で、すべての攻撃を捌さばいたのは紛まぎれもなく目の前の人物なのだと。


「うう……」


　心臓を突き刺さされた感かん触しよくが否いや応おうなく蘇よみがえる。恐怖はさらに濃のう度どを増し、腕の変異をも解いていった。


「こんなことを言ってもしょうがないのはわかってるがな」


　玖郎を見据えたまま、仮面を着ける一誠。悪夢に現れた死神と同じ姿へと戻もどった老エージェントは、ナイフを構えて言った。


「すまん。……恨うらんでくれ」


　踏ふみ込こみと共に横よこ薙なぎに振るわれる刃やいば。銀の軌き跡せきは綺き麗れいな三日月を描えがき、玖郎ののど笛を切きり裂さく。玖郎はまさしく蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、その結果を受け入れ──。


　視界に、紅くれないが紛まぎれ込んだ。


　胴どう体たいを締しめ付つける感覚と浮ふ遊ゆう感かんはほぼ同時。次いで景色が高速で逆回りする。まさしく瞬またたく間まに、玖郎の体は空中に持ち上げられていた。路地を囲む壁かべとほぼ同じ高さに。


　そして。


「怪け我がはありませんか、クロウ」


「ア、アシュリー？」


　紅の鎖くさりで玖郎を巻き取り、この高さまで持ち上げた張本人は一誠から目を離はなさずにそう言った。彼女自身は壁と壁に張った鎖に乗り、宙に浮ういている。


「……やっぱり来たか、アシュリーちゃん」


　地上からメイド姿の少女を睨み、一誠は言う。


「気が付いていましたか」


「いや、気配はつかめなかった。でもお前さんなら来るだろうとも思っていた。……ずいぶんと割り込みが遅おそかったじゃないか」


「隙すきが無かったもので」


　アシュリーはしれっと答えた。


「攻撃の瞬しゆん間かんしかないだろうと、予測していました」


「……ノイマンらしい判断だな」


「お互たがい様さまです。貴方あなたもノイマンでしょう、イッセイ」


「一応聞く。玖郎くんを置いてっちゃあくれないか？　理由は聞いてただろう」


「答えは否。……ワタシはクロウの従者です」


「やっぱりそうなるよ……なっ！」


　一誠の手が霞かすんだ。放たれたナイフが一直線に空を裂き、玖郎へと迫せまり来る。


「──！」


　だがその瞬間、路地の壁あちこちから紅の鎖が突き出した。鎖は重なり、ナイフを止める盾たてとなる。……いやそれだけではない。鎖は後から後から現れ、ついには路地に巨きよ大だいな天てん蓋がいを作り出した。


「おいおい、ホントかよ」


　苦笑いを浮かべる一誠に向けて、ゆっくりと天蓋がたわむ。鎖は根元からブチブチと千切れ、狭せまい路地へと降り注いだ。──轟ごう音おんと共に埃ほこりが舞まい上がる。
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「ふう、派手なことだ」


　鎖の雨を傷ひとつ負わずにくぐり抜けた一誠は、手で埃を払はらう。


　天蓋の無くなった路地を見あげるが、すでに玖郎たちの姿は無い。


「逃にげた、か。意外と容よう赦しやが無いな、彼女は。……いや、ある意味で見た目通りか？」


　予想していたという声で一誠はつぶやいた。


「さて──」


　再び一誠の瞳ひとみに剣けん[image: ]のんな光が宿る。


「逃げられたのなら、次は……」
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　ズダン、と鈍にぶい音が響ひびく。


　路地裏から脱だつ出しゆつして数分後。ビルの上から上へと飛び移っていたアシュリーが、突とつ如じよとして膝ひざをついたのだ。移動に使っていた鎖も、玖郎に巻き付いていた鎖も、溶とけるように消えてゆく。


　玖郎は慌あわてて人形の少女に駆かけ寄よった。


「アシュリー！」


「だい、じょうぶです。……少し血を使いすぎました」


　アシュリーの能力は〝血液を鎖の形に変え、操あやつること〟だ。鎖を膨ぼう大だいに生み出すには媒ばい介かいとなる血液も多く必要だということ。一時的な貧血状態に陥おちいっているのだろう、アシュリーの顔はいつにも増して白かった。


　しかし、気き遣づかおうとする玖郎を少女は止める。


「今は……、ワタシの心配をしている時ではありません」


「え……？」


「言いたいことはたくさんあるでしょう。迷いたいこともたくさんあるでしょう。ですが、我々にはまず行かなければならない場所があります」


「それは──？」


「ＵＧＮ風峰支部。──カゲクニの屋や敷しきへ」


　アシュリーは静かに行き先を告げた。
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　屋敷は、完全なる静せい寂じやくに包まれていた。


　人の気配がまるでない。開け放たれた玄げん関かんは屍しかばねの口を思わせ、よどんだ空気は死のにおいを漂ただよわせている。


　ＵＧＮの職員が、屋敷のお手伝いさんが、主あるじである景国が動いているＵＧＮ風峰支部は、今や無人のたたずまいを見せていた。


「これは、何が……！」


　客間まで進み、玖郎がうめく。いつもならば門をくぐっただけでお手伝いの誰だれかが飛んできて用件を聞くはずなのだが、その気配すらない。


「もしや、と思いましたが……」


「アシュリー、心当たりあるの？」


　玖郎の問いに、アシュリーはかすかに眉まゆをひそめて言った。


「あるにはありますが、先に人を探しましょう。手て遅おくれにならぬうちに」


「うん。わかった」


　手分けをして、風峰支部の捜そう索さくを開始するふたり。異変を発見したのはほどなく──屋敷地下の施し設せつに足を踏み入れた瞬間だった。


「……っ！」


　エレベーターホールに倒たおれる無数の人。折り重なるように倒れているのは全員ＵＧＮ風峰支部の職員たちだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか！」


　慌てて駆け寄り、声を掛ける玖郎。だが誰ひとりとして反応はない。


「死んでいるわけではありません。ですが、これは──」


　別の人を確かく認にんしていたアシュリーが言った。


「正確な、あまりに正確な打だ撃げきです。彼らは半日は目を覚まさないでしょう。……しかし影えい響きようはそれだけ。命に別状はなく、後こう遺い症しようも残らない」


「……これ、誰かひとりがやったってこと？」


　信じられないと玖郎は首を振ふる。ざっと眺ながめただけで三十人近い人数がここにいる。


「一誠さん、です……」


　答えは通路の奥から投げかけられた。足を引きずり、よろよろと歩いてきたのは──この屋敷の主にして、ＵＧＮ風峰市支部長。


「景国さん！」


　玖郎はその名前を呼ぶ。現れた和装の青年は打だ撃げき痕あとが生々しく、額からは血を流していた。ぶら下げた左ひだり腕うでは折れてでもいるように力がない。


「大丈夫ですか!?」


「見たとおり、ボロボロです。手ひどくやられました」


　よろよろと景国は玖郎たちの側そばにまでやってきて、力無く座った。アシュリーが傷の状態を確認しつつ、問う。


「……イッセイにやられた、と？」


「そうです」


　人形の少女はひとつうなずき、言った。


「やはり──ＵＧＮを押さえに来ましたか」


「どういうこと？」


「イッセイの行動はＵＧＮの意志ではない、ということです」


　玖郎に答えてから、アシュリーは景国へと視線を戻した。


「カゲクニ、あなたはクロウを殺すように命令を出しましたか？」


「出していません。もちろん受けてもいません」
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「では、クロウを殺そうとしたイッセイの行動は──」


「一誠さんの単独行動です。……そうですか、彼はそんなことを」


　景国が後こう悔かいをにじませ、つぶやく。──その時。


「そういうことだ。やはりまずＵＧＮに来たか。冷静だな」


「っ!?」


　唐とう突とつに響く一誠の声。三人が三人とも警けい戒かい態勢に入る。


「安心しな。別にオレがこの場にいるわけじゃあない。ちょっと通信システムを乗っ取って話してるだけだ。ここの通信はオレが乗っ取った」


「な──！」


「景国とアシュリーちゃんにはこの意味がわかるな？　そう、この支部から他のＵＧＮ支部に助けは呼べないって話だ。ダミーの情報も流してある。日本支部が異変を察知するまで丸一日はかかるだろう」


「そんな……」


「事実です、玖郎。──期待していた手がひとつ打てなくなりました」


　顔をしかめ、一誠の言葉を肯こう定ていするアシュリー。一誠はさらに続ける。


「だが、オレも別に持久戦がしたいわけじゃない。……というわけでひとつ提案だ」


「提案？」


「二時間後、街の東にある廃はい工場で待っている」


「それを──我々が受ける意味は？」


　問い直したのはアシュリーだ。一誠の、肩かたをすくめるような笑い声が響いた。


「アシュリーちゃんには予想ついてるだろう？　申し出を受けなければ、オレはゲリラ戦に徹てつするだけさ」


「…………」


「数十時間の緊きん張ちよう状態に耐たえられる体力も精神力も、玖郎くんには無いだろう？　対してこちらもなるべく周囲に被ひ害がいは出したくないんだ」


「だから、誘さそいに乗れっていうんですか？」


「その通りだ、玖郎くん。お前さんなら理解できると信じているよ」


　一方的にそう言い、一誠からの通信は切れた。重い沈ちん黙もくが場を包む。


「カゲクニ、もう一度詳くわしく今までの経けい緯いを教えてください」


　それを破ったのはアシュリーだ。


「ええ、わかりました」


　まずは状じよう況きよう把は握あくだと思ったのか。景国は余計な質問をせず、状況の説明を始める。


「今日の……昼頃ごろですか。彼は突とつ然ぜん『槍やりの調子を見に来た』と言って現れました。無論断る理由はありません。機き械かい槍そうを調整するチームの元へと案内しました。ですが……」


　景国は首を振った。


「彼はそこから近くにいる支部員をひとりずつ行動不能にしていきました。恐おそるべき速さで、気づかれぬよう。私が異変に気が付いた時には、すでに半数近い支部員が戦せん闘とう不能になっていました。わずか一時間ほどのことです」


「一時間……！」


　風峰支部の支部員は非戦闘員ももちろんいるが、その七割が戦闘可能な人員だ。練度も低くはない。それをたった一時間で壊かい滅めつさせたというのか。


「即そく座ざに応戦もしたのですが、突然の出来事で対応が効かず……このざまです。一誠さんはここ数日で支部員にもよく馴な染じんでいましたからね」


「不意打ちが発覚した後も、相手にならなかったと？」


「はい。情けないことですが、私以外の支部員は一誠さんと相対して一合持ちませんでした。私もさしたる反はん撃げきもできず、こうですがね。玖郎くんたちが来てようやく意識を取とり戻もどした程度です。おそらくは外にいる支部員もやられているでしょう。……これがこちらの状況です」


　ふとひとつ息をつき、景国は改めて玖郎とアシュリーを見る。


「それでは玖郎くんたちの状況を教えてください。一誠さんに殺されかけたとか？」


「は、はい」


「彼は、なんと言っていましたか？」


「それ、は…………」


「クロウ、ワタシから話しましょうか？」


「いや、僕が話すよ。ちょっと話しにくい側面もあるけど──」


　そう前置いて、玖郎は先程あった事件をつぶさに語る。一誠の言う〝輪廻アルマ〟の症しよう状じよう、自分が聞いた子供の声、そして〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟を殺したこと。噓うそは交えず、ごまかしもせず、ただ突つきつけられた真実だけを。


「なるほど。そんなことを」


　玖郎の話を聞き終え、景国はひとつ肩を落とす。


「彼らしいと言えば彼らしい。……許されることではありませんが」


「景国さんは、わかるんですか？　一誠さんが何を考えているのかが」


「玖郎くん？」


　うわずった玖郎の声に、景国が眉をひそめた。


「僕は……、僕には、わかりません」


　だが玖郎は止まらない。募つのった思いが言葉となって吐はき出される。


「一誠さんの言う危険性はわかります。〝輪廻〟が想像以上に僕を侵しん蝕しよくしていることも理解できます。でも──なぜあの人は、それを自分ひとりでやるのでしょう」


　正しいのなら、そう思っているのなら、ひとりでやらなくてもよいはずだ。


　だが一誠はただひとりで行動する。仲間であるはずのＵＧＮに背いてまでも。


「なぜ、あの人は……」


「それを知りたいですか？」


　静かに景国は問いを重ねた。


「知ると後悔するかもしれませんよ」


「え──？」


「今の一誠さんは、理由はどうあれ玖郎くんの命を狙ねらう敵です。そう考えて行動した方が、問題がシンプルですよ。彼のバックボーンを知れば……」


　余計な思考をしてしまうかもしれない。景国はそう言った。


　しかし────玖郎は首を振る。


「もう、遅おそいです」


「どういう意味ですか？」


「もう、十分に迷ってしまっています。僕は……一誠さんのことを知りたい」


「クロウ……」


「だから教えてください。一誠さんが昔に見た、〝輪廻アルマ〟のことを」


「玖郎くん、それを──」


　知っていたんですか、と景国は目を見開く。玖郎は静かに首を縦に振った。


「はい。一誠さんがそれらしきことを」


〝輪廻〟の侵蝕段階。仮想人格の形成。玖郎の症状について一誠は、ある種の確信をもって語っていた。すなわち──「一度、同じ現象を見たことがある」。


「……いいでしょう」


　わずかに思考してから景国が言った。


「ならば教えましょう。一誠さんの……最初の対〝輪廻〟チーム、〝マキナ〟のことを」
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　立たて科しな一誠は十八年前、四十四歳の時に家族を亡くした。


　一誠は商社につとめるビジネスマンだった。各国に赴おもむき、物流をコントロールし、利益を得る。人との交流が得意な一誠は会社の中でも一目おかれる人材であった。


　事件は彼がオーストラリアに出向いた時に起きた。


　長い出張になることが分かっていたため、一誠は家族を現地に呼び、仕事に励はげんでいた。毎日の激務を癒いやすのは妻の献けん身しんと、十二歳になる娘むすめの笑顔。仲むつまじい家族であったと、当時の同どう僚りようは全員そう証言したという。


　それが、たった一日で崩ほう壊かいした。──街にジャームが現れたのだ。


　どこからともなく出現した巨きよ大だいな獣けものは、一誠が住んでいた街の中心で咆ほう吼こうを上げる。大気が怯おびえるようにうなり、ねじれ、そして渦うずを巻いた。……現れた八つの竜たつ巻まきは街を完かん膚ぷ無きまでにすりつぶし、消しよう滅めつさせるのに十分すぎる破は壊かい力を生んだ。


　一誠はその街で生き残ったひとりだ。いや、生き残ったという言葉はふさわしくない。家ごと地面に叩たたきつけられた彼は、一度死亡し──そしてオーヴァードとして蘇よみがえった。


　その時、一誠が見たものは変わり果てた家族の屍しかばね。妻はありえない方向に首が折れ、娘は小さな体が無む惨ざんにもねじ切られていた。彼を癒やしていた笑顔はすでになく、その顔を染めるのは苦く悶もんと絶望。


　みずからも痛みで動けぬ中、一誠は愛する家族の遺体越ごしに、悠ゆう々ゆうと街を去るジャームの姿を網もう膜まくに焼き付けた。


　……一誠にＵＧＮと名乗る連中が接せつ触しよくしてきたのはすぐのことだ。


　オーヴァード、レネゲイド、ジャーム。世界の真実を知った一誠にＵＧＮは協力を要よう請せいする。一誠は二つ返事でＵＧＮに入ることを承しよう諾だくした。条件は家族の仇かたきを追わせること。


　──そして一年の時が経たつ。


　尽つきぬ執しゆう念ねんによる鍛たん錬れんは、短い時間で彼を有数の戦士に変えた。くすぶり続ける怒いかりの下にかつての笑顔を封ふうじ、ただ仇を追うことに命を費やす一誠は同じオーヴァードをして〝修しゆ羅らのよう〟と呼ばれた。


　当時、一誠はその身を〝ＵＧＮ日本支部対特とく殊しゆ能力対応班〟に置いていた。チームの目的は通常よりもさらに特異な力を持つ個体を制圧すること。ピックアップされたリストの中には一誠の仇である、風を操あやつるジャームもいた。


　そのチームに配属されたのは一誠を含ふくめて三人。


　太陽のような笑顔が印象的な女性、城じようヶが崎ざきヒナタ。大人しく口数は少ないが、思し慮りよ深ぶかく物事を考えられる青年、汐しお見み麟りん太た郎ろう。彼らとの出会いが一誠の運命を変えてゆく。


　結成当時、一誠は独断行動が目立った。ヒナタは砂を扱あつかう後衛、麟太郎は肉体能力で相手を止める前衛、一誠は指揮を兼かねた中衛というコンセプトで作られたチームなのにもかかわらず、彼は敵をすべて自分の手で倒たおそうと行動した。一誠にとって仇以外のジャームは〝自分が強くなるための餌えさ〟にしか過ぎなかったのだ。


　他のふたりはそれぞれに一誠を咎とがめたり、たしなめたりを繰くり返かえすが、復ふく讐しゆうにはやる男は止まることはない。逆に一誠も干かん渉しようされること自体にストレスを溜ためてしまう。


　そして、ある日──。


「ね、私たち家族にならない？」


　ヒナタが唐とう突とつに爆ばく弾だんを投下した。


　ＵＧＮ日本支部内にあつらえられた専用のブリーフィングルーム。ミッションを終え、その事後会議を終えたばかりのタイミングだった。席から立ち上がりかけたまま一誠は眉まゆをひそめ、麟太郎も前まえ髪がみに隠かくれた目を見開いている。


「あれ、聞こえなかった？」


　凍こおり付いた空気の中、それを生み出した張本人だけが平然と言葉を続ける。


「──何を馬ば鹿かな」


　一誠は底冷えする声で答えた。


「寝ね言ごとを言う暇ひまがあれば訓練でもしてろ。……家族だと？　バカバカしい」


　苛いら立だちを隠すつもりすら無い。


　一誠は鼻をひとつ鳴らして背を向ける。それで今日の話は終わり。空気は険悪になったが、それは今までも同じこと。


「自分の家族のことを気にしてるの？」


　ヒナタが追い打ちをかけなければ。


「──！」


　一誠が肩かた越ごしにヒナタを睨にらむ。むき出しの怒りを受けても、ヒナタは動じずに続けた。


「一誠さんが家族を亡くしたことは知ってるよ。だからこそ、こういうことを言ってる」


　睨み合う一誠とヒナタ。麟太郎は沈黙を保ち、注意深く様子を見ている。


「オレの仇討ちと、お前のくだらない提案に何の繫つながりがある。……お前も同じくジャームによって家族を失った身だろう。仇を討つことだけ考えていればいい」


　吐き捨てる一誠。だがヒナタは首を横に振ふる。


「──それはできないよ」


「なぜ？」


「家族の方が大事だから」


「……？」


「いなくなった家族のことじゃなくて、ここにいるふたりのこと」


「…………勝手に家族にするな」


「家族同然だよ。帰る家が同じで、互たがいに命を預けて、似た傷を負ってる。チームメイトだけじゃ足りない。仲間でも足りない。だから──」


　家族になろう、とヒナタは同じ言葉を繰り返す。視線に押され、一誠は目を背けた。


「オレの、家族は……もういない」


　嚙かみしめた歯の間から本音が漏もれる。


「知ってる。……私の家族も、麟太郎の兄弟も帰ってこない」


　うなだれ、傷ついた口調のままヒナタは言った。


「私たちは皆みな家族を喪うしなった。だからこそ同じ思いを共有していけるはずだよ」


　三度、同じ提案をするヒナタ。我が慢まんしきれずに一誠は彼女に詰つめ寄よった。


「なんで──お前はそんなことを言う？」


「…………」


「ヤツらが憎にくいだろう？　引ひき裂さいてやりたいだろう！　ズタズタにして、すりつぶして、この世にいた形けい跡せきすら無くしてやりたくなるだろう!?」


「…………なるよ」


「それならままごとをしている時間はない！　そうだろうが！」


　息を荒あららげ、唾つばを飛ばし、一誠は怒ど鳴なる。


　だがヒナタは静かに首を横に振り、そして言った。


「私のね、おばあちゃんがよく言ってたの」


　胸に手を当て、目を閉じて──


「誰だれかを憎むより、誰かを好きになりなさい」


　歌を歌うように、朗ろう々ろうと。


　ヒナタは一誠の瞳ひとみを正面から見み据すえる。その瞳の向こうに、一誠は太陽の光を見た……気がした。


「一誠さん、私もヤツらが憎いよ。辛つらくて悔くやしくて眠ねむれないことなんてしょっちゅうある。……でもさ、ダメなんだよ。どれだけのことを犠ぎ牲せいにしても、アイツらは倒せない」


「だから──」


「だから！　一誠さんが心配なんじゃない！」


「っ!?」


「ひとりで無理をして！　いつも死にそうになって！　心配もさせてくれなくて！」


「お前には関係のない──」


「関係あるよ！　やっと出会った、同じ傷をもった人なのに！」


　必死で叫さけぶヒナタ。なぜか一誠は突つっぱねることができない。


　そこに、今まで黙だまっていた麟太郎が手を挙げて言った。


「ボクも……、家族になる話、賛成です……」


「お前もか」


　辟へき易えきとした口調で一誠が答える。麟太郎はゆっくりとうなずいた。


「ヒナタの話は……、唐突だとは思いますが……、効率的です」


「効率？」


「ボクらの敵は……、強い。がむしゃらになって勝てる連中ではないことは……、一誠さんも……もう、わかっているでしょう？」


「ああ」


「ヤツらを倒すためには……、ふたつの要素が必要です。すなわち……、時間と協力です」


「……説明してみろ」


「はい……。ボクたちひとりひとりでは……、あの怪かい物ぶつには勝てません。そのために……ボクたちはチームを組んでいる。でも……」


　ヒナタと一誠を交こう互ごに見やり、麟太郎は本音を吐はき出す。


「三人が協力しても……、やっぱりあの敵には……、勝てない」


　ヒナタも、一誠も、麟太郎の言葉に異論を挟はさむことはなかった。この数か月の戦せん闘とうで、敵の強さが想像以上であることは身にしみて感じていたからだ。


「だからボクたちは……、強くならなければなりません。個人としても……、チームとしても……」


「だから時間、か？」


　一誠の言葉に麟太郎がうなずく。


「家族になって相そう互ご理解を深めることは……、チーム戦力を向上させます」


「そのために我慢してままごとに協力しろってか？」


「それだけじゃ、ありません……」


　すう、と麟太郎の瞳が一誠に向けられる。どこまでも深く、吸いこまれそうな漆しつ黒こく。ヒナタとは対照的な静かな瞳だ。


「憎ぞう悪おだけじゃ……、保もちません」


「どういう意味だ」


「これからボクらは……、何度もヤツらに負けるでしょう。憎悪だけじゃ……、自分を保てません……」


　精神の崩ほう壊かい、自我の消滅。オーヴァードにとって、それは活動不能以上の意味を持つ。ジャーム化──理性無き化け物となることは、すなわち憎い仇と同じ存在に成り果てることを意味する。


「だから家族になるのは……意味があります」


「ね、一誠さん。聞いて」


　後を継ついだのはヒナタだ。


「私たちもね。それぞれの仇が憎いんだ。家族を、大切な人を殺した怪物が憎い。……だけど、それ以上に思うんだ。もう親しい人を亡くしたくないって」


　絞しぼり出だすように彼女は言う。


「ひとりで死んじゃイヤだよ、一誠さん……」


　うつむいたヒナタの頰ほおに──ひとしずくの涙なみだが落ちる。


　ズキン、と頭が痛んだ。


「く──」


　一誠は右手で顔を覆おおった。


　あの日、家族を失ってから。レネゲイドに侵おかされ、人であることを止やめてから。こんなに純じゆん粋すいに想われたことはあっただろうか。


　頭痛が止まらない。


「ヒナタ……」


　涙をこぼすヒナタの背を、麟太郎がそっと撫なでる。


「なんでだ……」


　そんなふたりに、うめくように一誠は問うた。


「なんでそこまでお前はオレを死なせまいとする」


「さっき言ったよ」


　ヒナタは赤い目を向け、言い放つ。


「同じ境きよう遇ぐうだから。同じ傷を持っているから。だから──死んで欲しくない」


「僕も……、同じです……」


　ふたりの言葉で、ようやく一誠は理解する。


　自分は、ただぬくもりから目を離はなしていただけなのだと。


　家族が居なくなり、世界がねじ曲がり、温かなものなど何も残っていないと思っていた。安らげる場所など残されていないと思っていた。……いや、あってはいけないと思い込んでいた。


　だが、すぐ側そばにあったのだ。変へん貌ぼうした世界でも、戦場の中でも、温かなものが。


　それを認めるのが怖こわかったのだ。


「一誠さん？」


　急に話すのを止めた一誠を不思議がり、ヒナタがのぞき込む。


　一誠は手で顔を覆ったまま言った。


「…………わかった。お前の誘さそいに乗ってやる」


「え──？」


「家族にでもなんでもなってやる、って言ったんだ」


「ほ、ほんとに!?」


「ああ。それがヤツらを倒たおすのに必要ならなんだってやってやる」


　なんて。


　なんてひどい言い訳だろう、一誠は言う。本当はヒナタたちに感謝したいくらいなのに。


「やった！　じゃあこれからは私たち、仲間で家族だね！」


　だがそんな自己嫌けん悪おも、素す直なおに喜ぶ少女を見ているだけで薄うすれてくる。


　その笑顔の向こうに──死んだ妻と子の姿が見えた。


　──すまん、忘れたわけじゃない。


　一誠は声に出さずにそうつぶやく。そうして、彼らは家族となった。





　それから、一誠たちは可能な限り寝しん食しよくを共にするようになった。


　衝しよう突とつすることも多かった。とにかく喧けん嘩かをしたのは一誠とヒナタだ。楽観的で抜ぬけの多いヒナタを、曖あい昧まいな部分を許さぬ一誠が叱しかる。だがヒナタは反省の色を見せず、それが一誠の神経を逆なでする。両者を取りなし、ヒナタを謝あやまらせるのは麟太郎の役目だった。


　一誠に笑顔が戻もどってきたのはこの頃ころからだ。持ち前の面めん倒どう見みの良さも復活し、かつて羅ら刹せつのようだと恐おそれられていた男は、いつの間にかＵＧＮ日本支部でもっとも頼たよりになる人物のひとりとなっていた。


　そして二年後。一誠たちは名実共にＵＧＮ日本支部最高のチームとなっていた。互いを完全に把は握あくし、なおかつ信じすぎることはない。最低限のコミュニケーションをもって、相手の力を一二〇％を引き出し、かつ甘んじることなく個の実力を上じよう昇しようさせ続ける。そんな彼らを多くのエージェントが憧しよう憬けいの目で見た。


　死線を幾いく度どもくぐった。奇き跡せきなど何回起こしたかわからない。その結果、一誠たちはリストアップされた特とく殊しゆ個体のほぼすべてを撃げき破はしていた。残るは──一誠の仇かたきであるあの風を操る化け物のみ。


　そんなある日のことだ。ヒナタと麟太郎が改まった顔で一誠の部屋を訪おとずれたのは。


「あの……、すみません、ちょっと……」


「話があるんだけど、入ってもいいかな？」


「あ？　ああ、構わんぞ」


　どことなくよそよそしい、というか緊きん張ちよう気味のふたりを中に招き入れる一誠。


　リビングのソファーに座った後も、ふたりはどうにも様子がおかしかった。麟太郎はいつもの落ち着きが無く、もぞもぞと体を動かし続けている。ヒナタは笑みを浮うかべているが、変にテンションが高く、しまりがない。


「なんだよ、さっきから。おかしいぞお前ら」


　ミネラルウォーターをグラスにつぎ、テーブルの上に置きつつ一誠は言う。


「用件があるなら早く言え。遠えん慮りよなんかする間あいだ柄がらじゃねえだろ」


「え、と……、その、ですね」


「あ、あのね、一誠さん」


　ふたりは同時に口ごもってから、ヒナタが意を決したように言う。


「私たち、結けつ婚こんしようと思うんだ」


「…………はぁ!?」


　素すっ頓とん狂きような声を出し、思わず席を立ち上がる一誠。


「おい、そりゃどういう……」


「こ、言葉通りの……、意味です」


　視線を向けた麟太郎もおずおずと肯こう定ていする。


「ちょ、ちょっと待て。ちょっと待てよ」


　一誠はその場でグラスの中身を飲み干し、深呼吸を繰くり返かえす。そしてひときわ大きな息をひとつ吐き出すと、あらためてふたりに向かい合った。


「それで……なんだって？」


「うん、結婚しようと思うの」


　同じ言葉を口にするヒナタを見て、一誠は聞きき違ちがいではなかったことを認識する。


「あー、その、だな」


　苦い顔で頭をかき、椅い子すに座り直す一誠。


「オレも馬ば鹿かじゃない。お前らがそういう仲であることは知っていた」


　ふたりはこれまでずっと支え合ってきた。そこに愛情が生まれるのは自然な流れだ。むしろ成就するまでに一年近くかかったのは、ひとえに麟太郎が奥手だったせいだろう。


「だが、結婚となるとＵＧＮがいい顔しないぞ」


　一誠は眉まゆを寄せてそう答えた。


　一誠たちは替かえの利きかないチームだ。結婚となれば戦力に影えい響きようが出てくる。そう簡単に首を縦に振ふらないであろうことは明白だった。


「上には最後の敵を倒したら言う。……けど、その前に一誠さんには伝えておきたくて」


「驚おどろかせてしまって……、すいません」


　屈くつ託たくのない笑みを浮うかべるヒナタ、ぺこりと頭を下げる麟太郎を交互に見つつ、一誠はひとつため息をついた。


「合間に滑すべり込ませる訳か。最後のアレを倒せば、チームがどうなるかわからんからな」


「そう、そういう感じ」


「ふん、小ずるい手を使いやがって。まあ、そういうことならオレは別に何も言わん。……いや、上がごねたら一いつ喝かつしてやる」


「ありがとう、ございます」


「礼なんていらねえよ。しかし、そうか、結婚か……」


　グラスに新しい水を注ぎ、それを揺ゆらしながら一誠がつぶやく。事実を言葉にして確認すると、自然と笑えみが浮かんだ。


「とうとうそこまで来たか、お前らも」


「うん。……本当の家族になりたくて。我が慢まんできなかった」


「お前はホントに欲よく張ばりな女だな。チームじゃまだ物足りないか。……おい、麟太郎。ホントにこいつでいいのか？」


「ボクに……、異論はありません。彼女の側にいるのが……、幸せですから」


「か～、よくできた男だよお前は。ったく」


　ふん、と鼻を鳴らし、一誠はにやりと笑みを浮かべる。


「──おめでとう。我が事のようにうれしいぜ」


「ありがとう、一誠さん」


「ありがとうございます」


　ふたりはそろって頭を下げ……、ヒナタがいち早く顔を上げると言った。


「でね、でね、もうひとつお願いがあるの」


「あ？　なんだ？」


「私たちの子の、名前を考えてくれない？」


「……おい、まさかお前らもう……！」


「いえ……、今すぐに出産の予定があるわけでは……、無いのです」


　色めき立つ一誠を麟太郎が抑おさえる。一誠は胸をなで下ろした。


「なんだよ、ビックリさせて。身重で戦いにかり出す羽目になるかと思ったじゃねえか」


「それは、ボクがさせませんよ。ただヒナタが……」


「私、結婚したらすぐに子供が欲しいんだ。家族を増やしたいの」


　うきうきとそう語るヒナタ。


「で、その名前をお願いしたいなって！」


「気が早いな。……うれしい申し出だが、辞退させてもらうぜ。最初の子だったらお前らが付けた方がいいだろ」


「いえ、ボクも……、一誠さんにつけてもらいたいのです」


「おい、麟太郎まで……」


「ふたりで相談して決めたんだよ」


　ヒナタは胸を張って言う。


「名付け親って言うじゃない。一誠さんにも私たちの子の、親になってほしいの。そうすればホントに家族になれるでしょ？」


「──っ！」


　屈託無く飛び出したその言葉に不意をつかれ、一誠はわずかにうつむいて視線を逸そらす。目の奥の熱さを隠かくしておきたかった。


「お前らは、よくもまあ……」


　その後は言葉にならない。ヒナタと麟太郎はそんな一誠を微笑ほほえみながら見守っていた。


「わかった、引き受けよう。涙なみだ流して喜ぶような名前をつけてやるから待ってろ」


「期待してるよー」


「お願い……します」


「でも子供が生まれたら一誠さんのことなんて呼ばせよう。……おじいちゃん？」


「おい！　オレはまだ五十前だぞ！」


「でも一誠さん、お父さんみたいなんだもの」


「お前が何かと問題起こすから、説教してるだけだ！」


　そこから先はいつものやりとりだ。


　この二年で培つちかった絆きずなを確かめるような、家族としての会話。


「ちっ、そんなに浮かれたままで敵にやられても知らんぞ」


「そんなことしないよー。戦せん闘とうになったらきちんとするもん」


「うん……、信用してる」


「ほらー、麟太郎だってこう言ってる」


「……麟太郎、お前はヒナタに甘すぎなんじゃないのか？」


「惚ほれた弱み……、です」


「お前ってヤツは……」





　それは、チーム〝マキナ〟にとっての頂点であった。


　三週間後、彼らは四度の敗北を喫きつしていた風の力を操あやつるジャームに、ついに勝利する。麟太郎も、ヒナタも戦闘不能直前のピンチに一誠が攻こう撃げきをねじ込んだ結果であった。元の家族を喪うしなってから約三年。一誠はついに復ふく讐しゆうを果たしたのだ。


　その数日後、麟太郎とヒナタは無事結婚。二か月後には妊にん娠しんが報告された。事実上の戦線離り脱だつ宣言にＵＧＮ上層部は抵てい抗こうを示したが、一誠の工作によって事なきを得たという。


〝マキナ〟再編に向けて動くＵＧＮを横目に、一誠たち三人はオーヴァードに覚かく醒せいして初めての平へい穏おんを味わっていた。新しく勝ち得た幸せがかつての傷を癒いやすのを感じつつ、一誠は平和を享きよう受じゆする。なるべく長く、この時間が続くことを祈いのって。


　だが一誠の祈りは天に届くことはなかった。この時、すでに幸福はほころびを見せつつあったのだ。誰だれにも気が付かれず、ゆっくりと。


　数か月後、最初に違い和わ感かんを覚えたのは麟太郎だった。彼は一誠に「ヒナタの様子がおかしい」と訴うつたえた。食しよく欲よくの過か剰じような増大、言動の変化、記き憶おくの欠落──。これら症しよう状じようを一誠は妊娠によるものだろうと判断し、麟太郎に「気にしすぎるな」と伝えた。事実、病院での検査でも異常は発見されなかったのだ。レネゲイドの侵しん蝕しよく率も含ふくめて。


　それが──致ち命めい傷しようとなった。


　数日後、ヒナタはＵＧＮ日本支部内の病院施し設せつで女児を出産。三日後、新しい命を連れて彼女が退院し……、その翌日に事件は起きた。





　──リビングの惨さん状じように、一誠は思わず足を止めた。


　ベージュの壁かべ紙がみはグロテスクな芸術を表現するキャンバスと化していた。汚よごれた赤で描えがかれているのは巨きよ大だいな顔。円と点だけで構成されたシンプルな笑顔の端はしには、筆代わりにされた誰かの下半身。


　床ゆかにはソファーやテレビ、テーブルがことごとく破は壊かいされ、破片が山のように積み上げられている。がれきの山を彩いろどるのは壁と同じく血液の赤。その祭さい壇だんめいた頂上で──。


「ふ、はは、はははははははは……」


　ヒナタは空くう虚きよな笑い声を上げ、肩かたを震ふるわせていた。彼女は手も足も顔も衣服も血に染め、その懐ふところには──。





　もはや動かぬ、麟太郎の上半身を抱えていた。


「ぐ……っ！」


　一誠は唇くちびるを嚙かみしめた。口の中に鉄の味が混じる。


　緊きん急きゆう事態を告げるアラートがあったのが一分前。イヤな予感にせき立てられて、一誠がやってきたのは……ＵＧＮ日本支部にあるヒナタと麟太郎の部屋だ。


　ふたりが仲むつまじく暮らしていた場所はもはやない。ここはすでに惨さん劇げきの舞ぶ台たいに取って代わられた。


「ヒナタ、お前……！」


　変わり果てた光景を前に、一誠は叫さけんだ。


「どうしたんだ、一体!?」


「…………どうした、とな？」


　ヒナタは顔を上げ、一誠を睨ねめつける。


　その瞬しゆん間かん、一誠は理解した。これはヒナタではない、と。


　陽光の笑顔は消え失うせ、うかべているのは得体の知れない薄うす笑わらいだ。瞳ひとみの奥では黒く煮にこごった、狂きよう気きの泥どろが泡あわ立だっている。伝わってくるのは──獲え物ものを前にした獣けものの愉ゆ悦えつ。


「これはまた、異な事を言う」


　足下からつま先まで視線を這はわせ、ヒナタは舌なめずりをする。
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「お前は……、なんだ？」


　思わず一誠はそう口走っていた。ヒナタに、いやヒナタの顔をした何かに。


「ヒナタに何をした……！　麟太郎をやったのはお前か！」


「カカッ、騒そう々ぞうしい餌えさよ。……そうか、コヤツらの名前はヒナタと麟太郎と言うか」


「……なに？」


「うっすらと覚えてはいたが、個体名までは認識していなかった。この目では顔の認識も変わってしまうからのう。ただし──」


　ぎょろり、とヒナタの瞳が一誠をのぞき込む。


「主のことだけはようく覚えているぞ？　前の肉体にとどめを刺さした個体よ」


「お前は……？」


「この期に及およんでまだ理解できぬか。……では、これでどうだ？」


　ヒナタが口の端はしをつり上げると共に、ふわりと風が吹ふき付つけた。


　ゆるやかな風は渦うずを巻き、見る間に小型の竜たつ巻まきへと変わってゆく。細切れになった家具たちが舞まい上がり、即そく席せきのつぶてとして一誠の肌はだを切きり裂さいた。


「この力は、まさか──」


　腕うででとっさに目を護まもった一誠は、信じられないとばかりにうめく。


　ヒナタの能力は「砂操作」。竜巻を起こす力など無い。そんなことができるのは──。


「ようやく認識したか？　我が何であったかを」


　愕がく然ぜんと言葉を失う一誠を眺ながめ、ヒナタがくつくつと喉のどを鳴らす。


「我は主が殺した、あの獣よ。暫しばし前には世話になったのう」


「──っ！」


「信じられぬ、といった風ふ情ぜいだな？」


「あたり、まえだ……！」


　驚きよう愕がくを[image: ]のみ込んで、一誠は言葉をぶつける。


「殺した化け物が蘇よみがえるなどと信じられるか！　ましてやヒナタに取とり憑ついたなど！」


「だがこれは真実よ。でなければ今ココにいる我をどう説明する？　こんな姿になったこの男をどう説明する？」


「て、めえ……！」


　ぶらぶらと麟太郎の頭部をもてあそぶ姿に、一誠が歯を食いしばる。


「カカ、いい憤ふん怒ぬだ。餌を彩るにちょうどいい」


　対するヒナタは舌なめずりで一誠の怒いかりを迎むかえる。


「その炎ほのおに薪まきをくべてやろう。……この娘むすめの心はすでに我が喰くらい尽つくした。抵抗も見せたが所しよ詮せんは人間。もはやこの体は完全に我の物だ」


「お前は、何者なんだ……!?」


「我らはアルマ・レグナム。原初の蛇へびから分かたれ、殺し合いつつひとつに戻もどらんとするもの。主らを餌とし、喰らうもの。わかりやすく言うならば──」





「主らの天敵よ」





「天敵、だと……！」


「そう。こやつは最後まで娘の身を案じておったのでな。少し娘の振ふりをしたら隙すきだらけになりおった。これだけの力を蓄たくわえている割に、間の抜ぬけた男よ」


　ふん、と鼻でひとつ笑い、アルマ・レグナムは麟太郎の首をゴミのように投げた。家具の破片の上を転がり、絶望と虚きよ無むのみを映した青年の視線が一誠を捉とらえる。


　ブツン──と、一誠の中で何かが切れる音がした。


「お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　矢のようにアルマ・レグナムに飛びかかる一誠。同時に腰こしの後ろに据すえられたバネ付きの鞘さやからナイフが飛び出て、ベテランエージェントの手に収まった。銀の閃せん光こうが細い首めがけて走り、冷たい刃やいばが肉に迫せまる。


　だがその攻撃は──唐とう突とつに発生した風によって弾はじかれた。


「容よう赦しやの無い餌よ。肉体は主の仲間だというのに」


「……だからこそだ」


　嚙みしめた歯の間から言葉を絞しぼり出だす一誠。


「ヒナタの手を、ヒナタの体を、これ以上血で染めさせるものかよ！」


「カカカ！　救うためならば肉体を殺すのもいとわぬか！　さすがは我を殺した男よ！　面白い！　もう一度我を殺せるならばやってみるがいい！」


　嘲ちよう笑しようと共に、ヒナタの顔をどこからともなく現れた仮面が覆おおっていく。骨を思わせる白に、血のような紅くれないの隈くま取どり。あの風を操るジャームが着けていた仮面そのものだ。


「言われずとも！」


　そして──再び戦いは始まった。


　一誠の能力は簡単に言えば〝洞どう察さつ力〟だ。相手の仕草や動き、戦場の状じよう況きようや態勢など、あらゆる情報を加味して次の展開を予測する。ただ読むだけではなく、自分の行動によって予測を正確化、相手を特定の状況に追おい詰つめる戦闘方法は力押しでは決して破られない。


　だがしかし、そんな一誠にとって目の前の相手は最悪と言えた。


　突とつ然ぜんに現れた敵は前情報が無く、その肉体はヒナタのものだ。死んでも他の人間に取り憑いて蘇るなどという存在相手に、人間の思考法がどれだけ通用するのかわからない。


　加えて言えば相手の能力との相性が悪い。ノーモーションで大気を動かし、風を起こし、衝しよう撃げき波はを生み出すアルマ・レグナムの力は感知することが難しく、予測が通用しない。


　それは──例えるならば蜘く蛛もの糸を綱つな渡わたりするような戦いだった。


　一誠の取った戦術は、「わざと攻撃を受ける」こと。衝撃波の発生感覚や法則、力の強さ、アルマ・レグナムの思考などを、文字通り自分の身に刻む方法だ。


　あちこちの骨が折れ、肉が爆はぜ、体中から血を流しつつも致命傷だけを避さけ続け、一誠は一撃を狙ねらい続ける。戦場が狭せまい部屋の中であったこと、以前のアルマ・レグナムと戦ったことがあったことが、一誠にとっては文字通りの命いのち綱づなだった。


　対して、なぶるように戦うアルマ・レグナム。容赦なく、丁てい寧ねいに、確実に一誠を追い詰めていく敵に油断はない。距きよ離りを保ち、隙を見つけては攻撃を重ねていく。


　本来ならば、戦いはそのまま終わっただろう。一誠はよく粘ねばっていたが、それだけだ。スタミナか精神力が切れた時点でとどめを刺されていた。だが──。


「ク…………」


　異変は唐突に、予兆無く起きた。


　アルマ・レグナムの動きが鈍にぶくなったのだ。あざ笑う言葉ばかりを吐はき出していた口をピタリと止め、眉み間けんにしわを寄せる。


「──！」


　そのかすかな兆候を、一誠は見み逃のがさず、そして迷わなかった。渦うず巻まく風の刃に身をさらし、いくつもの切り傷ができるのも構わず、強ごう引いんに詰め寄る。


　目の前に仮面をかぶったアルマ・レグナムの、ヒナタの姿。動どう揺ようの気配から脱しないうちに──、一誠はナイフを彼女の胸の中心へと突つき落おとす。肉を破り、骨を断ち、そのまま床に縫ぬい止めるほどに、力強く。


「グ、ガ……ッ！」


　くぐもった声を漏もらすアルマ・レグナム。


「カ、カカカカ、ぬかったわ」


「……人間を、ヒナタをなめるからそうなる」


　一誠は冷れい徹てつに指し摘てきする。


「ヒナタが干かん渉しようした。だからお前は隙を見せた。……違ちがうか？」


「想像の通りよ。まさかまだ抗あらがう力があったとは……」


　嘲笑と共にアルマ・レグナムが一誠の言葉を認める。


　ベテランエージェントは眉まゆひとつ動かさず、吐き捨すてるように言った。


「ならば、今話すべきはお前じゃない。お前に勝った……ヒナタのはずだ」


　投げつけられた冷たい意志に、アルマ・レグナムは言葉を返しはしなかった。ただ、顔を覆う仮面が塵ちりのように消え去り……、その下から見慣れた苦笑いが現れる。


「ヒナタ！」


「い、っせい、さん」


　ごぼり、ごぼり、とイヤな音を立てながらヒナタはしゃべる。肺を貫つらぬいたのだ。息をするだけでも辛つらかろう。一誠が拳こぶしを床ゆかに叩たたきつける。


「ヒナタ、すまん……！　オレは……！」


「私のことなら、いいから、一誠さん。……お願いが、あるの」


「なんだ？　なんでも言え。オレが絶対にかなえてやる」


「ありが、とう。……ふたつ、あるのね。びっくりするかもしれないけど、聞いて？」


「ああ、聞いてるぞ」


　一誠が返事をすると、ヒナタは懸けん命めいに痛みと闘たたかいながら言った。


「あのね、私を──殺しちゃ、だめ」


　ヒナタが切せつ迫ぱくした視線で一誠を見つめる。


「私を殺したら……、またコイツが誰だれかに、取り憑いちゃう……」


「なんだと……!?」


「わかる、の。コイツらは、〝そういうもの〟だって……」


「そんな……、倒たおせないとでもいうのか！」


「それは、わからない。けれど──」


　ごふ、とヒナタは少量の血を吐き出してから言った。


「封ふう印いんすることなら……できるよね？」


「まさか、お前！」


「さすが、一誠さん。すぐに、わかって、くれた」


　微笑ほほえみをもってヒナタは一誠の思考を肯こう定ていする。


　つまり彼女はこう言っているのだ。ヒナタの中にアルマ・レグナムを留とどめておくために、彼女を殺さずに封印しろと。


「わかる、はず、だよ。それしか、無いって……」


　笑え顔がおのまま、熾し烈れつな言葉を続けるヒナタ。


　一誠は奥歯を嚙かみしめる。彼女の言葉の正当性は痛いほどに理解できた。一誠たちはまだ、アルマ・レグナムを滅ほろぼす策を持っていないのだ。だとすれば新たな犠ぎ牲せい者しやを作るよりも、ここで封印することが上策。


「だが……！」


　だがそれは、ヒナタを先の見えぬ拷ごう問もんにかけるようなものだ。死ぬことも許されぬ、永遠の苦痛を与あたえ続けることと同義だ。


　一誠の拳から血が滴したたる。


「いいの、一誠さん」


　それでもヒナタは微笑んで首を振る。


「どうせ私が正気でいられるのは、もう数分だから……」


「ヒナタ……」


「その代わり、もうひとつのお願いを聞いて？」


「ああ」


　一誠はヒナタの瞳ひとみを見つめる。いつか見た陽光のきらめきは、もうそこにはなかった。


「──私と麟太郎の子を、護って」


　ヒナタの視線がリビングの奥、唯ゆい一いつ傷のひとつも入っていない扉とびらを指す。


　その向こうからはかすかに赤あかん坊ぼうの泣き声が漏れ聞こえる。


「ああ、あの子、泣いてる……」


　ヒナタは扉へと手を伸のばす。だがそれは腕うでが震ふるえただけで、数センチも動かない。


　口くち惜おしそうに目を伏ふせ、ヒナタは言った。


「一誠さん、あの子の名前、考えてくれた？」


「ああ。──陽はる菜なってのはどうだ？」


「私の名前から連想したの？　意外と単純ね、一誠さん」


「それだけじゃない。響ひびきが気に入ったんだ」


「そうね。……陽菜。陽菜」


　確かめるように、自分の子の名前を幾いく度ども口にするヒナタ。


「陽菜。本当なら、あなたの幸せを見届けてあげたかった。色んなことを教えてあげたかった。でも──、私にも、麟太郎にも、それはできなくなっちゃったから」


　その目からひとしずく、涙なみだが伝った。


「だから、私たちの最後の家族に、あなたを託たくすわ」


　そしてヒナタは一誠を見る。一誠はその細い手を取った。


「一誠さん、お願い……」


「ああ、任せておけ」


「よかった。それじゃあ──」


　ヒナタの笑顔が、再び白い仮面に覆われてゆく。それでも最後にヒナタは太陽を思わせる笑みを浮うかべ、言った。


「じゃあね、一誠さん」





　こうして、汐見ヒナタはこの世からいなくなった。


　一誠は駆かけつけてきたＵＧＮエージェントに即そく座ざの封印を指示。アルマ・レグナムとして蘇そ生せいする前に、ヒナタはその肉体ごと極低温の檻おりに閉じ込められた。決して出られぬ幾いく重えもの束そく縛ばくと共に。


〝マキナ〟はこうして崩ほう壊かいした。だが──一誠の戦いはこれが再度の始まりであった。


　この後、一誠は周囲の皆みなが驚きよう愕がくし、畏い怖ふするほど精力的に活動を始めた。


　最初に手を付けたのはアルマ・レグナムの徹てつ底てい的てきな調査だ。どんなかすかな手がかりでも手に入れればその真しん偽ぎを確かめた。情報を得るためには封印してあるヒナタの体をも使い、必要であれば自分自身を実験素材とした。


　その甲か斐いあって、ＵＧＮは短期間で多くの情報を手に入れた。


　アルマ・レグナムと同じ性質の個体が複数いること。彼らは死亡しても次のオーヴァードに取とり憑つき蘇よみがえる、言わば限定的な不死であること。彼らを滅ぼすことができるのは、同種の力のみ。……今では基本とされている知識はすべて一誠が手に入れてきたものだ。


　ＵＧＮはアルマ・レグナムと同じ特性を持つ個体を〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟と呼こ称しようすることを決定。大きな被ひ害がいを出す〝輪廻アルマ〟に対し、独自の対策を練る方針に動いた。


　ここでも一誠は無類の活かつ躍やくを見せる。


〝輪廻〟たちが仮面を媒ばい介かいにして力を使用していることに目を付け、仮面そのものを武器に組み込めないかと思案を始めたのだ。


　そうして数え切れないほどのトライ＆エラーを繰くり返かえし、作りあげたのが〝輪廻〟の──ヒナタの仮面を組み込んだ機械槍である。一誠はこれに不死殺しの念を込め、〝無限を断つ槍デウス・エクス・マキナ〟と名付けた。現在までＵＧＮ内ではこれ以外に〝輪廻〟を殺す術はないと言われている。


　これほどまでに一誠が功績をかき集めるのには理由があった。


　──陽菜である。


　陽菜には生まれながらにしてひとつ大きな問題があった。それは彼女が「〝輪廻〟感染者の実の娘むすめ」であり、先天的なオーヴァードであることだ。つまり陽菜は母親であるヒナタのレネゲイドを──〝輪廻〟のレネゲイドを継ついで生まれてきたことになる。


　もちろん〝輪廻〟は接せつ触しよく感染するものではない。あくまでも今の〝輪廻〟が死亡し、次の〝輪廻〟が生まれる、そういうシステムだ。母子感染で娘が〝輪廻〟になることはない。


　だが、それでも疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるものはいる。陽菜はいつか母親と同じようになる、という根も葉もない噂うわさは常に存在していた。そういった無形の悪意から陽菜を護まもるために、一誠は功績を積み上げたのだ。自分の影えい響きよう力で陽菜に余計な手出しをさせぬように。


　同時に、一誠は陽菜にオーヴァードとしての生き方を授け、あえて戦せん闘とう技術をたたき込んだ。そうすることによってＵＧＮ内に、そしてこの世界に居場所ができると信じて。


　──結果として、一誠の願いは叶かなうことになる。


　彼が開発した機き械かい槍そうは誰でも扱あつかえる物ではなかった。機械の力を借りても、〝輪廻〟の仮面の力を引き出せるのは、仮面にある程度以上の干渉ができるもののみだった。多くのエージェントが試したが、干渉に成功したのはふたりのみ。すなわち「一度アルマ・レグナムを殺した一誠」と、「同じレネゲイドを継いだ陽菜」だけ。


　つまり陽菜は自然と機械槍の後こう継けい者しやという立場になってしまったのだ。


　この事実を一誠は僥ぎよう倖こうと思うことにした。〝輪廻〟に立ち向かわねばならぬという巨きよ大だいな宿命はあるにせよ、自分の活動が直接陽菜に残せることを幸運と捉とらえたのだ。


　そして、一誠の活動はさらに加速する。世界各地で〝輪廻〟と戦い、機械槍の精度を高め、陽菜を鍛きたえ、心を教える。


　駆け抜ぬけるように数年の時は経たち、無理をしてきた一誠はついに「侵しん蝕しよく率基本値の上じよう昇しよう」という名目で引退を余よ儀ぎなくされる。引退に際し、老エージェントが発した言葉は「まあ、仕方がないな」であったという。


　その後、本人の希望により人ひと里ざと離はなれた山奥へと隠いん居きよ。今に至る。


　これが立科一誠というエージェントが歩んできた軌き跡せきであった──。
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　一誠は足音を立てぬように注意深く動き、同じく音を立てぬように静かに扉を開く。


　カーテンによって夕陽を遮しや断だんし、作られた薄うす暗くらがり。簡素な部屋にあつらえた簡素なベッド。高校生の少女の部屋とは思えぬ殺風景な風景の中、部屋の主である陽菜は規則正しい寝ね息いきを立てていた。


　一誠はベッドの側そばまで近づくと、陽菜の寝相を見て苦笑いをうかべる。


「なんでお前はいつまで経っても毛布をかぶるのが下手なんだろうな」


　自分以外には聞こえないほどのつぶやきを漏もらし、はだけた毛布を掛かけてやる。陽菜自身はまるで気にした様子もなく、寝息も乱れない。


「お前は、きっと怒おこるだろう」


　しばし寝顔を見つめていた一誠は、ぽつりと言う。


「いや、オレを憎にくむかもしれんな。……それは甘んじて受けよう」


　そっと一誠は拳こぶしを握にぎる。老エージェントは静かに炎ほのおをともし、覚かく悟ごの言葉を述べる。


「それでも、お前にオレと同じ苦しみを味わわせたくはない」


　その言葉に、陽菜は応こたえない。


「許してくれとは、口が裂さけても言えないが。これだけは言い置いておく。──すまん」


　そう言って一誠は背を向けた。入ってきたときと同じように音を立てず、そのままマンションを出て行く。決して一度も振ふり返らずに。


　……一誠がミスを犯したとすればこの時だろうか。


　感傷に浸ひたっていた老エージェントは気づくことはなかった。


　部屋の扉が閉まった後に、陽菜の寝息が止まったことを。少女のまぶたがゆっくりと開き、その瞳に決意の光をともしていたことを──。




Phase3　受け継がれる意志




　夜の街を玖く郎ろうとアシュリーが歩く。


　行き交かう車、すれ違ちがう人々、映る家々はすべていつもと変わらず、日常を刻んでいる。玖郎たちオーヴァードを除いて、無情にも。


　主要幹線道路の横に備えられた歩道をたどりつつ、玖郎はふと足を止めた。


「どうかしましたか、クロウ」


　後ろを歩いていたアシュリーが問う。ふたりの隣となりをタクシーが音を立てて通り過ぎた。


　音が遠ざかり、電灯の音がかすかに聞こえるほどになっても玖郎は答えない。


「──イッセイの話、ですか？」


　アシュリーの言葉に玖郎は肩かたを震ふるわせる。人形の少女の言葉は、まさに正せい鵠こくを射ていた。


「彼の過去を知り、何か思うところがありましたか？」


「……うん」


「カゲクニの言うとおり、聞かなければよかったと思いますか？」


「いや、そんなことはないよ」


　玖郎は首を横に振る。


「少なくとも今は、知ってよかったと思ってる。だって、一いつ誠せいさんが本当にオーヴァードのためを……陽はる菜なのためを思って行動していることがわかったから」


　あの時、一誠が言っていた「家族を護る」という言葉。それにすべてが集約されているのだろう。一誠にとってＵＧＮは家族が住む家のようなもの。そして陽菜は最後に残されたたったひとりの家族だ。玖郎がその家族を脅おびやかすのであれば排はい除じよする。簡単な理り屈くつだ。


「でも、いや、だとすると──」


　一誠の思いが理解できるからこそ、突つき刺ささるものもある。


「僕は……、どうすればいいんだろう」


「どう、とは？」


「一誠さんは僕を『オーヴァードの天敵』だと言った。覚かく醒せいすればレネゲイドを喰くらう怪かい物ぶつになるって。……事実〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟は僕が殺した。知らぬうちに」


「…………」


「このまま行けば、本当に何をしでかすかわからないんだ。最後にはＵＧＮのみんなを、陽菜やアシュリーを知らずに殺してしまうのかもしれない。そうしたら、もう僕は──正気を保っているとは思えない。ならば……」


「ならば、その命をみずから絶ちますか？」


「……っ！」


　先に考えていた言葉を言い当てられ、玖郎は硬こう直ちよくする。


　アシュリーはその鏡のような瞳ひとみを、己おのれの主あるじへと向けた。


「クロウ。貴方あなたはまだ──、心のどこかで死を望んでいますか？」


「それ、は……」


　玖郎は言いよどむ。


　それは数か月前。玖郎とアシュリーが出会ったときの事件で突きつけられた真実だ。


　玖郎はとある人物に心の深しん奥おうを覗のぞかれた。「誰だれかのために死ぬことを望んでいる」と。その時は、陽菜やアシュリーのおかげで死の誘さそいから脱だつすることができた。


　だが──。


「…………正直、僕は心のどこかで死ぬことをまだ望んでいる」


　玖郎はごまかすことなく気持ちを吐と露ろする。


「多分、ね。自分でもあやふやなんで、はっきりと言えないんだけど」


　そして首を振り、同じく偽いつわりない気持ちを付け加える。


「でも、その気持ちを手放したいと思っているのも本当なんだ」


「……クロウ」


「逃にげるのはやめるって決めた。あの時の約束を忘れた訳じゃない」


　玖郎は笑みを浮うかべる。ぎこちない笑えみになったが、それもまた素す直なおな気持ちだ。


「僕の罪を贖あがなうためにも、死ぬわけにはいかない」


「──それを聞いて、安心しました」


　アシュリーは口元に、かすかな、ほんのかすかな笑みをたたえてそう答える。


「クロウ、ひとつだけ述べさせていただきます」


　瞬しゆん時じにいつもの無表情に戻もどり、アシュリーはかすかに頭を下げて言う。その姿勢は正しく君主に仕える従者のものだ。


「な、なに？」


「ワタシには貴方が必要です」


「え──？」


　突とつ然ぜんの言葉に目を白黒させる玖郎。だがアシュリーは構わずに続ける。


「ワタシは貴方の従者であり、貴方に命を救われたものです。貴方のために生き、貴方のために死ぬ。貴方の幸せのために力を尽つくし、貴方の敵を打ち破る。──そういうものでありたいと思っています」


「え、いや、その……、そんなことを言われても……」


「ただワタシがそうありたいというだけです。お気になさらぬよう」


「そんな無茶な……」


「ただし──」


　すう、とアシュリーは顔を上げる。赤い隻せき眼がんがまっすぐに玖郎を捉とらえた。


「それもすべてクロウの命あってのこと。貴方がみずから命を絶てば、ワタシにできることは後を追うことくらいです」


　本気そのものといった風ふ情ぜいでアシュリーは恐おそろしいことを言い、そして結論を口にした。


「それだけは選せん択たくしないよう、ワタシは強く希望します」


「アシュリー……」


　ふと玖郎は息をつき、そしてうなずいた。


「わかった、そうするよ。ありがとう」


「いえ、ワタシはただ今の思いを伝えておきたかっただけですので」


「それでも、うれしかったのは事実だよ」


　答えて……、そして玖郎は空を見る。


　日が暮れたばかりの薄うすい夜空に、同じく薄い雲がかかっていた。風に流され、みるみるうちにその姿を変えてゆく。


「本当にどうすればいいのかな」


　ぽつりと玖郎はつぶやいた。


「一誠さんの言うことが本当なら、僕はオーヴァードにとっての天敵になる。狼おおかみが羊と共には暮らしていけぬ、と言うけれど……」


　本当にそうなのだろうか。玖郎は頭をひねる。


「それを今判断するのは早計ではないでしょうか」


「え？」


「考えねばならぬことだとは思います。覚悟もしておくべきことだとも思います。……しかし、まだ情報が足りない気がするのです」


「そう、かな？」


「少なくともイッセイはまだ隠かくしていることがあります」


「え!?」


「彼の行動や言動に不可解な点があります。それが何を指すのかはわかりませんが……」


「そうなの？」


「はい。不確定ゆえ、ここでは話せません」


「そっか。……やっぱり答えは出ない、か」


　ため息と共に玖郎は言う。


「日常にいる術すべはない。死ぬわけにはいかない。でも──」


　その先の答えは無い。無いまま……一誠と対面せねばならないことが苦しかった。


　彼と戦えばよいのか、言葉をぶつければよいのか、それもわからない。


「一度、撤てつ退たいするという手もありますが」


「それはダメだよ。不本意な犠ぎ牲せいを出す可能性がある」


「わかりました。……そろそろ時間です。行きましょう」


「──うん」


　うなずき、玖郎は再び歩き始める。


　闇やみに沈しずんだ街を越こえ、一誠の待つ廃はい工場へと。心を定められぬまま──。
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　風かざ峰みね市街から車を使って一時間強。鬱うつ蒼そうとした森を切り開いた場所にその工場はあった。


　かつてはここから多くの品物を送り出していたのだろう。端はしが見通せないほどに大きな敷しき地ちには、移動用の車両やコンテナがさび付き、埃ほこりをかぶっていた。


　いくつかある建物はひとつを除いてすべて闇に包まれている。ただひとつかすかな明かりのついた建物には、それとわかるほどはっきりとした足あし跡あとが入り口から続いていた。


　アシュリーの鎖くさりによって封ふう鎖さされた門を越えた玖郎は、足跡を目で追って言った。


「これって、一誠さんの足跡なのかな？」


「……間ま違ちがいありません。足の大きさ、歩ほ幅はば、歩くクセなどが一いつ致ちします」


　アシュリーが足跡をさっと撫なでて、そう答えた。


「逆に言えば隠す気がなさ過ぎます。待ち構えているのでしょう。罠わなは──」


「無いよ。そういうことをする人じゃない」


「確かに。それには同意します」


　ふたりはうなずきあい、示された足跡にそって歩き出す。


　やがてたどり着いたのは巨きよ大だいな扉とびらの前。玖郎がそれに触さわろうとすると……、軋きしみをあげて鉄の扉が開いてゆく。


「……時間通りだな」


　資材も何もない工場内。古びた大型機械が獣けものの屍しかばねのように横たわる空間には、カビのにおいが充じゆう満まんしていた。


　その中央にひとり立ち、一誠はかすかに皮肉が混じった笑顔で出で迎むかえる。その片手で帽ぼう子しを押さえ、もう片方の手をポケットに隠して。


「律りち儀ぎな子だな、お前さんは。こんな時にまでオンタイムじゃなくてもいいんだぜ？」


「約束は、約束ですから」


　きまじめな顔で答える玖郎。一誠はその様子に肩かたをすくめた。


「殺しにくる相手に言う台詞せりふじゃないな。……お前さんと陽菜のコンビじゃ、変に暴走して景かげ国くにも手を焼いているんじゃないか？」


「む……、それは……」


「否定できませんね。ＵＧＮの命令を無視したこともあります」


「ちょ、アシュリー！」


「ははっ、やはりか。わかりやすいな、お前さんたちは」


　豪ごう快かいに笑って、一誠は肩をすくめる。


「イッセイ、戦いの前にいくつか聞いておきたいことがあります」


　ひとしきり笑い終えたところで質問を飛ばしたのはアシュリーだ。玖郎は事前の打ち合わせ通りに口をつぐむ。老エージェントは静かに人形の少女へと目を移した。


「なんだ？」


「質問は、〝貴方を蝕むしばむものについて〟です」


「──！」


　一誠の顔が変わる。その変化を注意深く観察しながら、アシュリーは語り始めた。


「そもそもおかしいのは、イッセイがあの山奥に住んでいることです。肉体的な理由で前線を引退した。それはいいでしょう。ですがあそこまで人ひと里ざと離はなれた場所に住む意味は無い。ハルナの側そばにいた方がなにかと効率がよいですし、機き械かい槍そうの開発者ならなおさらです」


　淡たん々たんとアシュリーは語る。一誠は何も答えない。


「一方、貴方はクロウにこの街を去るように勧かん告こくしている。いつ〝輪廻アルマ〟が暴走してもよいように、人間社会から遠く離れろと」


「あ──」


「そうです。クロウに勧すすめた状じよう況きようは貴方の生活環かん境きように酷こく似じしている。そしてイッセイ。ここからは推測、しかもかなり突とつ飛ぴな推測になりますが──」


　アシュリーの隻眼が老エージェントにじっと注がれた。


「貴方は……〝輪廻〟にその身を蝕まれているのではないですか？」


「な──!?」


　驚おどろきの声を上げたのは玖郎のみ。一誠は黙だまったまま、何も返さない。


　玖郎は首を振ふって問う。


「でも、陽菜のお母さんに取とり憑ついていた〝輪廻〟は……」


「はい。捕ほ獲かくされ、未いまだにＵＧＮによって管理されています。ですが〝輪廻〟はそれだけではない。そして……、イッセイは幾いく多たの〝輪廻〟と戦ってきた人物です。機械槍の開発者として。〝輪廻〟と接せつ触しよくする機会は多い。チャンスがないわけではないでしょう」


　玖郎に説明を終えると、アシュリーは一誠へと視線を戻した。


「どうですか、イッセイ」


　わずかに落ちる沈ちん黙もく。数呼吸の間を置いた後、一誠はふとひとつ笑った。


「……急にオレについての情報が増えたな。ヒナタの話なんて、どこで知った？」


「景国さんが教えてくれました。ＵＧＮの資料を」


「なるほど。今の対〝輪廻〟チーム責任者なら、オレのデータにアクセスできる権限はあるだろうな」


　玖郎の答えにうなずく一誠。そこに再度問うたのはアシュリーだ。


「それで……問いには答えてもらえるのですか？」


「オレが、〝輪廻〟に侵おかされているか、か？」


「はい」


　うなずき、アシュリーは補足の情報を加える。


「貴方あなたの持つ〝輪廻〟の知識はＵＧＮの持つデータ以上です。引退し、ＵＧＮから離れた貴方が研究を続けられたとは思えません。その秘密はつまり──」


　アシュリーはつまりこう言いたいのだ。


〝輪廻〟による仮想人格の形成。食しよく欲よくの促そく進しん。乗っ取られるまでの過程。これらＵＧＮにないデータを持っているのは……自分の体験からなのではないかと。


　声も出せず、玖郎は老エージェントを見つめる。当の一誠は帽子のつばを少し下げ、目線を見せない。だが、その口角はわずかにつり上がっていた。


「どうなのですか、イッセイ」


　張はり詰つめた緊きん張ちようを、古びた電球の瞬またたきが加速する。痛いほどの沈黙の中、一誠は少しずつ肩を震ふるわせはじめた。そして、ついに口を開く。


「七十点、だな」


「…………？」


　アシュリーがその形のよい眉まゆを寄せた。


「まず問いに答えよう。──正解だ。オレは〝輪廻〟に侵しん蝕しよくされている」


　あっさりと。


　一誠はその事実を認めた。


「いつのころだったかな。そうなっていることに気が付いた。いろいろ迷いもしたがな。その時点で引退を決めた。──ＵＧＮには何も言わずに」


「なぜ、何も言わなかったのですか？」


「行動に制限が入るからだよ」


　一誠はこともなげにそう答える。


「アシュリーちゃんの推理はいい線いってるが、ひとつ間違っている箇か所しよがある。ＵＧＮに無いデータをオレが持っているのはな。半分は自分の体を使ったが……、もう半分は他の〝輪廻〟を使って確かめたからだ」


「え──？」


　目を丸くする玖郎。アシュリーもまた、驚きを隠せない。


「隠いん居きよしてる理由はお前さんの想像どおり、ジャーム化の危険性、〝輪廻アルマ〟による暴走の危険性を避さけるのもあるが──、人知れず〝輪廻〟を狩かるためでもあるんだぜ？　だからＵＧＮには何も言わなかった。検査で異変が出る前に気が付けたのを、コレ幸いとな」


「では、貴方は……」


「ああ、この体には五体分の〝輪廻〟が棲すみ着いている」


　にやり、とふてぶてしく一誠は笑う。


「全部オレが狩った」


「──っ!!」


　総毛立つ、という感覚を玖郎はこの時初めて理解した。


　廃工場内の空気は、がらりとその色を変えていた。一誠が発する気配が一変したのだ。強い殺気だけではない。毛穴からそろそろと忍しのび込む危険さが混ざっている。


　例えるならばどこまでも研とぎ澄すまされた刃やいばに、ひとしずくの毒を垂らした感覚。


「ここまでばれてちゃ、これはいらないな」


　戦せん慄りつする玖郎を眺ながめつつ、一誠は懐ふところから何かを投げ捨てる。


　軽い音を立てて転がったのは、老エージェントがみずからの正体を隠かくすために着けていた例の仮面だ。


「元々安いカモフラージュだったんだがな、コイツを見せないための」


　すう、と無骨な手で一誠は自分の顔を撫でる。後を追うように出現したのは──〝輪廻〟の仮面だ。白骨の下地に血の隈くま取どり。仮面は老エージェントの顔面の九割を覆おおっており、わずかに左眼あたりが露ろ出しゆつしているのみ。


「──ぐ!!」


　玖郎はとっさに左ひだり腕うでを押さえた。勝手に変異を始める腕を力ちから尽ずくで押さえる。


　見た瞬しゆん間かんにわかった。アレは偽にせ物ものなどではない。本物の〝輪廻〟の仮面だ。玖郎を侵蝕する〝輪廻〟が喰くらいあうべき同どう胞ほうを見つけ、歓かん喜きの声を上げている。


「……と、こんな感じだ」


　一誠がそう軽く言うと、仮面も、毒々しい気配もどこかへと消え失うせる。同時に玖郎のざわめきも収まった。


「とりあえずわかっただろ？　オレが〝輪廻〟持ちだっていうことが」


「じゃあ……、じゃあ、一誠さんは──」


　ひとつ唾つばを飲み込み、玖郎は問う。


「一誠さんは僕の〝輪廻〟を狙ねらって、ここに来たんですか？　〝輪廻〟を喰うために、ＵＧＮのみんなを──」


　その瞬間。


　全身を刃で貫つらぬかれるようなプレッシャーで、玖郎のセリフが中断する。


「う……、あ……！」


「──なめるなよ、小こ僧ぞう」


　低く、腹の底に響ひびくような声で一誠はつぶやく。いつの間にか笑みは消え、強い意志の込められた瞳ひとみが玖郎に向けられていた。


「オレの言葉に噓うそは無い。ただオレは、天敵であるお前さんをＵＧＮから、陽菜の側から取り除きたいだけだ。……オレ自身のようにな」


　まっすぐに言葉をぶつけてくる一誠。


「ただ、それだけだ」


　言葉と共に重圧が解除される。まるで呼吸の仕方を忘れていたように、玖郎は酸素を求めて咳せき込んだ。


「それではイッセイ、貴方は……ジャームではないと言うのですか？」


　アシュリーの声にも幾いくばくかの驚きが混じっている。彼女もまた、一誠が玖郎の〝輪廻〟を狙ってこの事件を起こしたのだと考えていたのだろうか。


　メイド姿の少女の問いに、一誠は首を横に振る。


「ジャームになったつもりは無いな。……今はまだ」


「でも、〝輪廻〟を所持してジャーム化してないのは僕だけって──」


「それはＵＧＮのデータだ。オレのことはＵＧＮに知られてない」


　しれっとそう答える一誠に、玖郎は言葉を失う。


「オレはオレの意志によりここにいる。体内に巣くう〝輪廻〟の差し金なんかは知ったことか。オレの意志が少しでも残っている限り、この体はオレのものだ」


　そう宣言する一誠からは凜りんとしたオーラが放たれていた。迷い無く、自分の意志に殉じゆんずる覚かく悟ごに、玖郎もアシュリーも少なからず気け圧おされる。


「……最後に、ひとつだけ質問します」


　そう問うアシュリーに、一誠は視線を向けるのみで答える。


「貴方がクロウを殺すということは、否いや応おうなくクロウの〝輪廻アルマ〟を喰うことになる。それほどまでに〝輪廻〟を蓄たくわえて、一体どうしようというのですか？」


「ああ、それか？　それはな──」


　一誠は肩かたをすくめ、皮肉が混じった笑えみを浮うかべた。


「ヒナタの後を追うまでだ。ＵＧＮにすべてを話して、封ふう印いんしてもらう」


「な──！」


「合理的な判断だ。〝輪廻〟の数を減らし、ひとつにまとめ、封印する」


「本気なんですか!?」


「本気も本気。──これは十年前から決めていたことだ」


「え、十年前……？」


「オレが〝輪廻〟に侵され、陽菜の前を去る決意をした時だ。あの時から決めた。オレは──陽菜の敵を狩り続けるために、残った命を使おうってな」


　至極当然とばかりに一誠はそう言う。


「アイツを戦場に送り出したのはオレだ。アイツに逃のがれられぬ宿命を押しつけたのはオレだ。アイツの両親から、アイツのことを頼たのまれたのはオレだ。……だから、陽菜の敵を少しでも排はい除じよする。そして──」


　ずい、と一誠は身を乗り出した。玖郎へ、もうひとりの〝輪廻〟へと。


「アイツの敵である〝輪廻〟……、お前さんにはここで退場してもらう」


　その言葉にも、その殺気にも、一分の噓は感じられなかった。痛いほどにそれを感じとり、玖郎は数歩後ずさる。一誠は右手をゆっくりと腰こしの後ろへと回し、ナイフを抜ぬきはなつ。あたかも猛もう獣じゆうが獲え物ものを追い詰める際に牙きばを剝むくように。


「さて、ネタばらしの時間は終わりだ。そろそろ始めようか」


　圧力に負けつつ、玖郎は半身の構えを取る。メキメキと音をたてて異い形ぎように変異する左腕。視界の端はしでアシュリーもまた戦せん闘とう態勢を取っていた。だが──。


（──まずい！）


　玖郎は心中で、自分自身に最大限の警告を発する。


　この流れで戦闘に入るのは最悪だ。一誠の真実を知り、秘密を知り、逆にこちらの心が折られかけている。噓を暴あばいたつもりが跳はね返され、彼の意志の強さを見せつけられただけ。このまま戦えば、まともに抵てい抗こうすることすらできない。その確信があった。


　狩る側である一誠は、その動どう揺ようを見み逃のがさぬ。わずかながらに腰が引けていると見るやいなや、容よう赦しやなく接近し、一刀目で玖郎の目を狙った。


「く──っ!?」


　すんでのところで身を引き、異形の腕で防ぼう御ぎよする玖郎。勢いにおされてたたらを踏ふみ、膝ひざが落ちる。決定的な隙すきに奥歯を嚙かむが……、だが一誠は攻せめ込んでこなかった。玖郎が不ふ審しんに思う暇いとまもなく、ふたりの間に三条の紅あかい鎖くさりが飛び込んできた。──アシュリーだ。


「おっと、危ない危ない」


　一誠は余よ裕ゆうで身を引き、鎖を軽々とナイフでたたき落とし、いけしゃあしゃあと言う。


　アシュリーが苦々しくつぶやいた。


「なるほど、舌を巻くほどの予測ですね」


「ただ人より戦闘経験があるだけさ。そのうちお前さんにもできるようになる。……同じノイマンなんだからな」


「……話半分に聞いておきます」


　答えつつ、アシュリーは玖郎へ問う。


「クロウ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「な、なんとか……」


「認識しているとは思いますが、イッセイの戦闘技術は並なみ大たい抵ていのものではありません。ワタシたちふたりがかりで、ようやく〝戦闘になる〟というものです」


「そう、だね……。気を引き締しめていかないと」


　言って玖郎は再び異形の腕を突つき出だし、構えを取る。敵の脅きよう威いを具体的に認識したせいか、先さき程ほどの動揺は多少なりとも収まっていた。……消えたわけではなかったが。


「相談は終わりか？　なら、再開するとしようか！」


　一誠が再び間合いを詰つめる。ナイフと異形の腕がかみ合い、再び戦闘が始まった。


　玖郎とアシュリーは前衛、後衛の態勢をとり、一誠を迎げい撃げきする。玖郎がナイフを押さえ、その死角からアシュリーの鎖で攻こう撃げきする形だ。


　だが、一誠はその連れん携けいをやすやすと上回る。見もせずに鎖をかわし、ナイフの刃は玖郎の防御をすり抜ける。一撃も当てられないどころか、ふたりがかりで半歩も引かせられないありさまだ。


（これ、は……！）


　徐じよ々じよに細かい傷を増やしながら、玖郎は自分の不利を悟さとる。


　玖郎の主な力は、〝相手の能力の無効化〟である。左腕のかぎ爪づめで能力を消す、攻こう防ぼうに優すぐれた能力。だが──それが一誠にはまったく通じない。


　一誠はその能力を思考速度の強化、演算能力の強化に使っている。攻撃はなんの変へん哲てつもないナイフのみ。武器自体に無効化できる能力はない。


　もしかしたら一誠を捕つかまえることができれば、その演算能力を消去できるのかもしれない。だが戦場すべてを計算し、予測する老エージェントを捕まえるということは、彼の演算能力を一いつ瞬しゆんでも上回らねばならないということだ。


　つまり現在、玖郎の能力はまるで意味のないものに成り下がっていた。


「……自分の状じよう況きようがわかったか？」


「っ!?」


　内心を悟られ、玖郎が息を[image: ]のんだ。迎撃が止まった瞬間を狙って、一誠がナイフを滑すべり込ませる。頰ほおに刻まれる大きな切り傷。首をひねらなければ、眼めをやられていただろう。


「クロウ、耳を貸してはいけません。それもイッセイの手です」


「う、うん……」


　距きよ離りを取った後、不安げにうなずく玖郎を一誠が笑う。


「そう容易たやすくはできないだろう、玖郎くん。お前さんは人の話を聞く程度には行ぎよう儀ぎよく、図星を指されれば動揺するくらいには素人しろうとだ」


　玖郎は黙だまったままだ。だがその奥歯を嚙みしめた顔が、一誠の言葉を真実だと裏付けている。それを読み取った老エージェントはあざ笑ったまま肩をすくめた。


「とは言え、だ」


　突とつ然ぜんに力を抜き、一誠はひとつ息をつく。


「お前さん方の連携もたいしたものだ。さすがは主あるじと従者、というべきなのか。それとも修しゆ羅ら場ばをくぐったからこそなせる技か」


「……その連携を前に無傷な人が言う台詞せりふじゃないですよ」


「皮肉じゃなく、褒ほめてるんだよ。〝輪廻アルマ〟じゃないオーヴァード相手に五分以上かけたのは久しぶりだ。このまま攻めきれないようだとスタミナ切れを起こすかもしれない。なにせこっちはいい歳としだからな」


「なにが、言いたいんですか？」


「奥の手を使うってことだ。……使いたくは無いんだけどな」


「奥の手？」


「そうだ。──行くぜ」


　いぶかしげに眉まゆをひそめる玖郎にうなずき、一誠は再び滑るように間合いを詰める。こちらの呼吸を読み、動けぬタイミングでの接近だ。玖郎はなすすべもなくナイフの攻撃圏けん内ないに捕とらわれる。残像すらも見せず、横よこ薙なぎに走る銀光。


　だが、玖郎も同じ太た刀ち筋すじを幾いく度ども見ている。予想の通り首筋に滑り込む刃やいばを、異い形ぎようの腕うでで防御した。──その、瞬しゆん間かん。


「放て」


　薄うす暗ぐらい廃はい工場の中に青い電光が飛び散る。


　一誠のナイフから……いや、一誠の拳こぶしから発生した電でん撃げきがナイフ越ごしに玖郎の体を灼やいたのだ。悲鳴をあげることもできず、両りよう膝ひざをつく玖郎。一誠はナイフを逆手に持ち替かえると、そのまま振ふり下ろし──。


　床ゆかに突き刺ささる寸前でピタリと止まった。


「…………よく間に合わせたな、アシュリーちゃん」


「自分でも、驚おどろいています」


　一誠は視線をあげる。とっさに玖郎自身を鎖で引き戻もどしたアシュリーに向けて。答える人形の少女の声には、焦あせりがにじんでいた。


「大丈夫ですか、クロウ」


「う、うん。ありがとう、アシュリー──っ!?」


　起き上がろうとした玖郎はようやく自分の異変を察知する。


　体が動かなかった。四し肢しに力が入らず、変に痛みだけが響ひびく。無理に動かそうとすればなんとか動きはするが、極度に反応が鈍にぶい。自分の手足ではないようだった。


「電撃の後こう遺い症しようだ。しばらくはその状態さ」


　一誠が種明かしをする。


「く……」


「クロウ、どうですか？」


「う、うん。一応、動けはするけど……」


　拳を二、三度握にぎりしめ、玖郎は曖あい昧まいな答えを返す。あちこちがマヒしてどこが動くのか、どう動くのか、自分でもよくわからない状態だった。


　それを見た一誠は呆あきれた笑いを浮かべる。


「アレを喰くらってその程度か。地味に見えるが、あれは〝輪廻アルマ〟の雷いかずちなんだぜ？　大した耐たい久きゆう力だよ、お前さんは」


「〝輪廻〟の……？」


「そう。オレの切り札──オレが取り込んだ〝輪廻〟のひとつだ」


「──っ!!」


　何気なく真実を明かす一誠。だが玖郎は目を剝いた。


〝輪廻〟にはいくつかの特性がある。そのひとつが〝レネゲイドを喰うこと〟だ。


〝輪廻〟は他のオーヴァードを、レネゲイドを喰うことで、その力を自分のものにできる。玖郎も前にその特性を使って、とあるオーヴァードから力を奪うばったことがある。


　そして一誠はその身に五体の〝輪廻〟を飼っている、と言った。つまりそれは──少なく見積もっても五体分の、しかも〝輪廻〟の能力を使えるということだ。


「本当ならば使いたくない力だ。ただでさえレネゲイドに侵しん蝕しよくされっぱなしの体に、大きな負荷をかけることになる。……これが最後の戦いだろうから、もう気にしないがな」


　そう言ってのっそりと一誠が動き出す。今度こそ本ほん腰ごしを入れてこちらを仕留めに来ると、その雰ふん囲い気きが告げていた。アシュリーの声に緊きん迫ぱく感かんが増す。


「クロウ、動けますか？」


「ダメだ。どんなに力を入れてもいつも通りにはならない。……まずい、よね？」


「ええ、かなり」


　玖郎の疑問を、アシュリーは素す直なおに肯こう定ていした。


「さて、それじゃあ──」


　視線の先で一誠の顔から笑えみが消え、その瞳ひとみに決意が灯ともる。ナイフを構え直したその姿からは、再び圧あつ倒とう的てきな殺気が放たれていた。


　動きの鈍い体でなんとか構えを取る玖郎。アシュリーもまた、戦せん闘とう態勢に入る。


　張り詰める場の空気。自分の呼吸と心音、古びた電灯に虫がたかる音が耳の奥で反はん響きようする。互たがいの戦意が最高潮に達し、戦せん端たんが開かれる──その、直前。


「待てっ！」


　聞き覚えのある声が、ガラスの割れる音と共に廃工場内に響いた。


「──!?」


　まさかと振り向く暇すらない。天窓を破って入ってきたその人ひと影かげは、一瞬のうちに両者の間に滑り込むと、それぞれに向けて手を突きつけた。


「そこまでだ、三人とも」


「陽菜!?」


　飛び込んできたのは確かに汐しお見み陽菜その人だ。いつもの制服に身を包み、厳しい眼まな差ざしを向けている。だがその顔には隠かくしきれぬ苦痛が刻まれていた。顔は紅潮し、呼吸は荒あらい。


　玖郎は思わず手を差しのばした。


「陽菜、まだ体が……」


「私のことはいい。まずは戦闘態勢を解け、玖郎」


　強い口調で繰くり返かえす陽菜。玖郎とアシュリーは戸と惑まどいつつも互いの能力を解除する。


「一誠、そちらも同じだ。……武器をしまえ」


「──どうやってここを？」


「ウチに来た一誠がただならぬ雰囲気だったので、出てきた。……なぜ一誠と玖郎たちが戦っている？　一体何が起きている？　すべて説明してもらうぞ」


「尾び行こうでもしたか？　とすればずいぶんと時間がかかったもんだ」


　肩かたをすくめる。だが一誠は殺気をおさめない。


「悪いが、お前さんが出てきたからといってやめる道理はない」


　ナイフを持ったまま、一誠が半歩を踏ふみ出しかけ──動きを止めた。その鼻先には機き械かい槍そうの穂ほ先さき。いつの間にやら陽菜が展開していたのだ。


「なに、機械槍だと……？」


「そうだ、一誠。時間がかかったのは、これを取りに行ったからだ。ＵＧＮ支部の惨さん状じようも知っている。……武器を降ろせ」


　三度、強い口調で宣告する陽菜。だが対する一誠は──。


「その手を離はなせ、陽菜っ！」


「──っ!?」


　突然の叫さけびに、陽菜のみならず玖郎もアシュリーすらも目を丸くする。


　短い叫びは強い焦しよう燥そうをはらんでいた。一定の余よ裕ゆうを崩くずさずにいた一誠が、初めて見せた焦り。それが場を混乱させる。




[image: ]


「なにを……？」


「説明は後だ！　今すぐに手を──」


　離せ、という時間は残されていなかった。


　突とつ如じよとして槍の穂先が展開する。中から現れたのは〝輪廻アルマ〟の仮面、ヒナタから採取された白い仮面だ。意志のないはずのその仮面が──すう、と陽菜を見すえた。


「え……？」


「陽菜！　よせ！」


　叫んで一誠はナイフを一いつ閃せん。甲かん高だかい音と共に槍がはねのけられるが……すでに遅おそい。


　玖郎は見た。虚うつろな仮面がぐにゃりと嗤わらう光景を。同時に陽菜の体が雷に打たれたかのように跳はね上がる様を。……一誠が槍をはね飛ばしたのはこの直後だ。


　すとん、と陽菜の膝ひざが落ちる。その瞳は何も映していない。


「陽菜！」


　とっさに一誠が駆かけ寄よるが──。


「あ……、ああああああああああああああああああああああっ!!」


　獣けものじみた陽菜の叫びと共に発生した、紅あかく透すき通とおった壁かべにはじき飛ばされる。


「あああああああああああああああああああああああっ!!」


　陽菜は叫び続ける。自分で自分の肩を抱いだき、天に向かって吠ほえ続ける。それは恐きよう怖ふにおののくようにも、戦意に猛たけっているようにも見えた。


　叫びに応じて、少女の足下から紅くれないが広がる。埃ほこりだらけの床が、うち捨てられた器材が、放置してある機械が、すべて紅い結けつ晶しよう体へと変わっているのだ。


　突如の異変に呆ぼう然ぜんとなる玖郎の横で、アシュリーが小さな声でつぶやく。


「暴走、している──」


　その言葉を理解すると同時に、玖郎は拳を握りこんだ。


　叫び続ける少女を見み据すえながら。





　　　　＊　　＊　　＊




　レネゲイドによって高速化された思考の中、一誠はほぞをかんだ。


　陽菜は未いまだ叫びを上げ続けている。周囲の結晶化現象もとどまることはない。このまま広がり続ければ、この建物自体が崩ほう壊かいすることになるだろう。


「く……！」


　だが一誠は動けなかった。


　右手に握ったナイフの冷たさが気になる。体の一部とも言えるほどに使い込んだ鋼はがねの重みが、今はやけに気に障さわった。


　手が震ふるえる。足が動かない。耳の奥では甲高い音が鳴り続け、思考を阻そ害がいする。


　唇くちびるを嚙かんだまま、一誠は硬こう直ちよくする。本来ならばすぐにでも動かなければならないのに。





　──陽菜を、殺さねばならないのに。





　最悪の事態だった。


〝輪廻〟と〝輪廻〟の共鳴現象により、封ふうじられていた仮面が一時的に覚かく醒せいしたのだ。即そく座ざに槍をはじき飛ばしたものの、陽菜は仮面の影えい響きようから逃のがれられず暴走を開始した。


　機械槍の仮面はすでに沈ちん黙もくしている。つまり陽菜は今、自分の能力を制せい御ぎよできずに暴走を続けているのだ。このまま力を使い続ければ、数分後にはジャーム化が始まる。


　打てる最善の手は、完全に理性を失う前に陽菜を殺すこと。


　ジャーム化か、死か。それ以外の結末は無いと、一誠の能力は結論づけていた。


「くそ……っ！」


　臓ぞう腑ふから絞しぼり出だすように一誠は毒づく。


　この事態が起こりうることを──実は一誠は早々から予測していた。


　察知したのは陽菜から機械槍を受け取った時だ。あの時、一誠は機械槍の不調を〝輪廻〟の共鳴現象による仮面の不安定化であると一目で見み抜ぬいた。玖郎と共に活動し続けたが故ゆえに、封ふう印いんしてある仮面が徐じよ々じよに覚醒を始めていたのだ。


　このまま共鳴が進めば暴走もあり得ると、あの時に分かっていたはずだった。


　だから街に降りていく決心をした。玖郎という少年がどういう人物であり、陽菜にとってどんな人間であり、彼の〝輪廻〟がどういう状態であるかを確かめるために。


　必要ならば──玖郎を始末するために。


　まず一誠は整備不良を名目に風峰支部へ機械槍を預け、陽菜と切り離した。宴えん会かいに紛まぎれて陽菜に毒物を投とう与よし、行動不能にさせた。一誠の取り込んだ〝輪廻〟の力で生み出した毒だ。検出されることはない。その後本来は自分の〝輪廻〟を餌えさに玖郎の様子を見るつもりだったが、〝触れ得ざる蒼アンタツチヤブル〟の乱入が代だい替たいとなった。


　そうして──一誠は玖郎を殺すことを決めた。


　少年に罪はないことも、彼が陽菜にとって真に信しん頼らいの置ける仲間であったことも理解した。だが、一誠は訪れる破は滅めつを避さけるために、今の痛みを選んだのだ。すべては陽菜のいない間に終わる。そのはずだった。


　──だが、予測は外れた。


　陽菜の行動力を甘く見たか、景国をひとり残しておいたことが仇あだになったか。それとも玖郎の処理に時間をかけすぎたか。どれが原因かは判別が付かない。ただ、今はっきりしているのは──目の前で陽菜が暴走しているという事実のみ。


　程なくして陽菜はジャーム化するだろう。そうなればせめてもの救いは彼女を殺してやることのみ。


「馬ば鹿かな！」


　叫び、唇を嚙みしめる。


　脳のう裏りにまざまざと蘇よみがえるのは変わり果てた麟りん太た郎ろう、ヒナタの最期の顔、そしてあの日死んだ妻と子の笑顔。もはや戻もどって来ない、一誠の家族。


　彼らを失った痛みを和やわらげてくれたのは他ならぬ陽菜の存在だった。十六年前から、陽菜を護るために一誠は生きている。


　その希望を──今自分の手で断たねばならぬというのか。


「──っ！」


　奥歯が音を立ててきしむ。


　答えは出ているのだ。結論は覆くつがえらない。陽菜を救う術すべは──彼女の死をもって他にない。


　譬たとえようもないほどの痛みを意志の力で強ごう引いんに抑おさえつけ、一誠はもう一度ナイフを握にぎる。もう違い和わ感かんは消えていた。


　そして一誠が改めて暴走を続ける陽菜を見据えた、その時。


　──老エージェントの横を、少年が駆け抜ぬけた。


「な……に!?」


　一誠の目が見開かれ、驚おどろきの声を漏もらす。


　矢のように陽菜へと飛びかかっていく玖郎。その左ひだり腕うではすでに変異を終え、右眼には〝輪廻アルマ〟の仮面が現れている。少年は一誠のことなどまったく振ふり返らず、躊ちゆう躇ちよ無く陽菜の能力圏けん内ないに踏み込んでゆく。


　驚きがぬぐえない。


　一誠が躊躇していたのはわずかに数呼吸のことだ。レネゲイドによって加速された思考能力はあらゆる問題に対し、刹せつ那なで答えを導き出す。それでも動けなかったのは一誠の動どう揺ようの大きさを表しているが……、それでも時間としては数秒に満たない。


　その数秒で、玖郎は一誠を追い抜いていった。一誠よりも後ろに位置していた、少年が。


「おおおおおおおおおっ！」


　玖郎が吠える。みずからの体を覆おおいつつある紅あかい結晶体を左腕で払はらい飛ばすと、その反動を使って大きくかぎ爪づめを振りかぶった。目の前には、咆ほう吼こうを上げ続ける陽菜の姿──。


「待、て……っ！」


　一誠の、かすれた叫びは届かない。


　玖郎は躊躇無く、巨きよ大だいなかぎ爪で陽菜を袈け裟さ懸がけに斬きりおろす。


　少女の肉体は瞬しゆん間かんだけ硬直し──、音もなく、床ゆかへと倒たおれ伏ふした。


　砕くだけ散ちる紅い結晶と共に。


「陽菜っ!!」


　悲鳴じみた叫びが廃はい工場にこだまする。老エージェントは駆け出そうと踏み出し……。


「待ってください。ハルナは無事です」


　アシュリーの冷静な声に止められる。


　その言葉に応じて、一誠は倒れ伏す陽菜に目を凝こらす。確かにかぎ爪で切り裂さかれたにもかかわらず、血が一いつ滴てきも漏れていなかった。


　逆に攻こう撃げきした側の玖郎はがっくりと膝をつき、苦しげに胸を押さえてあえいでいる。


「これは……？」


「クロウです」


　答えたのは同じくアシュリーだ。


「クロウが……ハルナのレネゲイドを喰くい取りました」


「な──！」


　思わず一誠は振り返る。そこには──静かな声を出しつつも、主あるじの姿を固かた唾ずを[image: ]のんで見守る従者の少女の姿があった。


「馬鹿な！　危険すぎる！」


　一誠は叫さけぶ。玖郎の行こう為いの意味を、瞬しゆん時じにすべて理解してしまったが故ゆえに。


「ひとつ間ま違ちがえば陽菜を殺すことになっていたはずだ！　いや、それだけじゃない！　あれだけ活性化したレネゲイドを吸収すれば玖郎くんが──」


「暴走するかもしれません。クロウはそれを承知の上です」


　人形の少女は決して玖郎から目を離はなさず、淡たん々たんと言葉を重ねる。


「迷わなかったのか……、その決断を……」


　わずかなめまいを感じつつ、うめくように一誠は言った。アシュリーからの答えは無く、老エージェントは呆然と玖郎を見やる。


　躊躇無く自分を追おい越こした、その少年を──。





　　　　＊　　＊　　＊




　体の中心が熱い。──まるで体内にいる獣が暴れ出したかのようだ。


　玖郎はうずくまり、その熱を必死で押さえ込む。


　視界はすでに歪ゆがんでいる。赤も青も黒も白もすべて混ざり合い、見るものすべてが毒々しい灰色と成り果てていた。


　左腕から生えた牙きばたちはギチギチと耳みみ障ざわりな音を立て、飢うえた獣けものを思わせる。白い仮面は徐々に大きくなり、すでに顔の半ばを覆っていた。


（あはははは！　あははははははははははは！）


　脳裏に響ひびくのは声なき声。悪夢の中で聞いた、幼い子供の笑い声だ。


（気持ちいいね！　元気が出るね！）


　熱に浮うかされたような口調で子供は続ける。


（ねえ、遊ぼうよ！　もっとたくさん力を集めようよ！　うずくまってないでさ！）


「う、るさい……！」


　子供の声に──己おのれの中に棲すまう〝輪廻アルマ〟の声に抗あらがう玖郎。


「僕は、まだ、ここにいたいんだ……！」


（ダメだよ。もう分かってるんでしょ？　食べることの気持ちよさをさ！）


「っ!!」


　玖郎はとっさに拳こぶしを握る。


　それは玖郎が決して口にせぬ真実。どんなことをしても表には出せぬ秘密。


　レネゲイドを喰うことが、快楽であるなどと。


　どこかで渇かわきを感じていた。常に飢えを感じていた。その穴が、レネゲイドを喰らった時のみ埋うまるのだ。失った自分のピースを取り戻すかのような充じゆう足そく感、不完全な自分を完成に近づけるような達成感と共に。それを、心のどこかで感じていた。


　その道は獣への道だ。


　一度でも認めてしまえば、玖郎は本当にオーヴァードの天敵と成り果てるだろう。


（ほら、心当たりがあるんでしょ？　本当は食べたいんでしょ？）


　だからこそ〝輪廻〟は玖郎を誘さそう。快楽を肯こう定ていし、獣になれとささやき続ける。


「違ちがう、僕は……そんなことを、思っていない……！」


（それならさ、横を向いてよ）


　言葉につられたのか、〝輪廻〟が操作したのか。玖郎の首が巡めぐり、視界を回転させた。灰色に混ざった世界の中に、ぼんやりと何かが浮かび上がる。


　それは──意識を失った陽菜の姿。


　つい先程まで暴走し、玖郎がそのレネゲイドの一部を喰い取った少女が無防備な姿をさらしていた。


（見てよ、これ！）


　興奮したように〝輪廻〟が言う。


（──まだこんなに食べ残しがあるじゃない！）


「～～～～～～～っ！」


　ガチン、と玖郎の奥歯が鳴った。


　体を駆かけ巡るレネゲイドの衝しよう動どうよりも熱い、炎ほのおのような激情が立ち上る。


「僕は──」


　怒いかりにまかせて玖郎は立ち上がる。顔を覆う仮面を右手で摑つかんだ。そのまま力任せに、玖郎は仮面を引きはがしにかかる。


　音を立てて歪むのは〝輪廻〟の仮面か、玖郎の頭ず蓋がいか。


「よせ、玖郎くん！　それは力で外れるものじゃあない！」


　一誠の声が聞こえるが、玖郎はあえてそれを無視する。グシャリ、と不ふ吉きつな音と共に玖郎の頰ほおから血がしぶいた。


（やめておいたら？　あの人の言うとおりだよ？）


「……キミが〝輪廻〟だというなら、言っておくよ」


〝輪廻〟の忠告に答えず、一方的に言葉を叩たたきつける玖郎。


「僕は獣になるつもりはない。ここから去るつもりもない」


　毅き然ぜんと、敢かん然ぜんと、否定の言葉を重ねた。


「逃にげるのは、諦あきらめるのは、もう止やめたんだ。だからキミに屈くつするつもりはない！」


　勢いをつけて玖郎は仮面を引きはがす。仮面はまさしく顔に貼はり付いているがごとく抵てい抗こうを示していたが──。


（あーあ）


〝輪廻〟の声と共に、突とつ然ぜん抵抗がなくなった。


（もうちょっとだったんだけど、力が足りなかったかな）


　引きはがされると同時に灰と化す仮面。〝輪廻〟の声もまた、どんどんとかすれてくる。


（でもこれが最後じゃないかな？　次は──戻ってこられないよ）


「……そんなことは、キミに言われなくても知っている」


　疲つかれた声で悪態を返す玖郎。〝輪廻〟はかすかな笑い声を残し、気配を消した。


　途と端たん、全身がねじれるような苦痛と、極度の疲ひ労ろうが玖郎を襲おそう。少年は首を振ってそれに耐たえ、陽菜へと視線を移す。少女は意識こそ失っているものの、一目でわかる異変は無くなっていた。


「クロウ」


　振り返ればアシュリーと一誠の姿。玖郎はわずかながらの笑みを返す。


「僕は……大だい丈じよう夫ぶ。陽菜をお願い」


「わかりました」


　静かにひとつうなずくと、メイド姿の少女はてきぱきと陽菜の容態を確かく認にんし始めた。アシュリーに任せておけば安心だろう。玖郎は安あん堵どの息をついて座り込む。──そこに。


「玖郎くん」


　眉み間けんにしわを寄せた老エージェントの視線が降ろされる。


「なぜ──こんなことをした？」


「一誠、さん」


　玖郎の答えを待たず、一誠は言葉を投げ続ける。


「暴走した陽菜のレネゲイドを取り込み、抑おさえ込む。結果こそうまくいったが、あまりにもリスクの高い賭かけだ。陽菜を殺すだけの可能性もあった。暴走するのがお前さんになるだけかもしれなかった。なぜ、こんな手段をとった？」


　目を閉じ、首を振り、一誠は続けた。


「手段はあったはずだ。逃げる隙すきもあった。なのにお前さんは──」


「それは」


　一誠の言葉を柔やわらかく切って、玖郎は答えを口にする。


「これが──僕の答えだから、です」


「答え……？」


　意外な単語に眉まゆをひそめる一誠。玖郎はひとつうなずいて、よろよろと立ち上がった。


　長身の老エージェントをまっすぐに見み据すえる。


「『狼おおかみは羊と共に暮らせない』」


　その一言に反応して一誠の片眉が上がった。


「一誠さんに言われた言葉です。その答えを探していました。……さっきまで」


「見つかったというのか？　それが今の行動だと？」


　玖郎は静かにうなずく。


「もし、狼が──羊のために戦う決心をしたらどうでしょうか」


「な、に？」


「羊の代わりに戦い、その敵を喰くって生きていくことができれば──狼は羊と共に生きていける。そう、思ったんです」


　一誠の顔に理解と驚きよう愕がくの色が差す。


「まさか、お前さんは……」


「オーヴァードは誰だれしもレネゲイドに苦しめられています。そして僕は……〝輪廻アルマ〟はそのレネゲイドを喰う性質を持っている。ならば──」


　みずからの決意を形にするために、あえて玖郎は一誠に問うた。





「僕は……〝輪廻〟は誰かの苦しみを肩かた代がわりできる。……そうじゃないですか？」





「──無茶だ」


　だが一誠は首を横に振ふった。


「お前さんの言うことは理想論もいいところだ。そんなことができるわけはない」


　玖郎は黙だまって老エージェントの反論を聞く。


「確かに適切にレネゲイドを喰い取れば、そのオーヴァードの負担は減る。ジャーム化したオーヴァードを戻もどせるような効果はないだろうが、ジャーム化自体を防ぐことはできるだろう。……今の、陽菜のように」


　陽菜に目を滑すべらせる一誠。少女は未いまだに倒たおれたまま、まだ起き上がる気配はない。


「だが、それはお前さんの負担を増やすだけだ。理性を無くし、化け物になる時間を早めるだけだ。肩代わりできるなんてのは……理想もいいところだ」


「理想論で──いいんです」


「なに？」


「理想があれば、居場所があれば、それに殉じゆんじる覚かく悟ごができます」


　玖郎は黙って老エージェントの瞳ひとみを見つめる。


「今の僕には、それで十分なんです」


　悲ひ壮そうな覚悟というつもりはない。ただ信じるものを見つけた。そんな気分だった。


　一誠は──幾いく多たの悲劇を目にしてきた老エージェントは、たっぷり数呼吸も迷った後、大きく息を吐はき出しつつ首を横に振った。


「オレは、お前さんの言葉を信じることはできん」


「一誠さん……」


「年老いた、ってことなんだろうな。未来の可能性より、今の確実を取りたくなる」


　一誠の言葉に自じ嘲ちようと、そして後こう悔かいの苦みが混じる。


「だがお前さんはオレを追おい越こした。オレのように迷わなかった……」


　老エージェントは言葉を切り、わずかの間目を伏ふせる。そして──言った。


「もう一度、確かめさせてくれ」


　改めてこちらを見る一誠の瞳からは、ただただ真しん摯しな意志が伝わってくる。


「お前さんの覚悟が、どれほどのものなのかを」


　しばしの対たい峙じ。そして玖郎ははっきりとうなずいた。


「わかりました」


「ありがとう。……外で待っている」


　軽くうなずき、一誠は床ゆかに落ちた機き械かい槍そうを拾って倉庫を出て行く。ついさきほど陽菜を暴走に誘った仮面は完全に沈ちん黙もくしており、表情も無くなっていた。


　一誠を見送った後、玖郎は背後に振り返る。


　そこで心配そうな視線を向けているのはふたりの少女だ。陽菜はすでに意識を取り戻し、アシュリーに寄りかかりつつ立ち上がっている。


「陽菜、大丈夫？」


「そう聞きたいのはこちらの方だ。また無茶をしたな」


「とっさにいい方法を思いつかなかったから、かな」


「キミはまったく……。だが助かった、ありがとう」


　かすかに笑って陽菜は礼を言う。そうしてから少女は顔を引き締しめて続けた。


「事情は今アシュリーに聞いた。すまない、まさか一誠がこんな暴挙に出るとは……」


「うん、ビックリはしたよ。でも一誠さんの話もわかるんだ」


　玖郎はやんわりとその謝罪を受け止める。


「僕が危険な存在なのは、確かだから」


「だが……」


「今答えは返したよ。後はそれを一誠さんがどう受け取ってくれるかだ」


「戦ってわからせる──ということですか？」


　問うたのはアシュリーだ。玖郎はひとつうなずく。


「うん、そのつもり」


「それならば、私も……！」


「いや、陽菜。ここは僕だけで戦うよ」


「──！」


　陽菜は瞬しゆん間かん言葉を失い……、そして叫さけんだ。


「馬ば鹿かな！　キミは一誠を甘く見ている！　今までの彼に歯が立たなかったキミが、機械槍を持った一誠に敵かなうはずがない！」


「それほどまでに違ちがうのですか？」


「そうだ。もともとあの槍は一誠が扱あつかうものとして設計されたのだ。この世界のどんな武器よりも彼の手に馴な染じむ。アレを手に取ったということは、掛かけ値ねなしの全力を出すつもりだ。……おそらくは、隠かくしていた能力もすべて」


　陽菜は苦い顔でそう付け加えた。


「戦うのならば三人で立ち向かうべきだ」


「いや、それでも僕だけでいくよ」


　静かに玖郎は首を横に振る。


「……何か理由があるのか？　そうでなければ納なつ得とくできんぞ」


「理由は──一誠さんがそれを望んでいるから、かな」


「一誠が？」


「僕は一誠さんに見せなきゃいけないんだ。僕がどれぐらい信しん頼らいに足る人間なのか。ひとりで戦った方がわかりやすく見せつけられる」


「しかし……」


「それにね、アシュリーと陽菜にはやってもらいたいことがあるんだ」


「む？」


「まあ、その、結構な無茶なんだけど……」


「……とりあえず、聞かせてください」


「ええとね──」


　玖郎は自分の作戦をふたりに伝えた。


　みるみるうちに陽菜の眉間にしわが寄り、アシュリーが静かに怒いかりのオーラを出す。


「こんな感じ、なんだけど……」


　おずおずと確認する玖郎に返ってきたのは、ふたりそろってのため息だった。


　やれやれと首を振って、もう一度陽菜が大きく息を吐き出す。


「……はあ、どうにもな」


「ワタシは少し、慣れてきましたが」


「私の方がつきあいは長いはずなのだが。どうにもダメだな」


「割り切ってしまった方が楽かと思いますが」


「そう簡単にできれば苦労はない」


「え、と……？」


　困り顔の玖郎に答えたのは陽菜が先だった。


「何が無茶をお願いするだ。無茶も無む謀ぼうも、キミに比べれば何分の一かじゃないか」


「そう、かな？」


「同意します。クロウは実現の可能性をもう少し精密に図るべきかと思います」


「そんなに無茶かな……？」


「無謀だ。……だが、今回の作戦はうれしくもある。あの人に育てられた身としてな」


　ちらりと陽菜は一誠が出て行った扉とびらを見る。


「キミの作戦に乗らせてもらおう」


「ワタシは言うまでもなく。貴方あなたの従者として動きましょう」


「ゴメンね、ふたりとも」


「謝あやまらなくていい……と言いたいところだが、今回は受け取っておこう。キミは何かにつけて私を戦わせないからな」


「そ、そんなことは無いよ」


「事実だと思いますが」


「ええぇ……」


　くすくすと笑う陽菜、ほんのかすかに笑えみを含ふくませるアシュリーにつられ、玖郎にも笑みが浮うかぶ。……落ち着いていた。圧あつ倒とうされた相手との再戦に臨むというのに。


「じゃあ、行こうか」


　玖郎はふたりに呼びかける。


「みんな無事に帰るために」


　それは誓ちかいの言葉だ。三人がかわした小さな約束。


　それを果たすため、玖郎たちは向かう。一誠の待つ場所へと。





　　　　＊　　＊　　＊




　老エージェントは冴さえ冴ざえと地を照らす月を見あげ、玖郎を待っていた。


　刺さすような冷気の中、月の蒼あおい光と夜の闇やみを纏まとう一誠は年ねん齢れい以上に老けて見え、死の気配を感じさせる。周囲を彩いろどるのはうち捨てられた工場の数々。風で巻き上がる埃ほこりが荒こう涼りようとした雰ふん囲い気きを助長する。


　工場から入り口までに敷しかれた大型車両用の道路。その中央に一誠はいた。玖郎は少女ふたりを工場前に残し、一誠の前に立つ。老エージェントはじろりと少年を見み据すえた。


「準備はいいのか？」


「はい、大だい丈じよう夫ぶです」


　そうか、とうなずき、一誠は視線を陽菜に移す。


「機械槍を借りるぞ。どうせ今のお前には使えない」


「再び暴走するからだろう。だとすれば一誠にも使えないのではないか？」


「オレは大丈夫だ。……他の〝輪廻アルマ〟を使って強ごう引いんに押さえ込める」


　浮かべた笑みには皮肉の意図が混じっていた。


「その話も、後でゆっくり聞かせてもらうぞ」


　怒ど気きを込めた陽菜の一言が背後から飛ぶ。一誠は苦笑いだけで答えず、玖郎に問うた。


「で、戦うのは玖郎くんだけか？」


「そうです。……よくわかりましたね」


「わからいでか。戦せん闘とう態勢に入っているのはお前さんだけだろ。後ろのふたりはどう見ても応おう援えんモードだ」


　ふう、とため息をついて一誠はつぶやく。


「こっちの心情を察したんだろうが、別に三人がかりでもいいんだぜ？」


「いえ、ひとりでやらせてください。これは僕の希望でもあるんです」


「ほう？」


　面おも白しろそうに片かた眉まゆを上げる一誠。玖郎はわざと自信ありげな笑みを貼はり付つけ、言った。


「あなたを、超こえたいんです。〝輪廻〟を持つ者として。そして──陽菜の相棒として」


「ふふん、言ったな。若造が」


　一誠は鼻で笑ってから槍を一回転、ピタリと手元で止めて構える。その自然さは機械槍を使い慣れている証しよう拠こだ。下手をすれば陽菜よりも一体感を覚えてしまうほどに。


　玖郎は左ひだり腕うでを突つき出だし、半身に構えた。メキメキと音を立てて腕が変異する。牙きばを寄り合わせた異い形ぎようは獲え物ものを前にした獣けもののように、興奮でギチギチとイヤな音を立てた。


　獰どう猛もうな笑みを向けたまま構えるふたりの間で、緊きん張ちようが高まってゆく。


「──まずは小手調べからだ」


　そう言って先に動いたのは一誠だ。玖郎の呼吸を読み、即そく座ざの反応ができないタイミングで飛び込んでくる。突き出された機械槍が……三つにぶれて見えた。


「っ!?」


　驚きよう愕がくの叫びを呑のみ込んで、玖郎は異形の腕を盾たて代わりに突きだす。甲かん高だかい音と共に弾はじかれる槍と腕。たたらを踏ふんだ玖郎に対して──。


　一誠は体ごと槍を半回転させ、石いし突づきを玖郎のみぞおちに叩たたきつける。


「が、はっ！」


　肺の中の空気を吐はき出し、後ずさる玖郎。さらなる追つい撃げきが来なかったのは、なんとか転ばずに踏みとどまったためだろうか。


「どうだ？　違いはわかったか？」


「え、ええ……、だいぶ」


　一誠の問いに、咳せき込みながら玖郎が答える。


　ナイフと機き械かい槍そう。双そう方ほう共に一誠が慣れた武器ではあるが、ひとつ圧あつ倒とう的てきな違いがある。──リーチの差だ。


　長なが柄え武器である機械槍はその遠心力を使って敵を退ける。その長さは、巨きよ大だい化しているとは言え、素手の延長線上である玖郎とは比べものにならない。


　本来は長い分取り回しが悪く、ナイフの方が小回りはきくはずだが、一誠には当てはまらない。攻こう撃げき時に発生するあらゆる力、ベクトル、体勢を計算し、機械槍の隙すきを作らない戦い方が可能だからだ。


「機械槍を持った一誠さんは別物だと、陽菜にも言われたんですけどね……」


「おいおい、この程度で驚おどろかれちゃ困るぜ」


　一誠は穂ほ先さきを玖郎の心臓に向けて構える。


「本気を出すのはここからなんだからな！」


　再び迷い無く踏み込む一誠。揺ゆれる穂先をフェイントに使い、狙ねらいを絞しぼらせない。
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「く──！」


　玖郎は湧わき上がる不安を押しつぶして前へと出る。槍の間合いでは一誠に敵かなうはずもない。とにかく懐ふところに入ることが先決だった。


　身を低く飛び出すと、待っていましたとばかりに槍が振ふり下ろされる。完全に計算されたタイミングだ。回かい避ひできるわけがない。玖郎は歯がみしながら頭上に左腕を構え、機械槍を迎むかえ撃うつ。


　再度甲高い音が響ひびく。槍を弾くことには成功したが、その衝しよう撃げきで玖郎がつんのめる。


（まずい──！）


　完全に体勢を崩くずした。視界から一誠の姿が消える。追撃の出所が見えない。今の玖郎は隙だらけだ。何もしなければ一誠は確実に、容よう赦しやなく自分を仕留めるだろう。幸いにして左腕は動く。なんとか防ぼう御ぎよしなければ──。


　緊張と恐きよう怖ふの中で玖郎は直感する。一誠が取れる手は無数にある。玖郎にはそれを絞り込むような思考能力もなく、経験もない。


　──だというのに。


　玖郎は防御したのは顔面。一いつ瞬しゆん遅おそく、地面をこすって槍の穂先が振り上げられた。三度弾かれる異形の腕と機械槍。


「ほう……」


　一誠が感かん嘆たんのため息を漏もらす。腕ごと跳はね上げられた玖郎は一いつ旦たん後ろに跳とび、体勢を立て直した。


「よく今のを防御できたな」


「偶ぐう然ぜん、ですよ」


　口元をぬぐって答える玖郎。


　──噓うそであった。あの瞬間、なぜか脳のう裏りにはっきりと軌き道どうが見えたのだ。ここに攻撃が来る、と雷らい光こうのように確信を得た。理由は自分でもわからない。


「いや、まぐれじゃないな。それにしちゃ反応がしっかりしすぎていた」


　だがしかし、玖郎の思惑おもわくを一誠は即座に言い当てる。刻まれたしわに囲まれた鋭するどい瞳ひとみが、少年の動どう揺ようを見み逃のがさない。


「ふむ、原因は…………陽菜か？」


「──っ!?」


「陽菜の剣けん筋すじを知っていたから、さっきの一撃を防げた。……そんなところだろう」


　その一言はすとんと玖郎の腑ふに落ちた。師弟にして、たったふたりの機械槍使い。その攻撃が似ていないはずがない。


「多分、そうだと思います」


「だよなあ。ナイフと違ちがってコレを使い始めたから、似ちまっているわけだ。……いや、それだけじゃないな。覚かく悟ごが決まったせいか、さっきよりもずいぶんと決断が速い。案外精神状態が実力に直結してるんだな、お前さん。……やれやれ、こいつは面めん倒どうだ」


　つらつらと分ぶん析せき結果を口にしながら、一誠は肩かたをすくめる。


「仕方がない。遠えん距きよ離り戦で行くか」


「なに……？」


　玖郎よりも早く驚きの声を上げたのは陽菜だった。


「馬ば鹿かな、一誠の手は白兵戦オンリーのはずだ。遠距離戦など──」


「そりゃお前さんの知ってるころのオレだ。今はできる。できるように、なっちまった」


「っ！　まさか……！」


「そう。〝輪廻アルマ〟のせいでな」


　言葉の後半に皮肉を混ぜながら、一誠は玖郎へと視線を移す。口元をつり上げて老エージェントは指を鳴らした。


「それじゃまあ、ここからは〝輪廻〟同士の食い合いと行こうか──！」


　たっぷりと殺気を込めた一言と共に、一誠の変異が始まる。


　虚こ空くうから仮面が出現し、右眼の一部を残して老エージェントの顔を覆おおい尽つくす。仮面を形作る白い粒りゆう子しのような何かは、一誠の纏まとうジャケットとコートをも侵しん蝕しよくし、薄うす手での鎧よろいのような姿へと変えていった。


　そしてとどめとばかりに現れたのは──四つの仮面。両りよう肩かたにひとつずつ、右みぎ腕うでにひとつ、心臓の上にひとつ。どれも多少のデザインは違うものの、〝輪廻〟の仮面そのものだ。


「ち、さすがに負担がかかる」


「一誠、それが……」


「ああ、オレが飼ってる〝輪廻〟さ。これでわかっただろう？　オレの状態が」


「そんな姿に……！」


　変わり果てた姿に唇くちびるを嚙かむ陽菜に背を向け、一誠は玖郎に手招きをする。


「さあ、お前さんもこっちに来い。──でなきゃ、一瞬で終わっちまうぞ」


「────」


　玖郎は黙だまって〝輪廻〟の仮面を出現させる。一誠の言葉は脅おどしでも誇こ張ちようでもなく真実であると、そう感じられたからだ。


「よし、それでいい」


　くく、と仮面の向こう側から笑い声を漏らす一誠。二体の〝輪廻〟はわずかな間を挟はさんで視線をぶつけ合う。それは正しく怪かい物ぶつの邂かい逅こうだ。


「じゃあ、再開するぞ」


　そう言って、五つの仮面を着けた怪物──一誠が機械槍の石突で地面を叩いた。


「──囲え」


　くぐもった声と同時に右肩に貼り付いた仮面が歪ゆがみ、砂をこすりあわせるような音を立てる。仮面の咆ほう吼こうなのだろうか。玖郎は耳みみ障ざわりな音に、わずかに眉をひそめた。


　途と端たん、紫むらさき色いろの光が広がった。反射的に玖郎は目をつぶり──。


　まぶたを開けると、戦場が一変していた。


「これは……!?」


　戦場のあちこちにぼんやりと光るキューブが無数に浮うかんでいた。一ひと抱かかえほどもある立方体で、光の壁かべで作られたように向こう側が透すけている。その数は数十。どうやら玖郎の後ろにも無数に浮かんでいるようだった。


「これは仕し掛かけのひとつさ。なあに、そんなに難しいものじゃない」


　一誠がこともなげに言う。


「できることはこんなもんだ。──穿うがて」


　再度のつぶやきに、今度は一誠の右腕に貼り付いていた仮面が歪み、憤ふん怒ぬの表情を作り出す。同時に──玖郎の目の前にあったキューブから、大量の黒い針が吐き出される。


「っ!?」


　大きく跳んで針を回避する玖郎。針は地面に無数の穴を空け、砂すな埃ぼこりを上げる。直撃すれば人間など簡単に貫かん通つうするだろう威い力りよくだ。


「これも……一誠さんの得た〝輪廻アルマ〟ですか」


「そういうこった」


　一誠はポンポンと右肩、右腕に貼り付いた仮面を叩く。


「一定空間内に能力をまき散らすオルクス、つぶてを生み出すモルフェウス、この二体の力を組み合わせた。即そく席せきで作った浮ふ遊ゆう砲ほう台だいってところかな？」


「砲台……」


「そう。っつーわけで遠距離戦だ。この弾だん幕まく、処理しきれるかな？」


　セリフと同時にふたつのキューブが動き、左右から玖郎へと針を撃ち出す。


　玖郎は再び大きく後ろにジャンプしてそれをかわすが──。


「おいおい、雑な避よけ方をするなよ。説明してやったろう」


「──！」


　あざ笑う一誠の言葉と共に、玖郎の周囲に三つのキューブが集結。針を射出した。


　視界を埋うめ尽くす漆しつ黒こくの針。穴だらけになるどころか、細切れになる自分を幻げん視しする。


「ち、いっ！」


　死の幻げん想そうを振り払はらうように玖郎は全力で体をひねり、異形の腕を振る。その軌き跡せきにあわせて消しゴムでもかけたかのように、黒が消えてゆく。


　一誠が……にやりと笑った。


「そうだ、能力消去。お前さんにはそれがある。しかし──それにも限度があるだろ？」


　一ひと振ふり、二振りと針を消し、身を守る玖郎。だがいかんせん数が多い。防御をくぐり抜ぬけて一本が玖郎の肩かた口ぐちに突つき刺ささる。


「ぐ──っ！」


　思わず痛みに顔をしかめる。──途端、残りの針が少年を襲おそった。


「～～～っ!!」


　異形の腕でせめてもの防御を行いつつ、玖郎は受け身も取れずに地面へと転がる。鋭い痛みがあちこちから伝わってくるのを奥歯で嚙みつぶし、即そく座ざに玖郎は体勢を立て直した。


「あの状じよう況きようで脚あしに数本、肩に一本か。まったくすさまじい能力だな、お前さんのソレは」


　感嘆と呆あきれの混じったため息を漏らす一誠。


「〝輪廻〟の持つ能力捕ほ食しよく、その応用たる能力消去か。それなりの数の〝輪廻〟を見てきたが、そんなことができるのはお前さんだけだ」


「そう、なんですか……？」


「ああ、オレにはできん。〝輪廻〟はそれぞれに捕食の仕方が若じやつ干かん異なるからな。その関係なのかもしれんが。……まあ、そんな話はいい」


　そう言って一誠は話を戻もどす。


「オレが言いたいのはどれだけ強力であっても弱点はある、ってことだ。全周囲の能力を問答無用で消せるわけじゃないとかな」


　言葉と共に再びキューブが玖郎の周囲を回り始める。


「さて、どうする玖郎くん。このままだとじわじわなぶり殺されるぜ？」


「それなら──攻撃の本を絶ちます」


　規則正しく周囲を巡めぐるキューブのひとつにめがけ、異形の腕を振るう玖郎。緩ゆるやかにしか動かぬキューブは針と同じく、かぎ爪づめに接せつ触しよくした途端に音もなく消しよう滅めつした。


「なるほど、確かにお前さんの判断は正しい。だがな、玖郎くん」


　とん、と再び一誠は機き械かい槍そうで地面を突く。するとまた仮面が歪み、地面からわいて出るようにキューブが現れた。


「おそらくお前さんが消すより早く、オレはこれを生み出せる。それでも追いかけっこをするかい？」


「う……」


「じゃ、ルールが分かったところでもう一度行こうか！」


　再び、針の嵐あらしが始まる。


　キューブから撃うち出される射しや撃げきは的確に玖郎を追おい詰つめてゆく。とっさに回かい避ひしても、動いた場所に打ち込まれ、防御をすれば回り込んで撃たれる。針自体を消しきるのは不可能に近く、キューブを消しても補ほ充じゆうされる。


　さらに厄やつ介かいなのは決して強引な攻せめをしてこないことだ。あくまでも一誠は細かい攻こう撃げきを積み重ねることに終始し、玖郎の体力と精神力を削けずってくる。


（まずい、このままじゃ──）


　戦い始めて数分。みるみるうちに玖郎の傷は増えていくのに比べ、一誠は遠距離戦に切きり替かえてから一歩もその場を動いていない。焦あせりを募つのらせる玖郎。


「こうなれば……！」


　左右からの射撃を転がるようにかわし、玖郎はおもむろに跳とび出した。先読みして放たれた針が何本も突き刺さるが、あえて防ぼう御ぎよはしない。


　行く手をふさぐキューブをふたつ消し、進行方向から来る針のみを消し、ダメージを考えずに突とつ撃げきする。向かう先は──一誠本人。


「打つ手が無くなれば、攻撃の大本を絶ちに来る。……ま、そうなるよな」


　がむしゃらに突撃する玖郎を見み据すえつつ、一誠はこともなげに言った。


「だが、それも甘い」


　一誠の右手が霞かすむ。うなりをあげて振るわれたのは機械槍だ。玖郎を迎むかえ撃つにはだいぶ早いタイミングで繰くり出だされた槍は、ただ虚空を切り裂さき──。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて烈れつ風ぷうを生む。


「うわっ!?」


　突とつ如じよとして出現した風の壁にはじき飛ばされ、再び元の位置に戻される玖郎。


「い、今のは──！」


「コイツの力さ」


　顔を上げて問う玖郎に、一誠は機械槍の穂ほ先さき──そこに展開している仮面を指す。さきほどまで暴走しかけていたソレは、わずかに震ふるえているものの、今は大人しい。


「ヒナタさんの……、〝輪廻アルマ〟の仮面……！」


「お前さんは知ってるんだな。そう、風を操あやつる〝輪廻〟の能力を使わせてもらったのさ」


「そんな!?　でも陽菜は──」


　少女が槍を展開するとき、風など起こしてはいなかった。


「アイツにここまでやらせるのはまだ早い。仮面に暴走させられているようじゃな」


　そう言って一誠はもう一度槍を振る。風が逆巻き、埃ほこりを舞まい上げた。


「さて、追加されたルールはわかるか？」


「近きん距きよ離り戦を仕掛けても、風で吹ふき飛とばされる……ですか？」


「正解。……だが半分だな」


「半分？」


　いぶかしげに眉まゆをひそめる玖郎に、一誠はうなずく。


「風はただ吹き飛ばすだけじゃない。こういう使い方もあるってことだ」


　そう言って老エージェントはとん、と地を蹴ける。ほんの少し足首を動かした程度のジャンプ。だが一誠の体は不自然に発生した風に支えられ、そのまま浮ふ遊ゆうしているキューブの上へと運ばれてゆく。


「先に言っておくが、もう降りる気は無いからな」


　玖郎を見下ろし、あざ笑う一誠。正解のもう半分は〝空を飛ばないと攻撃すらさせてもらえない〟といったところだろうか。


「く──！」


「さあ、理解したところで再開と行こうか」


　残ざん酷こくな宣言がくだされ、浮遊するキューブが緻ち密みつな計算を元に針を吐はき出し始める。


　打つ手のない戦いに玖郎は拳こぶしを握にぎった。
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「恐おそろしいほど冷れい徹てつですね、イッセイという人物は」


　玖郎と一誠の戦いを見守りつつ、アシュリーはそう評した。


「そういう人間なのだ。敵の能力をすべて封ふうじ込み、実力を出させずに勝つ。個人で戦い抜くためにもっとも効率のよい方法を徹てつ底ていしている」


　答える陽菜の顔に余よ裕ゆうはない。焦っているのだろう。いつでも飛び出していける姿勢を作っているところからも、それが窺うかがえる。


「戦士の鑑かがみですね。戦いの真理をつかんでいます。事実、クロウは何もできていない」


　ふたりの少女の視線が、弾幕に立ち向かう玖郎に向けられる。


　よくがんばっていると言えるだろう。防ぎきれぬ波状攻撃を捌さばき続け、隙すきがあれば一誠へ攻撃するためにキューブを蹴って跳び上がる。


　だが単発の攻撃は意味をなさない。一誠は風を使って浮遊、跳ちよう躍やくし、悠ゆう々ゆうと玖郎の攻撃を避ける。回避された後に待っているのはキューブの集中攻撃だ。必死になって玖郎が逃にげ──、そしてまたキューブに囲まれる。


　何度も何度も繰り返される同じ展開。変わっているのは玖郎についた傷の数と、その表情ににじむ焦しよう燥そうの濃こさのみ。


「玖郎にああ言いはしたが……、やはり納なつ得とくしがたい」


　苦々しい顔で、吐き捨てるように陽菜は言う。


「なぜ……、玖郎と一誠が戦わねばならぬのだ」


「それは──先ほど玖郎が説明した通りです」


「わかっている。玖郎の状況も、一誠の経けい緯いも、……私が原因であるということも」


　陽菜は血がにじむほどに拳を握り、歯を嚙かみしめる。


「だが納得のいかないものは納得いかないのだ」


「ならば──止めに入りますか？」


　アシュリーはあっさりとそう言い、戦う玖郎を指さす。


「クロウの体力はそろそろ限界でしょう。機動力が落ちればあの集中砲ほう火かの餌え食じきとなる。止めに入るなら今しかありません。──割り込みますか？　ハルナ」


「ぐ……」


　しかし、水を向けられた陽菜は黙だまり込む。アシュリーはひとつうなずいた。


「覚えているようですね。今あのふたりの邪じや魔まをすることがどういう結果になるのかを」


「ああ。『僕たちの誰だれかが犠ぎ牲せいになる』、確かに玖郎はそう言った。──だがな！」


　陽菜はこらえ切れぬとばかりに玖郎を指す。


「この状況を見ろ！　このままでは玖郎が命を落として、それで終わりではないか！」


　必死で攻撃を耐たえしのぐ少年だが、徐じよ々じよにその手数が、運動量が減っている。誰の目にも限界が近いことが明らかだ。人形の少女は玖郎から目を逸そらさないまま答える。


「無論、そんなことにはさせません」


「ならばどうするというのだ！」


「もう少し。……ほんの少しだけ待ちます」


　アシュリーはわずかに目を細める。


　ことここに至って、ようやく陽菜は気がついた。言葉はいつものとおり、感情のない平板さを保っている。だがその眉み間けんにはわずかにしわが刻まれ、拳を握り、唇くちびるを嚙んでいた。


「アシュリー、キミも……」


「『ひとりで戦いたい』、そう主あるじが決意したならワタシは待つまでです。本当に間に合わなくなる、一歩手前まで」


「…………」


「それに──まだひとつ、クロウには手が残されています」


「なに!?」


「ですがその手が打てるかどうか、判断できるのはクロウのみです。クロウがそれを良しとするかどうかも……」


　アシュリーはひとりごとのようにそう言うと、手を組んで祈いのる。


　ただ主の無事を──。
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　その瞬しゆん間かん、玖郎の膝ひざから力が抜ぬけた。


　キューブからの攻撃を横っ飛びで避よけ、着地した時だ。急激な方向転てん換かんを行おうと足全体に力を込め──、膝が笑ってしまった。


「まず……っ！」


　背筋に走る危険信号を認識ながら、玖郎は頭から半はん端ぱなジャンプを敢かん行こうする。


　下半身に殺さつ到とうする針の雨。穴だらけになる直前に──、異形の腕うでが地面を搔かく。


「く、おおおおおおおっ！」


　腕の膂りよ力りよくで体を泳がせ、針の軌き道どうから脚あしを抜く玖郎。そのまま受け身も取れず肩かたから地面に落ち、転がった。玖郎の後を追うように針の小さな穴が地面に穿うがたれてゆく。


　射撃が途と切ぎれたタイミングを見計らって立ち上がる。だが──。


（くすくすくす、ねえもう限界じゃないの？）


　耳元で子供がささやくような声。玖郎にしか聞こえぬ、玖郎に棲すまう〝輪廻アルマ〟の声だ。


「うる、さい」


　上下から攻め立てる攻撃の片方をかわし、片方を打ち消しながら玖郎は答える。


（でももう脚が動かないでしょ？　肩だって痛いし、呼吸もしにくいよね？……だからボクと代わろうよ！）


　だが〝輪廻〟の声は止まることなく、誘さそいを続ける。理性を手放せと、執しつ拗ように。


「僕は……キミと、代わるつもりなんて、ない……！」


（でも今のキミじゃ、このまま力つきるだけだよ？　だったら早めに渡わたしてもらった方が、ボクとしては助かるんだけど。あのくらいのヤツならすぐに捕つかまえられるし）


「何度言われても、僕は──」


　半ば自動的に攻こう撃げきを捌きつつ玖郎はお定まりの否定をぶつけようとして……、口ごもる。


「キミはなんとかできるっていうのか、この状じよう況きようを……」


（できるよ！　簡単に！）


　玖郎はひとつツバを飲み込む。つとめて冷静に、言葉を選んでこう言った。


「僕は、そうは思わない」


（え？）


「一誠さんの攻撃は完かん璧ぺきだ。キミに代わっても、封ふう殺さつされるんじゃないか？」


（むー、そんなことないよ！）


「僕の能力は完全近距離型だ。遠えん距きよ離り戦に徹てつする一誠さんの布ふ陣じんを打ち破ることはできない。それともキミにはやりようがあるっていうのか？」


（あるよー！　本体を捕まえればいい！）


「でも一誠さんは空を飛んでいる。捕まえられない」


　会話をしながらも玖郎は攻撃を捌いていく。精度は下がるが、この際それを無視して〝輪廻アルマ〟との会話に集中した。何か打開策が必要だった。


　──だが。


（だからさ、空を飛べばいいじゃない）


　こともなげに〝輪廻〟は言う。玖郎は落らく胆たんを隠かくせずに問うた。


「どうやって？」


（どうって……、翼つばさを出せば飛べるでしょ？）


「僕にそんなことは──」


　できない、と言いかけたその時。


　玖郎の脳のう裏りにひとりの男の姿が浮うかぶ。漆しつ黒こくの法衣を纏まとった、人なつこい笑顔を浮かべた男。過去に玖郎と相対したもうひとりの〝輪廻〟。そうだ、彼の背には──。


「っ！」


　ドクン、と左腕がうずく。牙きばの生えた肩かた口ぐちに奇き妙みような熱を感じる。眠ねむっていたものに火が入った。──そんなイメージを玖郎は抱いだく。


（ほら、できるでしょ？）


　これでどうだと言わんばかりに鼻を鳴らす〝輪廻〟の声を玖郎は無視する。もはやそれどころではなかった。今にも暴れ出す力を制せい御ぎよするので精せい一いつ杯ぱいだ。


「く──っ！」


　間断なく打ち込まれる針を異形の腕で消し去りつつ、玖郎は跳とんだ。キューブをふたつばかり蹴けって一誠へと迫せまる。


「おいおい、ちょっと攻撃が雑になってるぞ」


　一誠はわずかに慌あわてることもなく、留まっていたキューブを蹴った。途と端たん風が巻き、老エージェントの体を空中に留めおく。何度も繰くり返してきた、同じ展開。玖郎は空中に静止する一誠の位置を確認すると──。


「お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　吼ほえた。


　己おのれが内に在ある熱を形にするために。死した魂たましいにもう一度命をともすために。


　裂れつ帛ぱくの咆ほう吼こうに答えるように──異形の腕、その肩口が大きく盛り上がる。


「なにっ!?」


　皮ひ膚ふを突つき破やぶって出現したのは、一枚の翼。蝙蝠こうもりを思わせるフォルムの、闇やみ色の翼だ。


　かつてこの翼は一対のものとして、とある男の背にあった。


　イリアス。オーヴァードすべての吸収を望んだ狂きよう気きの神父。玖郎が初めて相対し──その力を喰くらった〝輪廻〟。


「う、ごけ──！」


　異形の腕が拳こぶしを形作る。玖郎の気合いに反応したか、翼はひとつ大きくはためき、進行方向をねじ曲げる。……空中に留とどまる老エージェントへと。
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「これで──どうだ！」


「ちっ！」


　金属同士をぶつけ合う甲かん高だかい音が響ひびいた。


　真っ正面から振ふり下ろした玖郎の渾こん身しんの一撃は、だが一誠の構えた機き械かい槍そうによって受け止められている。


「まだ、だ！」


　受け止められたまま体重をかける玖郎。今や完全に玖郎が上を取り、一誠へと圧力をかけていた。たわみ、きしみを上げる機械槍。


「ふっ！」


　だがしかし、わずかな力のゆるみを見切った一誠が槍を回転させ、かぎ爪づめを捌さばく。力のベクトルを逸らされ、爪は虚こ空くうを薙なぎ、そのまま地面へと落下し──。


　その途端、漆黒の翼が大きく羽ばたいた。翼は一誠の周囲に渦うず巻まく風を摑つかみ、少年の体を浮ふ力りよくで支える。ぐるんと体が回転し、玖郎の顔が空を向いた。


　そこには──なんとか攻撃を捌き、かすかな隙すきを作る一誠の姿。


「こ……こだ！」


　細い糸のような隙に、玖郎は異形の腕を突き出した。翼がはためき、その一撃を後押しする。天から地へ、地から空へ。ありえぬはずの連撃が──ついに一誠を捕とらえる。


「おおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


「く──、まだだって言ったろうが！」


　だが一誠もただでは終わらない。不完全な体勢のまま老エージェントが選せん択たくしたのは、機械槍による反撃。かぎ爪と槍、双そう方ほうの攻撃が交こう錯さくする。


「ぐっ！」


「ちぃっ！」


　血を流しながら共に落下するふたり。そろって体勢を直し、無事に着地する。


「ここに来て新能力とはな……！　驚おどろかせてくれる」


　苦痛と敵意、そして興味がない交ぜになった壮そう絶ぜつな笑みで、一誠はうめいた。


　玖郎も胸むな元もとから流れ出る血を右手で押さえ、同じように笑えみを返す。


「一誠さんを……参考にしたんですよ。喰った〝輪廻〟の能力を使えることは、今まさに実じつ践せんしてもらってます。本当なら翼は一対出てくるはずだったんですけどね」


「くくっ、そりゃ望みすぎだ。喰った力だって最初から自由に使えるわけじゃない。ましてやぶっつけ本番だ。動かせただけでも奇き跡せき的だよ」


「そういうものですか？」


「ああ、そういうもんだ」


　殺気混じりの笑みを交かわし合い、ふたりは肩を震ふるわせる。


「そういえば、こんな風に誰だれかと〝輪廻アルマ〟の話ができるなんて思っていませんでした」


「それはこっちのセリフだ。さて──」


「また、始めましょうか」


「ああ！」


　ふたりは同時に地を蹴り、空中戦が始まる。


　あくまでも進行方向を変えるだけの玖郎と、長時間の空中浮ふ遊ゆうが可能な一誠。だがキュマイラの膂力で跳び上がった力をそのままスピードに転化できる玖郎は、機動力において一誠の上をゆく。一誠もそれを理解しているのか、攻撃はキューブに任せ、自分は機械槍で防ぼう御ぎよに徹していた。


　攻撃の密度なら一誠、一撃の重さならば玖郎。二体の〝輪廻〟は夜空に幾いく度ども弧こを刻み、互たがいの武器をぶつけ合う。


「──ははっ、すさまじい光景だな！　玖郎くん！」


　幾度目かのぶつかり合いを経へて、一誠が叫さけぶ。互いに攻撃の手は止めない。


「通常オーヴァードが操れる力は三種までと言われている。だがオレもお前さんもそれ以上の力を振るい、結果がこの戦いだ！　強すぎる力だとは思わんか！」


　叫び、一誠は機械槍を振り下ろす。数十を超こえるキューブがそれぞれにタイミングを違ちがえ、玖郎に向けて針を放った。


「化け物じみている──、そう思いますよ。他のどんなオーヴァードよりも」


　翼を使い、緩かん急きゆうを付けたジャンプで一いつ斉せい射しや撃げきをかわす玖郎。捌ききれないものは左腕で消し飛ばす。次いで近くのキューブを蹴って一誠へと迫った。


「他のオーヴァードから何かを喰いとって生きる。そんな存在は僕たちだけですから」


「であれば──！」


　玖郎の攻撃を受け止め、風の力ではじき飛ばし、一誠は問う。


「その力を、不安には思わないのか？」


「……！」


　隙こそ作らなかったものの、瞬間だけ玖郎は動きを止めた。さらに一誠が続ける。


「オーヴァードのさらに先を行き、際限なく強くなるこの力を。ともすれば同どう胞ほうに向けられるこの力を。恐おそろしいとは思わないのか？」


　攻せめる手は苛か烈れつに。だが言葉は真しん摯しに。


　幾いく多たの悲劇を目の当たりにしてきた老エージェントは、少年に問いかける。


「いかに居場所を作ろうとも。いかに周囲に許されようとも。力そのものに裏切られるかも知れない。それが……恐ろしくはないのか」


　ついに、一誠は足を止めた。


「オレは──怖こわい」


　そして血を吐はくように、心の奥底をさらけ出す。


「この手で再び家族を殺すことが怖い。陽菜を殺すことが──たまらなく怖い」


　泥どろのように溜たまった不安。長く生きてきたからこそまとわりついた業。そんなものに絡からみつかれた一誠を、玖郎は瞬しゆん間かんだけ幻げん視しする。


「お前さんはどうだ、玖郎くん」


　顔のほとんどを仮面に覆おおわれ、残された右みぎ眼めが玖郎の奥底を計るように注がれる。瞳ひとみに宿る輝かがやきはどこまでも深く、どこまでも痛ましい。だから、玖郎は──。


「怖い、ですよ」


　心の内を、偽いつわりなく答えた。


「考えれば考えるほど不安になります。想像すれば想像するほど恐ろしくなります。……でも、それは止やめるって約束したんです」


「約束？」


「自分を殺して、絶望に逃にげることを止めると。……後ろのふたりに」


　陽菜とアシュリー。ふたりの少女の視線を受け止めつつ、玖郎は続ける。


「僕も──自分の父を殺しています。その罪深さに死を望んだこともあります。いや、今もそうなのかもしれません。でも──」


　玖郎は首を横に振る。


「でもそれは自分の周囲に悲しみを広げているだけだと、陽菜たちに教えてもらいました。その時に約束したんです。……もう逃げることを止める、と」


　その約束が、その誓ちかいが、今の自分の第一歩なのだと。


　玖郎はそう思っていた。


「具体的な方法はわかりません。だから、あえて先のことは考えていません。今、ここにいる意味さえあれば」


「それは……、思考を停止していると言われないか？」


「ええ。でもきっと道は見つかると、そう思うことにしているんです」


　苦笑いを浮うかべ、玖郎は一誠の問いに答える。


「やっぱり年ねん齢れいの差、か」


「え？」


「その無む鉄てつ砲ぽうさがうらやましいってことだ」


　軽く首を振って一誠は軽く機械槍を振った。すると周囲に浮かんでいたキューブがすべて落ち、地面に溶とけるように消えてゆく。


「一誠さん……？」


「気が変わった。このままちまちまとした攻こう防ぼうを続けてもいいが、お前さんに全部をぶつけてみたくなった。──オレの切り札、受けてみるか？」


「切り札、ですか？」


「そうだ。オレが持つ最大の攻こう撃げきだ」


　仮面の向こうで笑う気配をさせつつ、一誠は構えを取った。右半身を引き、機械槍を右手だけで支え、腰こしを落とす。それは槍を投とう擲てきする構えのようにも見えた。


「最初の一撃は外す。絶対に動くな」


「え？」


「いいから動くなよ。巻きこまれてもしらねえぞ」


「は、はい」


　静かに告げる一誠の言葉に込められた意志に圧おされ、玖郎もまた構えを取る。


　一誠はこれ以上ないほどに集中していた。戦いの最中も口数多く、常に余よ裕ゆうのあった老エージェントの変へん貌ぼうに、繰くり出す攻撃のすさまじさを玖郎は想起する。


「──いくぞ」


　言葉と共に構えられた機械槍が再度展開し、仮面があらわになる。ふわりと風が渦巻いた──気がした。


「っ!?」


　一誠の姿が消える。……いや、消えたと認にん識しきした時にはすべてが終わっていた。


　襲おそい来る轟ごう音おんと衝しよう撃げき波は。横に撃うち出された竜たつ巻まきに巻きこまれたかと思うほどに荒あれ狂くるう風に耐たえられたのは、運がよかっただけに過ぎない。


「い、今のは!?」


　とっさに顔を護まもっていた腕うでを上げ、玖郎は見る。戦場に深々と刻まれた傷きず痕あとを。大地を一直線にえぐり取った攻撃の爪つめ痕あとを。


「これは──」


「ただ正面から突つきを放っただけさ」


　傷痕の先せん端たんで一誠が言う。先程まで玖郎の前にいたはずの一誠が。


「ただし、今使える力をすべて使って速度を高めた突きだがな」


「すべてって……」


　玖郎は一誠の能力を思い返す。


「機き械かい槍そうの風によるスピードアップを主しゆ軸じくに、電磁力による加速やら、軌き道どう計算やらもろもろな。ま、理り屈くつはどうでもいい」


　そう言って一誠は同じ構えを取る。深く静かに意識を研とぎ澄すませてゆく老エージェント。


　すべてをぶつける。その言葉を実践するつもりなのだろう。


「さて、どうする？　もちろん逃げてもいいぜ？」


　あえて挑ちよう発はつ的に言い放つ一誠に玖郎は首を横に振ふり、構えを取った。いつもの通り、左腕を突き出した防御重視の構え。さらに翼つばさを体の前面に展開させ、即そく席せきの盾たてとする。


「受けて立ちます」


「……すまんな」


　それを最後に、ふたりの間から言葉が消えた。張はり詰つめた空気が否いや応おうなく緊きん張ちよう感かんを生む。


（──集中しろ）


　玖郎は呼吸を整え、そう自分に言い聞かせる。


（見て、そして受け止めるんだ。この人の全力を）


　正しよう真しん正しよう銘めい、これが最後の攻撃となるだろう。一誠の切り札はまさしく必殺の威い力りよくを持つ。だがそれゆえに細かい制せい御ぎよはできず、撃った後は隙すきだらけになる。──そこまで一誠は見せてくれた。


（約束を守るために、そして一誠さんたちが積み上げてきたもののために）


　背後で自分を見守るふたりの少女を意識する。そして改めてこちらに槍を構える老エージェントを意識する。──胸の内に紅あかい炎ほのおがひとつ灯ともる。


　ゆっくりと玖郎は呼吸を整え、集中力を高める。周囲の音が消え、肌はだの感かん触しよくが消え、体内の音が消え、ついには風景すらも消え失うせた。感じられるのは一誠の一挙手一投足のみ。


　息を吸う。


　──機械槍の穂ほ先さきが開き、仮面が現れた。


　息を吐く。


　──ゆるやかな風が一誠に集まる。


　息を吸う。


　──一誠の体勢がわずかに前に傾かしいだ。


　そして玖郎が息を止めると同時に。





　一誠の姿が、かき消えた。





「──────っ!!」


　風を巻いて一誠が迫せまる。


　切っ先を感知できたのは前に展開していた翼に触ふれた時。かつて玖郎の腕すら切きり裂さいた硬こう度どを持つ漆しつ黒こくの翼は、機械槍が触れた瞬間に砕くだけ散ちった。


　だがわずかにゆるんだスピードに、集中力によって高められた反射が追いつく。


　半ば自動的に玖郎は左腕を突きだした。槍の穂先にみずから手を差さし伸のべてゆく。


　穂先に触れたとたん、血がしぶいた。肥大化した腕を斬きり裂き、数多あまたの牙きばを砕いてもなお、槍の勢いは止まらない。


　まっすぐに体の中心を狙ねらう槍に手を差し出しつつ、玖郎はさらに一歩を踏ふみ込んだ。攻撃の力にさらに自分の力を足して、腕を槍に貫つらぬかれながら前に出る。そして──。


　異い形ぎようの腕が槍を突き抜ぬけ、ついに一誠を捕つかまえる。


「なにっ!?」


　一誠の目が見開かれた。


　風が失せる。電磁力が失せる。レネゲイドによって作られたあらゆる力が失われてゆく。


　途と端たんに落ちるスピード。玖郎は壊こわれた腕で一誠を押さえ込み、両脚を開く。


　砂すな煙けむりを上げ、十数メートル近く後ずさりながらも玖郎は倒たおれなかった。そしてついに、槍の勢いが止まる。


　驚きよう愕がくの表情でこちらを見あげる一誠に、玖郎はかすかな笑みを浮かべて言った。


「捕まえ、ましたよ」


　そして玖郎は一歩強く踏み込むと、全身を連動させて一誠の頰ほおに拳こぶしをたたき込んだ。


　──変異していない、右拳を。
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「ぐ……っ！　この……っ！」


　腕の奥深くまで突き刺ささった槍を、玖郎は力ちから尽ずくで引き抜く。抜くというより切り離はなす作業に近く、想像を絶する痛みが襲ったが、玖郎は奥歯でそれを嚙かみつぶした。


　機械槍を放り投げ、左腕を動かす。──かろうじて拳が作れた。


「よし」


　ひとつうなずき、玖郎は未いまだ大の字に転がる一誠の元へと近づく。


「負けたか……」


　夜空を見あげたまま、一誠はつぶやいた。視線の先には中天に上がった月がひとつ。冷たい光を地上に投げかけている。茫ぼう洋ようとそれを見あげる一誠の顔に、すでに仮面はない。波は瀾らん万ばん丈じようの人生を過ごし、燃もえ尽つきた老エージェントがそこにいた。


「掛かけ値ねなしの全力だった。正面から破られたな」


　誰だれにともなくつぶやかれたその言葉に、玖郎は答えない。一誠は細く、長く、ひとつ息をつくと、静かに言った。


「これで──終わりか」


　その一言にはどれだけの思いが込められているのだろう。


　不安、後こう悔かい、諦てい念ねん、焦しよう燥そう、愛情、懐かい旧きゆう、そして希望。想いは万まん華げ鏡きようのように移り変わり、現れては消えてゆく。変わらぬのはすべてに決着が付いてしまったという──寂せき寥りよう感。


　茫ぼう漠ばくたる寂さびしさを吐と息いきに込め、老エージェントはもうひとつ長いため息をついた。


　だが、玖郎は。


「いえ、ここからが始まりです」


　彼の決意そのものを否定する。


「なに？　それは……っ!?」


　疑問の声をあげ、よろよろと半身を起こした一誠はそこで硬こう直ちよくする。


　自分の目の前でかぎ爪を振り上げる玖郎を見て。


「馬ば鹿かな！　まさか玖郎くん!?」


　気が付いたのだろう。玖郎の顔の半分を覆おおう仮面に。まだ〝輪廻アルマ〟を解いていない、その意味に。


「やめろ！　そんなことをすればお前さんは──！」


　慌あわてる一誠の言葉を、だが玖郎はすべて無視した。異形の腕を高々と掲かかげ、己おのれの中に棲すまう〝輪廻〟に呼びかける。


「待ちかねただろう。食事の時間だ」


　壊れかけた牙がギチギチと歓かん喜きに震ふるえる。脳裏に子供の笑い声が響ひびく。


「獲え物ものは〝輪廻〟五体をその身に宿した大物だ。さあ──」


　玖郎は一歩を踏み出し──。


「残さず、喰くらえっ!!」


　かぎ爪を、振るった。
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　笑い声が響く。


　歓喜、歓喜、歓喜。


　欠けた破片を取とり戻もどした喜び。食しよく欲よくを満たした喜び。力を得た喜び。あらゆる愉ゆ悦えつを内包した笑い声を上げる子供を──玖郎はじっと見み据すえていた。


「またここか」


　周囲に視線を巡めぐらせ、玖郎は独りごちる。


　天も地も闇やみに覆われた、何もない空間。存在するのは玖郎と、仮面を着けた子供──玖郎を住すみ処かとする〝輪廻〟のみ。


　以前にも訪れたことのある、仮想空間だ。


「……楽しそうだね」


　玖郎はけたたましく笑う〝輪廻〟に声をかける。〝輪廻〟はくるりと振り向くと、大きくうなずいた。


「うん！　だってこんなにたくさんの餌えさをもらったんだもの！」


　顔を上げた〝輪廻〟を見て、玖郎は気づく。以前はほぼ仮面に覆われていた子供の顔は半分ほどが露ろ出しゆつしていた。はっきりした顔立ちに明るい瞳ひとみ、どこか中性的な顔立ちでありつつも少年らしさを残したその顔は、どこかで見覚えがあると玖郎は感じた。


「ねえ、もっと食べていいんだよね？　もっともっと食べていいんだよね!?」


「──いいや、ダメだ」


「えええ～」


　すげなく首を振る玖郎に、〝輪廻〟は口をとがらせる。


「キミに一誠さんの〝輪廻〟を喰わせたのは、もう彼が限界だったからだ。あの人はこのまま封ふう印いん施し設せつに行くつもりだった。助けるには……〝輪廻〟を喰うしかなかった」


　だから玖郎は一誠にかぎ爪を振り下ろした。


　ただし、命は奪うばっていない。いや傷も付けていないはずだ。そのために──あの老エージェントを行動不能にしたのだから。


「そんなこと知らないよ。確かにあのお爺じいさんはちょっと喰い損ねちゃったけど」


　だが〝輪廻〟は取り合わない。それでも玖郎は否定を叩たたきつける。


「ダメだ。キミの好きにさせるつもりはない」


「……ふ～ん」


　首を横に振ふる玖郎に、〝輪廻〟は声のトーンを変える。


「そんなこと言っちゃうんだ」


「──!?」


　その一言で──周囲の空気が一変した。


　不快感でもやがかかり、重圧で膝ひざを屈くつしそうになる。恐きよう怖ふは玖郎を地中に引きずり込もうとし、絶望が体内に染みこんでくる。


「止められるつもりなの？　ボクを」


　徐じよ々じよに〝輪廻アルマ〟の姿が変わってゆく。八歳さいほどの少年が徐々に、徐々に成長し、彼の顔を覆っている仮面が剝はがれてゆく。


「さっきまでのボクを抑おさえるのに必死だったキミが？」


　そうして〝輪廻〟は変へん貌ぼうを遂とげた。十六歳の体たい軀くになり、剝がれた仮面の下から現れたのは──玖郎自身だ。


　だが彼に、玖郎が持つ陰いん気きさは無い。自信と力に満ちあふれた少年の姿がそこにあった。


「僕と、同じ……？」


「そうだよ。ボクとキミを違ちがうものだとでも思っていた？　違いなんて無いんだよ」


　くすくすと笑うもうひとりの玖郎。だが彼は玖郎が疑問を差し挟はさむ余地を作らない。


〝輪廻〟は静かに指を向ける。


「じゃあ玖郎。今度はキミが沈しずむ番だ」


「──っ！」


　言葉と共に腕うでに、脚あしに、白いもやのようなものが集まって拘こう束そく具と化す。バランスを取れず転がった玖郎に、〝輪廻〟は追い打ちをかけた。


「ああ、忘れ物だよ」


　途端、玖郎の顔に〝輪廻〟の仮面が出現する。目を、耳を、口をふさいでゆく仮面。


「あはははははははははははっ！　どう？　これでもボクをどうにかできるつもり？」


「────するさ」


「っ！」


　地に伏ふし、闇に沈みかけ、だが玖郎は毅き然ぜんとその言葉を口にする。


「キミの好きなようにはさせない」


「…………少し前まで臆おく病びようだったのに、ずいぶんと肝きもが据すわったみたいだね」


〝輪廻〟の笑顔が消える。


「キミはもう何もできない。この器うつわはボクが使う」


　冷ややかなその目を正面から見据える玖郎。地面に転がったまま、少年は答えた。


「キミは──きっと強いのだろう」


「……？」


　いぶかしげに眉まゆをひそめる〝輪廻〟をあえて無視し、玖郎は続ける。


「オーヴァードを、レネゲイドを捕ほ食しよくし、自分の力に変える存在だ。弱いわけはない」


「なにを……？」


「でも、そんなキミに対たい抗こうできる切り札を、僕も持っているんだ」


　その時、突とつ然ぜん世界を覆う闇を雷らい光こうが切きり裂さいた。


　稲いな妻ずまはその名の通り光の速度で、狙ねらい過あやまたずこの世界の主を〝輪廻アルマ〟を撃うち貫ぬく。


　雷光の名は──機き械かい槍そう、〝無限を断つ槍デウス・エクス・マキナ〟。


〝輪廻〟を殺すために生まれた、一誠の執しゆう念ねんの結けつ晶しよう。


「……!?」


　呆ぼう然ぜんと自分の体を見る〝輪廻〟に、玖郎は言った。


「それが僕の切り札。──僕の仲間たちだ」
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　玖郎が怪かい物ぶつと化してゆく。その光景を、一誠はなすすべもなく見ていた。


　状じよう況きようはがらりと意味を変えていた。


　一誠に傷は無い。確かに爪は体を通り過ぎたものの、老エージェントには毛筋ほどの傷も残っていなかった。だが〝輪廻〟を失ったことはわかる。体内を蝕むしばんでいた熱の塊かたまりがごっそりと失われたのを、一誠は感じとっていた。


　その代だい償しようとして──。


「グ、ル、ア……！」


　今、玖郎が怪物となりかけている。


　仮面はほぼ完全に玖郎の顔を覆い、肉体は変異を終えつつあった。体たい軀くはふくれあがり、白く分厚い表皮に覆われ、あちこちに突とつ起きが生まれている。その姿は仮面を着けた巨きよ獣じゆうというにふさわしい。


　一誠本人は知らなかった。この姿こそ、かつて玖郎が暴走したときに見せた姿であることを。玖郎を侵おかす〝輪廻〟の本当の姿であったことを。


「ぐ──！」


　一誠は身をよじる。戦いの後こう遺い症しようか、それとも〝輪廻〟を奪われた後遺症か。極度の疲ひ労ろうが老エージェントを包み、指一本動かせない。


「この、おんぼろが！」


　自分自身に悪態をつく一誠。その声が耳に入ったのか、目の前の玖郎が首を巡らせる。その瞳はすでに人間のものではない。


「ぐ……！」


　当然のように発される殺気に、一誠が死を覚かく悟ごする。


　だがその時──、白い巨獣の周囲を紅くれないが取り巻いた。


「ガアッ!?」


　玖郎が怒いかりの咆ほう吼こうを上げる。巨獣の体に巻き付くのは百本近い紅あかい鎖くさり──アシュリーの鎖だ。人形の少女はいつもの能面のまま、懸けん命めいに両手をたぐって獣を抑え込む。


「……長くは保もちません。早めに行動を」


「ああ、わかった」


　簡素に答えたのはもうひとりの少女、陽菜だ。ＵＧＮチルドレンの少女はいつの間に回収したのか、機械槍を片手に一誠の横に立つ。


「一誠、ひとつ聞く」


「陽菜──？」


　鎖を引きちぎり始めた玖郎から目を離はなさず、陽菜は一誠へと問うた。


「この槍は……機械槍はどこまで〝輪廻〟の力を引き出せる？」


「どういう、意味だ？」


「理由を説明している暇ひまはない。答えてくれ」


　陽菜はわずかに焦あせった口調で問いを重ねる。少女の雰ふん囲い気きに圧おされ、一誠は答えた。


「理論上は元になった〝輪廻〟の能力はすべて使えるはずだ。出力は使い手次第」


「──十分だ」


　言って、陽菜は腰こしを落とし、構える。それは奇くしくも一誠の切り札と同じ構えだ。玖郎へ向けて意識を研とぎ澄すませていくのが一誠にもわかる。


「何を、するつもりだ……？」


　邪じや魔まになると分かっていながら、だが一誠は聞いた。


「暴走しているレネゲイドを削けずり取る」


　陽菜の答えは簡素だった。


「玖郎が私にしたのと同じように」


「無茶な！　玖郎くんが死ぬか、槍が暴走するかのどちらかだぞ！」


「槍の暴走など抑え込んでみせる。玖郎の命も救ってみせる」


　一誠の言葉を陽菜は聞き入れない。ただ決意を口にする。


「通してみせる。──これが、これだけが、私たちが四人全員助かる手段だ」


「──っ！」


　一誠は息を[image: ]のんだ。


　……この子供たちは最初からそれを狙っていたのだ。彼ら三人が助かることではなく、一誠も含ふくめた四人が助かることを。


　玖郎が一誠と一対一で立ち合ったのも、すべてこのため。陽菜とアシュリーの力を温存し、最後の賭かけに出るためだ。


　陽菜が手元を操作し、機械槍の穂ほ先さきが開いた。現れた仮面は玖郎の咆吼に当てられたか、かすかに震ふるえている。──暴走する直前だ。


「大人しく、しろ……！」


　仮面の干かん渉しようを受けながらも、強引にねじ伏せようとする陽菜。今度は暴走こそしないものの、制せい御ぎよするまでにはいたらない。


　目の前では玖郎がアシュリーの拘束を解こうと暴れていた。


　巨獣がそのかぎ爪づめを振るうと、十本単位で鎖がちぎられてゆく。百近い紅の鎖は、すでのその半分に数を減じていた。


「ぐ……！」


　その様子に焦りを覚えたのか、陽菜はさらに力ちから尽ずくで仮面を抑えようとする。だがそれでは仮面の震えは止まらない。


「ここで役に立たねば、なんのために……！」


「陽菜……」


　悔くやしさで奥歯を嚙かみしめる陽菜。


　そんな少女の姿に……一誠は意を決した。呆然とした顔を引ひき締しめ、言葉を紡つむぐ。


「陽菜、力尽くで抑えようとするな。一度力を受け入れ、コントロールするんだ」


「え……？」


「呼吸を整えろ。吸うときに力を受け入れ、吐はくときに鎮しずめんだ」


「一誠……」


「早く！　ぼやぼやしていると玖郎くんが動き出すぞ」


「──了りよう解かいだ」


　仮面の力に抗あらがいながら、陽菜は目を閉じて呼吸を整える。徐じよ々じよに徐々に仮面の震えが少なくなり……、やがて止まった。完全にコントロールできた証あかしだ。


　──ヒナタ、麟太郎。力を貸してやってくれ。


　動かぬ体で一誠は祈いのる。自分と同じ罪を、我らが子が背負わぬように。


　陽菜が目を開ける。その瞳ひとみに一点の曇くもりもない、すべてを押し通す意志の光があるのを見て、一誠が叫さけんだ。


「行けっ！」


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　陽菜が吠ほえ、そして疾はしる。


　繰くり出だされた槍は狙い過あやまたず、拘こう束そくを解きかけた白い巨獣のみぞおちへと突つき刺ささった。


　玖郎に、傷ひとつつけずに。





　　　　＊　　＊　　＊




「これ、は──!?」


　信じられぬ、という表情で〝輪廻アルマ〟は自分の腹に突き刺さった機械槍を見やる。傷口からは血ではなく、白い蒸気のようなものが上がっていた。


「そんな……！　吸われる……！」


　身をよじり、両手を添そえ、槍を引き抜ぬこうとする〝輪廻〟。だが突き刺さった機械槍はびくともせず、彼の力を奪うばってゆく。


「う、ぐ……！」


　気が付けば〝輪廻〟の姿は元の八歳の少年に戻もどっていた。剝はがれたはずの仮面も元に戻り、その顔の半ばを覆おおっている。


　パキンと音を立てて、玖郎の拘束が解けた。立ち上がり、自分の仮面を引きはがす。


「まさか、自分自身を喰くわせるだなんて……！」


「僕だってオーヴァードだ。陽菜を助けられたのなら、同じ手が使える。──半分賭けだったけど、当たってたみたいだね」


　苦しむ〝輪廻〟の正面に立つ玖郎。拳こぶしを握にぎると、瞬しゆん時じに左ひだり腕うでが異形に変異してゆく。


「ふ、ふふ……、ふふふふふふふ」


　機械槍の傷にうめきながら、〝輪廻〟は笑えみを浮うかべる。


「それで、ボクを消すつもり？　そんなことができるとでも思っているの？」


「……できないことは重々承知しているよ」


　玖郎は静かに不可能を認める。


「僕は、キミたち〝輪廻〟が倒たおせないことを知っている。僕が死ねば、次の誰だれかに移るだけだということも理解している」


「だったら無む駄だだと思わない？　こんな時じ間かん稼かせぎは」


「いいや、時間稼ぎだからこそ意味があるんだ」


「……？」


　いぶかしげにこちらを見る〝輪廻〟に玖郎は言う。


「僕はキミたちを囲う檻おりになる」


「檻……？」


「いくらでも暴れるがいい。いくらでももがくがいい。何度だって僕は受けて立つ。そして絶対に僕の外には出さない。それが僕の役目だ」


　その玖郎の決意を呆然と〝輪廻〟は受け止め──。


「あ、ははははは！　あははははははははははははは！」


　身をよじるほどに笑い始めた。


「面白い！　面おも白しろいね！　つまりキミはこう言いたいわけだ！　〝輪廻〟を否定するのではなく──、受け入れたまま、封じ込めると！」


「ああ、そうだ」


　それが玖郎の答えだった。


　羊のために戦う狼おおかみになろうと決意した。だとすればこんな戦い方もありのはずだ。


　陽菜の母親が自分自身ごと〝輪廻〟を封じたように。一誠が陽菜のために〝輪廻〟をその身に負い続けたように。


　ただし、それはひとりで行うものではない。仲間と共に受うけ継ついでゆくものだ。


「すごい自信だね。それがどこまで保もつか、楽しみだよ」


「──人間は強い。僕が、一誠さんが稼いだ時間で必ず打開策を見つけてくれる」


　そうして玖郎はもう一度強く左拳を握る。寄りあわされた牙きばが耳みみ障ざわりな音を立てた。


「さあ、もう一度この中に戻ってもらおうか！」


　異形の腕うでを振ふりかぶり、玖郎はそのかぎ爪を〝輪廻〟へと打ち下ろした。


　その一いち撃げきは〝輪廻〟ごと、この闇やみに覆われた世界をも引き裂さく。ひび割れ、薄うすれてゆく世界の中で。


「それじゃあまた。すぐに戻ってくるよ──」


〝輪廻〟の哄こう笑しようだけが、やけに耳に残った。




Epilogue




　そうして玖く郎ろうは目を覚ます。


　まず視界に入ったのは陽はる菜なとアシュリー、ふたりの顔だ。


「玖郎、気が付いたか！」


「──体はどうですか、クロウ」


　どうやらずっと声をかけてくれていたらしい。ようやく聴ちよう覚かくが機能を取り戻し、声が鮮せん明めいに聞こえる。


「う……」


　玖郎はひとつうめいて、自分の手を見る。──異い形ぎよう化などしていない。自分自身の手だ。次いで顔をペタペタと触さわってみた。貼はり付いていた仮面もすでに無い。


「助かった……みたいだね」


　そう言って、玖郎はふたりの少女に笑顔を向けた。疲ひ労ろうの混じった弱々しい笑みになってしまったが、仕方がない。


「ああ、そうだ。──四人とも、無事だ」


　四人という部分に力を込め、陽菜が笑う。少女が振り返れば──わずかに苦い笑みを浮かべる一いつ誠せいの姿。


「ま、その、なんだ」


　ゴホン、とひとつ咳せき払ばらいをすると、老エージェントは顔を引き締しめる。


「玖郎くん、お前さんの考えは甘い」


「…………え？」


「先を考えずに行動することはただの無む謀ぼうだ。危険性や可能性を吟ぎん味みし、よりよい選せん択たくを取る。それが人間に与あたえられた思考という力のもっとも有効な使い方だ。……お前さんの選択はそういったものすべてを無視している」


　つらつらと一誠は玖郎の弱点を述べ、そして。


「だがな──」


　ふと、笑みを浮かべて首を振った。


「そんな言葉にはもはや何の意味もない。オレはぐうの音も出ないほど、まさしく完かん膚ぷ無なきまでに、お前さんに救われちまったからな。大きすぎる借りを作っちまった」


「それなら一誠さん、ひとつお願いを聞いてくれませんか？」


「お願い？　なんだ？」


「陽菜に本当のことを伝えてください」


「む……」


　わずかながら老エージェントの顔がこわばる。


「さっきアシュリーが必要な情報を伝えています。でも……お願いします」


「そう、だな」


「玖郎……」


「陽菜も。聞いてあげて」


「……わかった」


　そうしてふたりは向かい合う。


　一誠と陽菜。血のつながらない父と娘むすめ。レネゲイドによって結ばされた絆きずなを保つ親子。


「…………この十年、お前さんを騙だまし続けていた」


　しばし見つめ合った後、一誠はそう切り出した。


　そして老エージェントは語る。


　自分が〝輪廻アルマ〟に侵おかされていたこと。前線から去った後、それを使って他の〝輪廻〟を狩かり続けていたこと。そして〝輪廻〟の一体として、玖郎を殺そうとしたことを。感情的な言葉は使わず、ただ事実と理由を淡たん々たんと。


「すまん」


　そして最後に短く謝あやまり、頭を下げた。


　陽菜は一誠の姿をしばし見つめると──。


「わかった、許す」


　簡単にそう返した。驚おどろいたのは一誠だ。啞あ然ぜんとした顔を上げ、娘へと問う。


「お、おい、それでいいのか？」


「よくはないぞ。一誠の行動はひどい裏切りだ。すべてひとりで行動し、私には何も話さない。私を信用していないのではないか、と疑ってもいいほどだ」


「む、むう……」


「だが、それでも、私は許す。なぜなら──」





「家族だからな」





　太陽の光を思わせる陽菜の笑顔。一誠は瞬しゆん間かんだけあっけに取られてから、すぐにうつむいた。その表情を見られたくないとばかりに。


「……ああ、ありがとう」


「だがもう隠かくし事ごとは無しだぞ？」


「わかっている。身にしみてな」


「それからＵＧＮの面々にも謝るのだ。命に別状はないとは言え、行動不能にし、さんざん混乱させたのだからな。特に景かげ国くににはきちんと説明が必要だぞ。加えて──」


「おいおい、まだあるのか？……オレはお前をそんな細かいヤツに育てた覚えは無いんだがなあ」


「一誠が放ほうっておいた十年でこうなったのだ。諦あきらめて受け入れるのだな」


「うへえ、きっつい切り返しだな」


　舌を出す一誠の言葉に笑いが巻き起こる。


「では、そろそろ戻もどりましょうか。諸もろ々もろの報告をしなければなりません」


　笑いが収まったころ、そう発言したのはアシュリーだ。


　四人はそれぞれに立ち上がり、出口に向かって歩き始める。


「そうだな。体も限界だ。少し休まねば動けない」


「元々ハルナは動ける体ではありません。今しばらくはベッドの上になるでしょう」


「しまった、それは考えていなかった……。学校が……」


　玖郎が、そんな会話をする少女ふたりの後ろについて歩いていると、一誠がふと横に近づいてきた。


「玖郎くん、最後にもう一回聞かせてくれ」


　声を落として問いかける一誠。


「お前さんの選んだ道は果てしなく過か酷こくだ。お前さんが戦わなきゃならないのは自分自身の〝輪廻〟だけじゃない。それを狙ねらってやってくる敵とも同時に戦うことになる」


　世界に散らばるという〝輪廻〟に侵されたオーヴァード。いつか、彼らは玖郎の前に姿を現すだろう。その本能に従って。


　一誠はわずかにためを作り、そして言う。


「それを分かって、この道を進もうっていうんだな？」


「はい、そのつもりです」


　玖郎の答えに迷いはない。覚かく悟ごはもうできていた。


「わかった。なら、オレもできる限り協力しよう」


　一誠はどん、と拳こぶしを玖郎の胸に押し当てる。


「そのまま駆かけ抜ぬけちまえよ、少年」


　そう言って口元をつり上げる老エージェントの笑顔は、陽菜と同じく太陽の光を思わせる輝かがやきがあった。


「──はい」


　だから玖郎も精せい一いつ杯ぱいの笑顔を返す。


「何をしてるー？　行くぞー」


　気が付けば陽菜たちとずいぶん距きよ離りが離はなれていた。


　玖郎は一言謝って、後を追いかける。


　その道が光あるものだと信じて。






　あとがき







　年とし経へたキャラクターが好きです。いわゆるジジイキャラというヤツです。


　酸すいも甘いもかみ分けるというか、人生経験豊富というか。


　そういった巨きよ大だいな経験をバックボーンに、だがしかし余計なことは言わず、にやりと笑うようなキャラクターが好みであります。


　自分の成功よりも次の世代のことを考え、礎いしずえになる覚かく悟ごを持ちつつも人生を謳おう歌かする。そういった人に強く惹ひかれます。


　よいですよね、年寄りキャラ。





　唐とう突とつにすみません。著者の矢野俊策です。


『ダブルクロス03　サード＋ブラッド』いかがだったでしょうか。


　冒ぼう頭とうで語った通り、非常に自分の趣しゆ味みまっしぐらな一冊になっております。今回は自分の考える老エージェントの魅み力りよくをすべて立たて科しな一いつ誠せいというキャラクターに詰つめ込んでみました。書いた自分で言うのもなんですが、子供たちを導く役目として、追い越こされる役目として、非常によい動きをしてくれました。明るく楽しい部分を残しつつ、視線は遠いところを見ている。そんな感覚を目指して書いております。皆みな様さまに気に入っていただければ幸いです。





　さてジジイキャラ好きのワタクシですが、そのオリジンがどこにあるかと言えば、やはり自分の祖父にあるのだろうと思います。





　私は幸運な子供でした。物心ついてから大学時代まで父方、母方ともに祖父祖母が健けん在ざいであり、さらに長い間従い兄と弟こがいなかったために祖父母にとって孫は私と妹のみ。遠くに住んでいたわけでもなかったので、本当にしょっちゅう相手をしてもらいました。


　孫はかわいいとよく言いますが、ウチもその例に漏もれず。両親よりも甘い祖父母に自分は即そく座ざに懐なつき、だいぶ無茶をさせた覚えがあります。祖父に抱だかれて近所の踏ふみ切きりまで出かけ、都合五時間ぐらい電車を見続けたとか。今想像するに、どんな拷ごう問もんかと思います。何にそこまで引きつけられたんでしょうね、幼少期の自分は。





　祖父は一言で表せば、「面おも白しろい人」でした。


　口数が多い人間ではありませんでしたが、ここぞというときに爆ばく笑しようを誘さそう一言を滑すべり込ませてくる。いつもにやにやと笑い、子供相手のゲームでも手を抜ぬかず、うまいものが何よりも好きで、昔語りはどれもお腹なかを抱かかえるほどに面白い。けれどもたまに真ま面じ目めな顔でするアドバイスはどれも的を射ていて頼たよりになる。そんな人です。





　そんな祖父への見方が変わるのは、私が中学生に上がる直前。


　第二次世界大戦の話を聞いた時です。





　祖父は生きていれば九十数歳。同年代の男性がほぼそうであったように、大戦での従軍経験がありました。


　もちろん自分もそのことは知っていましたし、いくつか話を聞いたこともあります。


　しかし、その話の数々は大だい蛇じやとブーツの取り合いをしただとか、取り立ての山鳥を焼くといかにうまいかとか、異国のお祭りに参加し、踊おどりを評価してもらっただとか、そういった楽しいモノばかり。何とはなしに自分は、「祖父は楽な場所に行ったのだろう」と認にん識しきしていました。それを祖父自身も否定することなく、すっかりそういうものだと思っていたのです。





　ところが。


　祖母は、祖父が戦争から戻もどって来られたのは本当に運がよかっただけだと言うではありませんか。


　幾いく度ども死線にさらされ、ほんの少し何かが違ちがえば命を落としていた状じよう況きようが山のよう。終戦しばらく前に病気になり、日本に戻ってこなければ自分は生まれていなかったと聞かされました。


　後から知ったことですが、どうやら祖父が最後に所属していた部隊は記録に残るほどに低い生存率であったらしく、テレビなどで特集されたこともあったようです。


　こうして命からがら帰ってきた祖父は、その後も会社を立ち上げては何度もつぶし、それでも立ち上げ直すなど、七しち転てん八ばつ倒とうの人生を歩んできたのだとその時に聞かされました。





　この事実に自分は大きなショックを受けました。


　なぜ大変だったことを言わないのか。なぜその自分を誇ほこらないのか。


　問う自分に祖父は多くは語りませんでしたが、「特に必要はないから」と答えたことがあります。





　おそらくこの時に、「話さないかっこよさ」の刷すり込みがあったのだと思います。すさまじい体験をしてきた祖父がそれをひけらかさず、けれどもその時に培つちかってきた色んなことを必要な分だけ自分たち下の世代に託たくす。そういう祖父にあこがれを抱いだいたわけです。


　もちろん祖父はそういうつもりではなかったのかもしれません。ただ思い出したくない出来事だったから話さなかったのかもしれませんし、子供に話すのは早すぎると思ったのかもしれません。また、悲ひ惨さんな体験をしたからこそそれを後世につたえるべきという意見もあるでしょう。それもまた正しい論理だと思います。





　ともあれ、自分の年寄りキャラ好きはこういうところから端たんを発しているわけです。


　背中で語る美学というか。蓄ちく積せきした経験からにじみ出る貫かん禄ろくというか。


　今ではすっかりそういうものが大好物になってしまいました。





　──と、キャラの好みをずいぶんと語ってしまいました。少しここからはページをいただいて宣伝を。


　さて、この『ダブルクロス』という小説はＴＲＰＧというアナログゲームを元にしたものです。ファンタジアと同じ富士見書房さんより、関連商品がさまざまに出ております。


　そのＴＲＰＧ関連商品が二〇一一年九月より四か月連続刊行というスゴイことになっておりまして……。


　九月には動物たちが活かつ躍やくするリプレイ、カオスガーデンが発売。


　十月、十一月には二本のリプレイをリンクさせるシリーズが開始されます。両シリーズには岡本信彦さん、若林直美さんという声せい優ゆうさんを迎むかえておりますので、気になる方は是ぜ非ひチェックしてみてください。


　そして十二月には学園ものリプレイ、アカデミアがスタートと、本当に怒ど濤とうの勢いで動いております。是非こちらの方もよろしくお願いします。





　では最後にご挨あい拶さつを。


　この本を作るにあたってご協力いただいたスタッフの皆様。相談に乗ってもらった友人たち。イラストを付けていただいた森井しづきさん。そしてこの本を手にとっていただいた皆様に。


　ありがとうございました。またよろしくお願いいたします。




二〇一一年六月某日　矢野俊策





ダブルクロス03


サード＋ブラッド





矢や野の俊しゆん策さく






[image: ]


平成24年8月9日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2011 Shunsaku Yano, FarEast Amusement


Research Co.,Ltd, Shizuki Morii/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P153.jpg





OEBPS/images/K001.jpg
TNN - 77—






OEBPS/images/P147.jpg





OEBPS/images/P133.jpg





OEBPS/images/P181.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/K004.jpg





OEBPS/images/LOGO.png





OEBPS/images/P251.jpg





OEBPS/images/GAIJI-MIN-U541E.png





OEBPS/images/P271.jpg





OEBPS/images/P037.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
R’y il
LSRN RVREE .
m O\ -

------





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
REFRER
OPOLIBAL

NRRRT —LTTAF— £

FRIEFTRPG [FTILHOR
3rd Edition). /& 77U 7

The
av

R-9AI19T)Lo0R] Y U—Z,

EF" OHRADED [HIC
DEOHIS] [PCDF—R—
MN<EE7/ DENT D] 8L
D/ —=DISESEER DT AR
Fo SERYT—LTHA VI
REHIERT D TFE. &DUL

35

&
f 854
B
(1

<!

/
[

AN HHLOE
HAN—=FHA>  LIGHTNING ‘





OEBPS/images/P067.jpg





OEBPS/images/P225.jpg





OEBPS/images/P113.jpg





